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第１章第１章第１章第１章    総則総則総則総則     

（給水装置の概要）（給水装置の概要）（給水装置の概要）（給水装置の概要）     

    

１－１１－１１－１１－１    目的目的目的目的     

本基準は、水道法、同法施行令及び、同法施行規則、 柏原市水道事業給水条例、

同水道事業給水条例施行規程、同指定給水装置工事事業者規程に基づいて施行す

る給水装置工事の設計及び施工に関して基準を定め、給水装置工事の適正な施行

を図ることを目的とする。また、柏原市水道事業給水条例に定めるもののほか、

この条例の施行について必要な事項は、管理者が定める。（条例第 37 条）  

〈適用〉  

１．この基準は、本市の水道※より給水する給水装置工事に適用する。  

２．この基準の適用に疑義が生じた場合は、柏原市水道事業の管理者の権限を行

う市長に申し出を行い協議すること。  

（用語の省略）  

水道法（以下「法」という。）   水道法施行令（以下「施行令」という。）  

水道法施行規則（以下「施行規則」という。）  

柏原市水道事業給水条例（以下「条例」という。）  

柏原市水道事業給水条例施行規程（以下「条例施行規程」という。）  

柏原市指定給水装置工事事業者規程（以下「指定工事事業者規程」という。）  

柏原市水道事業の管理者の権限を行う市長（以下「管理者」という。）  

指定給水装置工事事業者（以下「指定工事業者」という。）  

柏原市３階建住宅等における直結直圧式給水に関する要綱（以下「3 階建住宅要綱」という。）  

 

《説明》  

法（昭和３２年法律第１７７号）は水道に関する基本法であり、国民、国、地

方公共団体のそれぞれの責務を定めている。  

また、清浄、豊富かつ低廉な水の供給を実現するために必要な規制等の仕組み

を通じた行政と水道事業の関係が記されている。  

そして、条例及び規程は、法第１４条に規定される水道事業者の義務として、

料金、給水装置工事の費用の負担区分、その他の供給条件について定めた供給規

程であり、水道事業者及び需要者についての責任に関する事が記載されている。  

よって、柏原市水道事業の給水区域内で行われる給水装置工事においては、水

道法の規定を遵守し、条例及び規程に示された供給条件に基づき、適正に施行さ

れなければならない。  

なお、本基準は法以下の定めに則り作成したものであるので、遵守し、かつ給

水装置工事の適正な施行を図ることに努められたい。  

 

 

※ 水道とは、導管及びその他の工作物により、水を人の飲用に適する水として

供給する施設の総体をいう。 ただし、臨時に施設されたものを除く（法第 3

条 1 項）。工業用水道や下水道と区別し、上水道ともいう。  

※ 水道事業とは、一般の需要に応じて、水道により水を供給する事業。  

※ 水道事業者とは、厚生労働大臣の認可を受けて水道事業を経営するもの。  
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１－１－１－１－２２２２         給水装置の定義給水装置の定義給水装置の定義給水装置の定義     

「給水装置」とは、需要者に水を供給するために市の施設した配水管から分岐

して設けられた給水管及びこれに直結する給水用具をいう。（条例第２条）  

《説明》 

 

１．給水装置は個人の財産であり、工事費用は原則として、需要者の負担で行

う。  

 

２．「給水管」とは、水道事業者の配水管から個別の需要者に水を供給するため

に分岐して設けられた管をいう。  

 

３．「直結する給水用具」とは、給水管に容易に取外しのできない構造として接

続し、有圧のまま給水できる給水栓等の用具をいい、ホース等容易に取外し

の可能な状態で接続される用具は含まない。 

 

４．ビル等で水道水を一旦受水槽で受けて給水する場合には、配水管から受水

槽への注入口までが給水装置であり、受水槽以下はこれに当らない。 

 

５．給水装置の構成は、一般的に給水管、給水用具及びメーターからなってい

る。このうちメーターは水道事業者の所有であるが、給水装置システムの観

点から給水装置に該当すると解されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１給水装置の管理等区分詳細図  
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メーターの貸与メーターの貸与メーターの貸与メーターの貸与（条例第１６条）（条例第１６条）（条例第１６条）（条例第１６条）        

 

１．市が設置したメーターは、水道の使用者又は管理人、若しくは給水装置

の所有者に貸与し、保管させる。 

 

２．前項の保管者は、善良な管理者の注意をもって市のメーターを管理しな

ければならない。 

 

３．保管者が前項の管理義務を怠ったために、市が設置したメーターを亡失

又はき損した場合は、その損害額を弁償しなければならない。 

 

４．水道使用者等は、第１項の規定にかかわらず、管理者の認める私設メー

ターを設置することができる。 

 

５．前項の私設メーターについて、管理者は設置後随時その機能を点検し、

不良と認めたときは、これを交換させることができる。 

  

 

 水道水道水道水道使用使用使用使用者者者者等等等等の管理上の責任（条例第１９条）の管理上の責任（条例第１９条）の管理上の責任（条例第１９条）の管理上の責任（条例第１９条）    

   

  １．水道利用者等は、善良な管理者の注意をもって、水が汚染し、又は漏水

しないよう給水装置を管理し、異常があるときは、直ちに管理者に届け出

なければならない。 

   

  ２．前項の場合において、修繕を必要とするときは、その修繕に要する費用

は、水道使用者等の負担とする。ただし、管理者が特別の理由があると認

めたときは、これを徴収しないことができる。  

 

３．第 1 項の管理義務を怠ったために生じた損害は、水道使用者等の責任と

する。  
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１－３１－３１－３１－３         給水装置の給水装置の給水装置の給水装置の種類種類種類種類     

給水装置は、次のとおりとする  

（１）専用給水装置 1 戸又は 1 箇所で専用するもの。  

（２）私設消火栓 消防用に使用するもの。 （条例第３条）  

《説明》 

 

１．専用給水装置とは、１戸又は１箇所で専用して使用する給水装置をいう。 

 

２．私設消火栓とは、消防のために設けるものであり、法第24条第１項の消火栓

以外の消防又は消防演習に使用する給水装置をいう。 

水道事業者は当該水道に公共の消防のための消火栓を設置しなければなら

ないことと規定され、また消防法においても、設置並びに維持管理が水道の管

理者に義務付けられている。学校、病院、工場、百貨店等の特定の建物におい

ても消火栓を設置すべきものとされておりこれを私設消火栓とし、公設消火栓

と区別している。給水装置の定義における消火栓であるから、私設消火栓とし

ての分類となる。 
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１－４１－４１－４１－４    給水装置給水装置給水装置給水装置工事の工事の工事の工事の種類種類種類種類     

「給水装置工事」とは、給水装置の設置又は変更の工事をいう。（法第３条第

１１項）  

《説明》  

法第３条第１１項に規定された給水装置工事の定義である。 

給水装置工事とは、具体的に給水装置の新設、改造、増設、修繕又は撤去の

「工事」をいい、また、「工事」とは、調査から、計画、施工、竣工検査までの

一連の過程の一部又は全部をいう。 

 

給水装置の工事は次の項目に定めるところにより区分する。 

 

１．新設工事： 新たに給水装置を設置する工事。 

 

２．改造工事： 既設給水管の増径、管種変更など、給水装置の原形を変え

る工事。 

なお、これらの改造工事には、管理者が事業運営上必要と

して施行している工事で、配水管の新設及び敷設替え及び移

設等に伴い給水管の接合替え等を行う工事のほか、メーター

位置変更工事等がある。 

 

３．増設工事： 既設給水装置のメーター以後において、新たに給水管及び

これに直結する給水用具を設置する工事。 

 

４．撤去工事： 給水装置が不要になった場合、既設給水装置を配水管又は

他の給水装置の分岐部から取外す工事。 

 

５．修繕工事： 給水装置の部分的な破損個所を修理する工事をいい、法第  

１６条の２第３項の厚生労働省令で定める給水装置の軽微な

変更を除くもので、原則として、給水装置の原形を変えないで

給水管、給水栓等の部分的な破損個所を修理する工事。修繕工

事は既設給水装置の原形を変えるものではないが、損傷の程度

によっては給水管の敷設替えや、給水用具の取替えを伴う工事

となる。 

水道法第１６条の２第３項の「厚生労働省令で定める給水装

置の軽微な変更」については、「その他修理」として取り扱う

ものとする。 

 

（参考）給水装置の軽微な変更 

厚生労働省令水道法施行規則第１３条に定める給水装置の軽微な変更とは、配管

を伴わない単独水栓の取替及び補修、並びにこま、パッキン等の給水装置の末端に

設置される給水用具の部品の取替とされており、これらの修繕工事は給水装置工事

ではないため誰でもできる。 
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１－１－１－１－５５５５    新設等の費用負担新設等の費用負担新設等の費用負担新設等の費用負担     

給水装置の新設、改造、修繕又は撤去に要する費用は、当該給水装置を新設、

改善、修繕又は撤去する者の負担とする。  (条例第５条 ) 

《説明》  

 

給水装置の工事を行う場合は、使用する材料及び水道管の口径、配水管からの距

離、敷地の状況等によってそれぞれ負担する費用が様々である。これらの費用につ

いては、当該給水装置を新設、改善、修繕又は撤去する者の負担となる。  

また、水道メーターから給水栓（家屋の蛇口）までの漏水修理費用も所有者負担

となる。 



 

 

 

 

第第第第２２２２章章章章        給水装置施行者給水装置施行者給水装置施行者給水装置施行者    
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第第第第２２２２章章章章    給水装置施行給水装置施行給水装置施行給水装置施行者者者者    

２２２２－１－１－１－１    給水装置工事の施行給水装置工事の施行給水装置工事の施行給水装置工事の施行    

１．給水装置工事は、管理者又は管理者が法第１６条の２第 1 項の規定により指

定をした者（以下「指定給水装置工事事業者」という。）が施行する。（条例６

条第１項） 

 

２．管理者は、水の供給を受ける者の給水装置が指定給水装置工事事業者の施行

した給水装置工事に係るものでないときは、その者の給水契約の申込みを拒み、

又はその者に対する給水を停止することができる。           

  ただし、法第１６条の２第３項の厚生労働省令で定める給水装置の軽微な変

更であるとき又は当該給水装置の構造及び材質がその基準に適合していること

を確認したときは、この限りでない。（条例３４条第２項）  

 

３．管理者は、当該水道によって水の供給を受ける者の給水装置の構造及び材質

が法第１６条の１項規定に基づく政令で定める基準に適合することを確保する

ため、当該水道事業者の給水区域において給水装置工事を適正に施行すること

ができると認められる者の指定をすることができる。（法第１６条の２第 1 項） 

《説明》 

工事の施行については、条例第６条により「管理者」及び｢指定工事業者｣が

施行するとあり、条例第６条第２項においては、工事を施行する場合は、あら

かじめ管理者の設計審査(使用材料の確認も含む)を受け、かつ竣工後に管理者

の検査を受けなければならない。 

 

平成８年の水道法改正によって新たに設けられた指定給水装置工事事業者制

度は、需要者の給水装置の構造及び材質が、施行令に定める基準に適合するこ

とを確保するため、水道事業者が、その給水区域において給水装置工事を適正

に施行することができると認められる者を指定する制度である。 

この法では、水道事業者は給水装置工事を適正に施行できると認められる者

を指定することができ、給水装置が指定工事業者の施行した給水装置工事に係

るものであることを供給条件とすることができるとしている。 

このため、水道事業者の給水区域内において給水装置工事の事業を行おうと

する場合は、管理者へ申請し、指定を受けたうえで工事を行うことになる。 

 

管理者が給水装置工事を施行することは一般的に希であり、当基準では、指

定工事業者が施行する場合のみを記述する。 
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２２２２－－－－２２２２    給水装置工事の給水装置工事の給水装置工事の給水装置工事の設計審査及び工事検査設計審査及び工事検査設計審査及び工事検査設計審査及び工事検査    

条例６条第１項の規定により、指定給水装置工事事業者が給水装置工事を施行

する場合は、あらかじめ管理者の設計審査（使用材料の確認を含む。）を受け、か

つ、工事竣工後に管理者の工事検査を受けなければならない。（条例６条第２項） 

《説明》 

  

１．設計審査 

 

  指定工事業者は、条例第６条第２項に規定する設計審査を受けるため、設計

審査に係る申請書に設計図を添えて、管理者に申請しなければならない。（指定

工事事業者規程第１４条） 

 

２．工事検査 

 

 指定工事業者は、条例第６条第２項に規定する給水装置工事検査を受けるた

め、工事完了後速やかに当該工事検査に係る申請書により管理者に申請しなけ

ればならない。（指定工事事業者規程第１５条第１項） 

指定工事業者は、検査の結果手直しを要求されたときは、指定された期間内

にこれを行い、改めて管理者の検査を受けなければならない。（指定工事事業者

規程第 1５条第２項） 

 

 ３．主任技術者の立会い 

 

  管理者は、指定工事業者が施行した給水装置について、法第１７条第１項の

給水装置の検査の必要があると認めるときは、当該給水装置に係る給水装置工

事を施行した指定工事業者に対し、当該給水装置工事について第１３条第１号

により指名された主任技術者又は当該給水装置工事を施行した事業所に係るそ

の他の主任技術者の立会いを求めることができる。（指定工事事業者規程第１６

条） 

 

４．報告又は資料の提出 

 

管理者は、指定工事業者に対し、当該指定工事業者が施行した給水装置工事

について必要な報告又は資料の提出を求めることができる。（指定工事事業者規

程第１７条） 
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２２２２－３－３－３－３    給水装置工事給水装置工事給水装置工事給水装置工事事業者事業者事業者事業者のののの指定指定指定指定    

水道事業者は、法第１６条の２第１項の指定の申請をした者が次の各号のいずれ

にも適合していると認めるときは、同項の指定をしなければならない。 

１．事業所ごとに、次条第１項の規定により給水装置工事主任技術者として選任

されることとなる者を置く者であること。 

２．厚生労働省令で定める機械器具を有する者であること。 

３．次のいずれにも該当しない者であること。 

 イ．成年被後見人若しくは被保佐人又は破産者で復権を得ないもの。 

 ロ．この法律に違反して、刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け

ることがなくなった日から２年を経過しない者。 

 ハ．第２５条の１１第１項の規定により指定を取り消され、その取消しの日か

ら２年を経過しない者。 

 ニ．その業務に関し不正又は不正実な行為をするおそれがあると認めるに足り

る相当の理由がある者。 

 ホ．法人であって、その役員のうちにイからニまでのいずれかに該当するもの

があるもの。 

（法第２５条の３第１項） 

《説明》 

(用語の省略) 

 給水装置工事の事業を行う事業所(以下「事業所」という。) 

 

条例第６条第１項の指定は、給水装置工事の事業を行う者の申請によって行う。 

（指定工事事業者規程第４条） 

 指定工事業者として指定を受けようとする者は、施行規則に定められた様式第

1 による申請書に次の各号に掲げる事項を記載し、管理者に提出しなければなら

ない。 

（１）氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者及び役員の氏名。 

（２）柏原市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例(昭和４１年柏原市条

例第４５号) 第２条第２項に定める給水区域において、事業所の名称、及び

所在地並びに第１２条第１項の規定によりそれぞれの事業所において選任さ

れることとなる主任技術者の氏名及び当該主任技術者が交付を受けている免

状の交付番号。 

（３）給水装置工事を行うための機械器具の名称、性能及び数。 

（４）事業の範囲。 

（指定工事事業者規程第４条第２項） 
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図２－１図２－１図２－１図２－１    指定給水装置工事事業者制度の概要指定給水装置工事事業者制度の概要指定給水装置工事事業者制度の概要指定給水装置工事事業者制度の概要     
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２２２２－４－４－４－４    事業の運営事業の運営事業の運営事業の運営    

１．指定給水装置工事事業者は、厚生労働省令で定める給水装置工事の事業の運

営に関する基準に従い、適正な給水装置工事の事業の運営に努めなければなら

ない。  （法第２５条第８項）  

２．指定工事業者は、法、政令、施行規則、条例、条例施行規程及び指定工事事

業者規程並びにこれらの規定に基づく管理者の指示を遵守し、誠実にその業務

を行わなければならない。（指定工事事業者規定第３条）  

《説明》  

法第２５条の８  に規定する厚生労働省令で定める給水装置工事の事業の運

営に関する基準は、次の各号に掲げるものとする。  （施行規則第３６条より） 

 

１．給水装置工事ごとに、法第２５条の４第１項  の規定により選任した給水装

置工事主任技術者のうちから、当該工事に関して法第２５条の４第３項  各号

に掲げる職務を行う者を指名すること。（※給水装置工事主任技術者を指名し、

給水装置工事に関する技術上の管理、指導監督、給水装置の構造及び材質の

適合の確認、管理者との連絡等を行わせる。基準書 2－5，2－6 参照）  

 

２．配水管から分岐して給水管を設ける工事及び給水装置の配水管への取付口

から水道メーターまでの工事を施行する場合において、当該配水管及び他の

地下埋設物に変形、破損その他の異常を生じさせることがないよう「適切に

作業を行うことができる技能を有する者」※を従事させ、又はその者に当該

工事を施行する他の者を実施に監督させること。  

 

３．上記の工事を施行するときは、あらかじめ水道管理者の承認を受けた工法、

工期その他の工事上の条件に適合するように当該工事を施行すること。  

 

４．給水装置工事主任技術者及びその他の給水装置工事に従事する者の給水装

置工事の施工技術の向上のために、研修の機会を確保するよう努めること。  

 

５．次に掲げる行為を行わないこと。  

      

イ 構造及び材質基準に適合しない給水装置を設置すること。  

 

ロ 給水管及び給水用具の切断、加工、接合等に適さない機械器具を使用す

ること。  

    

６．施工した給水装置工事ごとに、上記１．により指名した給水装置工事主任

技術者に記録を作成させ、作成の日より３年間保存すること。  

イ 施主の氏名又は名称  

ロ 施行の場所  

ハ 施行完了年月日  
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ニ 給水装置工事主任技術者の氏名  

ホ 竣工図  

ヘ 給水装置工事に使用した給水管及び給水用具に関する事項  

ト 政令で定める基準に適合していることの確認の方法及びその結果  

 

※「適切に作業を行うことができる技能を有する者」とは  

 

 ①水道事業者等によっておこなわれた試験や講習により、資格を与えられた

配管工（配管技能者、その他類似の名称のものを含む。）。  

  

 ②職業能力開発促進法（昭和４４年法律第６４号）第４４条に規定する配管

技能士。  

 

 ③職業能力開発促進法題２４条に規定する都道府県知事の認定を受けた職業

訓練校の配管科の課程の修了者。  

 

 ④財団法人給水工事技術振興財団が実施する配管技能の習得に係る講習の課

程を修了した者  

   

   なお、いずれの場合も、配水管への分水栓の取り付け、配水管のせん孔、

給水管の接合等の経験を有している必要があります。（平成２０年３月２１

日付健水発０３２１００１号「給水装置工事事業者の指定制度等の適正な

運用について」より）  
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２２２２－－－－５５５５    給水装置工事主任技術者給水装置工事主任技術者給水装置工事主任技術者給水装置工事主任技術者     

指定給水装置工事事業者は、事業所ごとに、第三項各号に掲げる職務をさせる

ため、厚生労働省令で定めるところにより、給水装置工事主任技術者免状の交付

を受けている者のうちから、給水装置工事主任技術者を選任しなければならない。

（法第２５条の４第１項）  

指定給水装置工事事業者は、給水装置工事主任技術者を選任したときは、遅滞

なく、その旨を水道事業者に届け出なければならない。これを解任したときも、

同様とする。 （法第２５条の４第２項）  

 《説明》 

  

 平成 8 年 6 月水道法が改正され、適正給水装置の構造及び材質を確保するた 

め、国家資格として給水装置工事主任技術者制度が創設された。 

 

１．主任技術者の役割とは 

 

  （１） 主任技術者は、指定工事業者から事業所ごとに選任され、給水装置

工事ごとに指名されて、調査、計画、施工、検査について給水装置工

事業務の技術上の管理を行うとともに、従事する者の指導監督を行わ

なければならない。 

 

（２） 主任技術者は、常に、水道が市民の健康・安全の確保に欠くことが

できないものであるという基本認識を忘れず、構造材質基準や給水装

置工事技術などについての専門的な知識と経験、並びに給水装置工事

の適正を確保するための技術力を有する必要がある。 

 

２．主任技術者の選任 

 

柏原市指定工事業者は、第４条第 1 項の指定を受けた日から２週間以内に、

事務所ごとに主任技術者を選任し、管理者に届け出なければならない。（指定

工事事業者規程第１２条第１項） 

 

指定工事業者は、その選任した主任技術者が欠けるに至ったときは、当該

理由が発生した日から２週間以内に新たに主任技術者を選任し、管理者に届

け出なければならない。（指定工事事業者規程第１２条第２項） 

 

指定工事業者は、主任技術者を選任又は解任したときは、施行規程にさだ

められた様式による届出書により、遅滞なくその旨を管理者に届け出なけれ

ばならない。（指定工事事業者規程第１２条第３項） 

 

 

 



 

２２２２－６－６－６－６    給水装置工事主任技術者給水装置工事主任技術者給水装置工事主任技術者給水装置工事主任技術者の職務の職務の職務の職務     

給水装置工事主任技術者は、次に掲げる職務を誠実に行わなければならない。  

１．給水装置工事に関する技術上の管理  

２．給水装置工事に従事する者の技術上の指導監督  

３．給水装置工事に係る給水装置の構造及び材質が法第１６条の規定に基づく政

令（施行令第５条）で定める基準に適合していることの確認  

４．その他厚生労働省令で定める職務  

 （法第２５条の４第３項）  

５．給水装置工事について、管理者と次に掲げる連絡又は調整を行うこと。 

 ア 配水管から分岐して給水管を設ける工事を施行しようとする場合における

配水管の位置の確認に関する連絡調整 

 イ 指定工事事業者規定第１３条第２号に掲げる工事に係る工法、工期その他

の工事上の条件に関する連絡調整 

 ウ 給水装置工事を完了した旨の連絡 

 （指定工事事業者規程第１１条第１項第４号） 

 《説明》 

  

 １．給水装置工事に関する技術上の管理 

 

   工事の施工にあたってはその確実性を増すため個々の現場の事前調査、施

工計画の策定、施工段階の工程管理、品質管理、工事の竣工検査などの各段

階において、技術的な管理が必要である。 

 

 ２．給水装置工事に従事する者の技術上の指導監督 

 

工事現場で従事する作業員等に指導監督する立場にある主任技術者に、そ

れ以上の実効性を持たせる為に法第２５条の４第４項でその指導に従うよう

定められている。 

 

３．給水装置工事に係る給水装置の構造及び材質が施行令第５条の基準に適合

している事の確認 

 

給水装置は人の健康や安全の原点に直結する施設であることから、その構

造、使用材料、施工方法等、衛生上細心の注意と専門的知識を傾注して作業

にあたること。 

 

４．給水装置工事に係る次の事項についての水道事業者との連絡又は調整（施

行規則第２３条） 

 

（１） 配水管から分岐して給水管を設ける工事を施工しようとする場合に

おける配水管の位置に関する連絡調整。 
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（２） （１）の工事、及び給水管の取付口から水道メーターまでの工事を

施工しようとする場合の工法、工期、その他の工事上の条件に関する

連絡調整。 

 

（３） 給水装置工事を完成した旨の連絡。 

 

５．給水装置工事主任技術者が行うことになる具体的業務内容 

 

（１）調査段階 

 

   ①事前調査 

 

    ・給水装置工事の現場について十分な調査を行う。 

 

    ・必要となる官公署の手続きを漏れなく確実に行う。 

 

   ②水道事業者等との調整 

 

   ・給水条例等に定められている給水契約の申込みの手続きなどを調べ

る。 

 

    ・給水装置工事の施行の内容計画等について、あらかじめ打ち合わせ

を行う。 

 

・道路下の工事については、警察署及び道路管理者等との調整を行 

う。 

 

（２）計画段階 

 

①給水用具、機材の選定 

 

・構造材質基準に適合した給水管や給水用具の中から、現場の状況に

合ったものを選択する。 

 

・配水管分岐部からメーターまでの問の工事については、指定の材料

を選定する。 

 

・申込者から基準に適合しない給水用具等の使用を指示された場合 

は、使用できない理由を説明し、基準に適合するものを使用する。 
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②工事方法の決定 

 

・給水装置工事は、給水管や給水用具からの汚水の吸引や逆流、外部

からの圧力による破壊、酸・アルカリによる侵食や電食、凍結など

が起きることがないように、構造材質基準に定められた給水システ

ムに係る基準を満足するように設計する。 

 

 ③必要な機械器具の手配 

 

・給水装置工事には、配水管と給水管の接合、管の切断・接合、給水

用具の給水管への取付けなどの様々な工種があるため現場に合った

適正な機械機種を手配する。 

 

 ④施工計画、施工図の策定 

 

     ・現場にかかる前にあらかじめ詳細な施工計画、施工図を定めてお 

き、工事従事者に周知徹底をしておく。 

 

（３）施工段階 

 

①工事従事者に対する技術上の指導監督 

 

・給水装置工事は、難度の高い熟練した技術力を必要とするものがあ

るため、必要な能力を有する配管工などの配置計画をたて、工事従

事者の役割分担と責任範囲を明確にし、品質目標に適合した工事が

行われるよう工事従事者に対する技術的な指導監督を行う。 

 

・配水管分岐部からメーターまでの間の配管工事については、適正な

工事が行われなかった場合には、水道施設を損傷したり、汚水の流

入による広範囲にわたる水質汚染事故を生じたり、道路部の漏水で

陥没などの事故を生じさせたりすることがあるので、十分な知識と

技能を有する従事者に工事を行わせる。 

 

    ②工程管理、品質管理、安全管理 

 

・調査段階、計画段階に得られた情報や、計画段階で関係者と調整し

て得られた結果に基づき、最適な工事工程を策定しそれを管理する。 

 

・給水装置工事の品質管理は、工事の発注者に対して、あらかじめ契

約書などで約束している給水装置を提供する。 
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・主任技術者は、職務として、給水装置の構造及び材質が構造材質基

準に適合していることの確認を行う。 

 

・工事の実施に当たっては、水の汚染や漏水が生じる事がないように

工事の品質管理を行う。 

 

・安全管理は、工事従事者の安全の確保と、特に道路上における工事

において、通行者の安全の確保に万全を期す必要がある。 

 

③工事従事者の健康管理 

 

・給水装置工事の実施に当たっては、工事従事者の健康状態にも注意

し、水道水が汚染されるといった事態が生じないよう管理する。 

 

（４）検査段階 

 

①  工事の竣工検査 

 

・竣工検査は、給水装置が構造及び材質基準に適合しているものにな

っていることを確認し、需要者に提供するための最終的な工事品質

確認であるため、自ら、又は信頼できる現場の工事従事者に指示す

ることにより、適正な竣工検査を確実に実施する。 

 

②水道事業者が行う検査の際の立ち会い（２－２ ３．主任技術者の立

会い参照） 

 

・水道事業者は、給水装置工事を施行した指定工事業者に対し、その

事業所の主任技術者を検査に立会わせることを求めることができる。

（指定工事事業者規程第１６条） 
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第第第第３３３３章章章章        手続き手続き手続き手続き    
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第３章第３章第３章第３章    手続き手続き手続き手続き    

３－１３－１３－１３－１    給水装置給水装置給水装置給水装置のののの新設等の申込み新設等の申込み新設等の申込み新設等の申込み     

給水装置の新設、改造、修繕(法 第１６条の２第３項の厚生労働省令で定める

給水装置の軽微な変更を除く。) 又は撤去しようとする者は、管理者の定めると

ころにより、あらかじめ管理者に申し込み、その承認を受けなければならない。

（条例第４条第１項） 

 《説明》 

  

 １．指定工事業者は、給水装置工事申込者（以下「申込者」という。）から給水

装置工事を委託された後、管理者に当該工事に関する必要な手続きをおこな

わなければならない。 

  

 ２．指定工事業者と申込者との契約内容は、契約自由の原則に基づき当事者間

の自由意志により決定されるものであるが、指定工事業者は常時需要者に対

し給水装置を通じ水質基準に適合した水道水を安定的に供給しなければなら

ないため、給水装置工事においては構造材質基準及び本市の基準に適合して

いるかの確認を得る必要から、あらかじめ管理者に給水装置工事の申込みを

義務づけている。 

 

 ３．給水装置工事の全体的な流れは図３－１のとおりである。 
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図３－１図３－１図３－１図３－１    給水装置工事のフロー給水装置工事のフロー給水装置工事のフロー給水装置工事のフロー     

    

工事の受注工事の受注工事の受注工事の受注： 申込者から給水装置工事の依頼を受け、給水装置工事の施行契

約の締結。  

 

調調調調            査査査査： 現地調査・水道事業者との協議・関係官公署等との調整。  

 

    計計計計            画画画画： 給水装置工事の計画・工事材料の選定・給水装置工事申込書類

の作成・給水装置が構造材質基準に適合していることの確認・工

事方法の決定・使用材料の手配・機械器具の手配。  

    

給水装置工事申込み給水装置工事申込み給水装置工事申込み給水装置工事申込み： 申込書・設計図・関係書類等の提出。  

 

設 計 審設 計 審設 計 審設 計 審 査査査査： 設計内容の審査・工事材料の確認・市納金の算出。  

 

施工の承認施工の承認施工の承認施工の承認     

 

納納納納            金金金金： 給水装置工事申込みに係る市納金（手数料、概算金及び加入金）の

納金。  

 

工事の施工工事の施工工事の施工工事の施工： 工程管理・品質管理・安全管理の徹底。  

       配水管からの分岐工事・道路上工事に係る道路管理者、警察署、地下

埋設物管理者等との連絡調整。  

構造材質基準の適合の確認。  

 

分岐工事の検査分岐工事の検査分岐工事の検査分岐工事の検査： 分岐工事の検査（指定材料の検査含む。）。  

 

指定工事事業者による竣工検査指定工事事業者による竣工検査指定工事事業者による竣工検査指定工事事業者による竣工検査： 自主検査。  

 

工事完了報告及び竣工検査申込み工事完了報告及び竣工検査申込み工事完了報告及び竣工検査申込み工事完了報告及び竣工検査申込み： 給水装置工事竣工届、竣工図の提出。  

 

竣 工 検竣 工 検竣 工 検竣 工 検 査査査査： 主任技術者の立会い（必要と認める場合）による竣工検査。  

    

メーター出庫メーター出庫メーター出庫メーター出庫： 給水装置開栓申込書によりメーターを出庫。  

 

    

    

引 き 渡引 き 渡引 き 渡引 き 渡 しししし： 申込者への引き渡し。  
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３３３３－－－－２２２２    基本調査基本調査基本調査基本調査    

 給水装置工事の依頼を受けた場合は、現場の状況を確実に把握するために必要

な調査を行うこと。  

《説明》 

 

１．基本調査は、計画・施工の基礎となる重要な作業であり、調査の良否は計

画策定、施工、さらには、給水装置の機能にも影響するものであり、慎重に

行わなければならない。  

   

２．基本調査は、事前調査と現場調査に区分され、その内容によって「工事申

込者に確認するもの」、「指定工事事業者に確認するもの」、「現地調査により

確認するもの」がある。  

   

３．既設給水装置の有無により、給水装置工事の種類（新設・改造等）の取り

扱いが変わってくることになるので、既設給水装置の有無は必ず調査するこ

と。  

 

４．標準的な調査項目、調査内容は表３－１による。 
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表３表３表３表３－１－１－１－１    調査項目と内容調査項目と内容調査項目と内容調査項目と内容  

調査項目 調査内容 

調査（確認）場所 

工事

申込者 

水道

事業者 

現 地 その他 

1． 工事場所 町名・丁名・地番の表示 〇  〇  

2． 使用水量 

使用目的（事業・住居）・使用人員・延床面

積・取付け栓数 

〇  〇  

3． 

既 設 給 水 装

置の有無 

所有者・敷設年月・形態（専用・共有）・口

径・管種・敷設位置・使用水量・水栓番号 

〇 〇 〇 所有者 

4． 屋外配管 

メーター・止水栓（仕切弁）の位置・敷設

位置 

〇 〇 〇  

5． 供給条件 

供給条件・給水区域・3 階以上の直結給水

対象区域・配水管の分岐からメーターまで

の工法、工期、その他工事上の条件 

 〇   

6． 屋内配管 給水栓の位置（種類・個数）・給水用具 〇  〇  

7． 

配 水 管 の 敷

設状況 

口径・管種・敷設位置・仕切弁・配水管の

水圧・消化栓の位置 

 〇 〇  

8． 道路の状況 

種別（国道・府道・市道・法定外公共物・

私道等）・幅員・舗装種別（アスファルト・

コンクリート・砂利）・その他（河川敷等） 

  〇 

道 路

管理者 

9． 

各 種 埋 設 物

の有無 

種類（下水道・ガス・電気・電話等）・口径・

敷設位置 

  〇 

埋設物

管理者 

10． 

現 地 の 施 工

環境 

施工時間（昼・夜）・関連工事・周辺環境    〇 〇 〇 

埋設物

管理者 

11． 

既 設 給 水 管

か ら 分 岐 す

る場合 

所有者・給水戸数・敷設年月・口径・敷設

位置・既設建物との関連 

  〇 所有者 

12． 

受 水 槽 方 式

の場合 

受水槽の構造・位置・点検口の位置・配管

ルート 

〇   

利害

関係者 

13． 

工 事 に 関 す

る 同 意 承 諾

取得の確認 

分岐承諾・土地使用承諾・その他利害関係

人の承諾 

〇    

14． 建築確認 建築確認通知書の写し 〇    
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３－３－３－３－３３３３    給水装置給水装置給水装置給水装置工事工事工事工事の申込みの申込みの申込みの申込み    

条例第４条第１項の規定による申込みは、給水装置工事申込書(別記様式)に

よるものとする。（条例施行規定第２条） 

管理者は、条例第４条第２項の規定により次のいずれかに該当するときは、

工事申込者に利害関係人の同意書等を提出させることができる。 

１．工事申込者が、家屋又は土地の所有者でないとき。 

２．他人の給水装置から分岐して給水装置を設置するとき。 

３．他人の所有地を通過して給水装置を設置するとき。 

４．その他申込時、工事中又はその後に紛争が発生することが予想されるとき。

（条例施行規定第３条） 

《説明》 

 

指定工事業者は、給水装置工事申込者から給水装置工事を委託された後、管理

者に対し当該工事に関する必要な手続きを行わなければならない。 

 

 １．給水装置の新設等の申込み 

  

申込書は管理者指定の用紙を使用すること。 

 

２．利害関係人の同意書等の提出 

 

給水工事申込者が、家屋又は土地の所有者でないときや、他人の給水装置

から分岐して給水装置を設置するとき、他人の所有地を通過して給水装置を

設置するとき、又は、その他申込時、工事中又はその後に紛争が発生するこ

とが予想されるときなどにおいては、同意書を添付し、申込みを行うものと

する。 

 

 ３．給水工事申込みに必要な添付書類は表３－２・３－３のとおりである。 

 

 ４．道路占用許可申請書 ３部 

 

 ５．道路使用許可申請書 ３部 
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表３－２給水表３－２給水表３－２給水表３－２給水方式別給水方式別給水方式別給水方式別給水装置工事申込装置工事申込装置工事申込装置工事申込みみみみ時時時時の必要書類の必要書類の必要書類の必要書類    

 
直結式 

一般住宅 

直結式 

共同住宅 

直結式 

臨時用 

受水槽式 

共同住宅 

受水槽から 

直結式に切替 

給水装置工事申込書 〇 〇 〇 〇 〇 

平面図（申請・竣工） 〇 〇 〇 〇 〇 

系統図 × 〇 × 〇 〇 

給水装置工事竣工届 〇 〇 〇 〇 〇 

給水装置工事主任技術者が行う自主検査 ○ ○ 〇 〇 〇 

給水装置工事材料明細書 △ △ △ △ △ 

確認書（給水方式切替） × × × × 〇 

水質試験結果 × × × × 〇 

部屋割り図 × ○ × 〇 〇 

受水槽以降の給水設備図 × × × 〇 × 

受水槽有効容量計算書 × × × 〇 × 

利害関係者の同意書 △ △ △ △ △ 

誓約書、確認書等 △ △ △ △ △ 

建築確認済証の写し 〇 ○ × ○ × 

〇：必要書類   ×：不必要書類   △：必要な場合がある書類 

    

表表表表３－３給水装置工事３－３給水装置工事３－３給水装置工事３－３給水装置工事をををを申込申込申込申込む時にむ時にむ時にむ時に必要な添付書類必要な添付書類必要な添付書類必要な添付書類    

様式番号 名  称 備  考 

別記様式 給水装置工事申込書 給水装置工事を申込むとき 

 平面図（申請・竣工） 給水装置工事の申請図、竣工図 

 給水装置工事竣工届 給水装置工事の竣工検査を申込むとき 

 給水装置工事主任技術者が行う自主検査 給水装置工事の竣工時に行う自主検査 

3 給水装置工事材料明細書（φ20～φ40） 

給水装置工事に使用する材料明細 

（配水管の分岐からメーターまでを施工する場合） 

4 給水装置工事材料明細書（φ50） 

5 給水装置工事材料明細書（給水主管工事） 

6 同意書（給水管埋設） 他人の所有地を通過して給水管を設置するとき 

7 同意書（給水装置設置） 

土地所有者、家屋所有者以外の者が給水装置工事

を申込むとき 

8 同意書（給水管分岐） 

他人の給水装置から分岐して給水装置を設置す

るとき 

9 同意書（水路上越） 給水管を水路の上に設置するとき 

10 誓約書（舗装本復旧） 舗装復旧工事を申込者が行うとき 

11 誓約書（舗装先行） 舗装復旧工事前に給水装置工事をおこなうとき 

12 誓約書（土地所有者不明） 土地所有者が不明な土地に給水管を設置するとき 

13 誓約書（出水不良） 

給水栓の数が多く申込給水管では出水不良にな

ると予想されるとき 

14 誓約書（受水槽維持管理） 受水槽を設置したとき 

15 誓約書（水道直結式スプリンクラー設備） 水道直結式スプリンクラーを設置したとき 

16 誓約書（タンクレス洗浄大便器設置） タンクレス洗浄大便器を設置したとき 

17 誓約書（浄水器設置） 浄水器を設置したとき 

18 確認書（給水方式切替） 受水槽式給水から直結式給水に変更するとき 

19 確認書（給水装置不要） 給水装置が不要になったとき 

    

表３－表３－表３－表３－４その他届出書類４その他届出書類４その他届出書類４その他届出書類    

様式番号 名  称 備  考 

20 給水装置工事申込取消届 給水装置工事申込を中止するとき 

21 給水装置所有者変更届 給水装置の所有者が変更するとき 

22 代理人選定届 給水装置所有者が給水区域内に居住しないとき 

23 管理人選定届 給水装置を共有する者、管理者が必要と認めたとき 

24 私設消火栓消防演習使用届 消防演習に私設消火栓を使用するとき 

25 私設消火栓使用届 消防用として私設消火栓を使用したとき 
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３－４３－４３－４３－４    設計審査設計審査設計審査設計審査    

 指定工事業者は、条例第６条第２項に規定する設計審査を受けるため、設計審査

に係る申請書に設計図を添えて、管理者に申請しなければならない。（指定工事事業

者規程第１４条） 

《説明》 

１．設計審査について 

 

（１）申込書に必要な関係書類が揃っているか、また、当該する分岐承諾や土

地使用承諾が適正であるかを確認する。 

 

（２）設計図は、指定工事業者が申込者から委託された給水装置工事の内容に

対し、構造及び材質基準に適合しているかを確認する。 

 

２．手数料及び加入金について 

 

（１）手数料（条例第２８条） 

 

 手数料は、次の各号の区分により、申込者から申込みの際に徴収する。 

 

①   管理者が給水装置工事の設計をするとき。当該工事費の 2 割に相当す

る額。 

 

② 条例第６条第１項の指定給水装置工事事業者の指定をするとき。 

 

ア 指定手数料 １件につき １０，０００円。 

イ 指定証交付手数料 １件につき ２，０００円。 

 

③ 条例第６条第２項の設計審査(材料の確認を含む。)をするとき。 

 

ア 道路部分及び敷地内部の給水装置工事を一括して施行するとき。 

１件につき １０，０００円。 

イ 道路部分の給水装置工事を施行するとき。 

１件につき ７，０００円。 

ウ 敷地内部の給水装置工事を施行するとき(管理者が特別の理由があ

ると認めるときは、金額を２分１の額まで減じることができる。)。 

１件につき ３，０００円。 

 

④ 条例第６条第２項の工事の検査をするとき。 

１回につき ３，０００円。 
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⑤ 条例第１８条第２項の消防演習の立会いをするとき(土曜日、日曜日、

国民の祝日に関する法律(昭和 23年法律第 178号)に規定する休日及び

職員の勤務時間外のときは、５割増の額とする。)。 

1 回につき ５，０００円。 

 

⑥ 条例第 34 条第 2 項の確認をするとき。 

 １回につき ５，０００円 

 

⑦ 既納の手数料は、還付しない。 

 

（２）加入金（条例第２９条） 

 

① 給水装置の新設又は改造(メーターの口径を増やす場合に限る。以下こ

の条において同じ。) 工事の申込者は、加入金を市に納付しなければな

らない。 

 

②   加入金の額は、表３－５に定める額に 100 分の 110 を乗じて得た額と

する。ただし、改造工事をする場合の加入金の額は、改造後のメーター

の口径に応じる加入金の額と改造前のメーターの口径に応じる加入金

の額との差額とする。 

 

③ 加入金は、給水装置工事の申込みの際に徴収する。 

 

③   既納の加入金は、還付しない。 

 

表３－表３－表３－表３－５５５５    条例２９条第条例２９条第条例２９条第条例２９条第 2222 項関係項関係項関係項関係    

メーターの口径 加入金 

20 ミリメートル以下 120,000 円 

25 ミリメートル 240,000 円 

40 ミリメートル 840,000 円 

50 ミリメートル 1,440,000 円 

75 ミリメートル 3,960,000 円 

100 ミリメートル 8,160,000 円 

150 ミリメートル以上 管理者が別に定める額 

 

※ 条例第２９条第２項ただし書の規定を適用する場合において、平成１０年３

月３１日以前に取り付けられたメーターの口径が１３ミリメートルに対応す

る加入金は、表３－５の規定にかかわらず、６０，０００円とする。  

 



    

    

    

加入金及び手数料加入金及び手数料加入金及び手数料加入金及び手数料    

    柏原市上下水道部 水道工務課 

◎加入金◎加入金◎加入金◎加入金    

メーター口径メーター口径メーター口径メーター口径    加入金加入金加入金加入金    内訳（本体＋消費税内訳（本体＋消費税内訳（本体＋消費税内訳（本体＋消費税 10101010％）％）％）％）    

φφφφ２０２０２０２０mmmmmmmm 以下以下以下以下                                １３２１３２１３２１３２，，，，００００００００００００円円円円                                    １２０，０００円１２０，０００円１２０，０００円１２０，０００円＋＋＋＋１２１２１２１２，，，，００００００００００００円円円円    

φφφφ２５２５２５２５mmmmmmmm                                ２６４２６４２６４２６４，，，，００００００００００００円円円円                                ２４０，０００円２４０，０００円２４０，０００円２４０，０００円＋２４＋２４＋２４＋２４，，，，００００００００００００円円円円    

φφφφ４０４０４０４０mmmmmmmm                                    ９２４９２４９２４９２４，，，，００００００００００００円円円円                                ８４０，０００円８４０，０００円８４０，０００円８４０，０００円＋＋＋＋８４８４８４８４，，，，００００００００００００円円円円    

φφφφ５０５０５０５０mmmmmmmm                        １，５１，５１，５１，５８４８４８４８４，，，，００００００００００００円円円円                        １，４４０，０００円１，４４０，０００円１，４４０，０００円１，４４０，０００円＋＋＋＋１４４１４４１４４１４４，，，，００００００００００００円円円円    

φφφφ７５７５７５７５mmmmmmmm                        ４，４，４，４，３５６３５６３５６３５６，，，，００００００００００００円円円円                    ３，９６０，０００円３，９６０，０００円３，９６０，０００円３，９６０，０００円＋＋＋＋３９６３９６３９６３９６，，，，００００００００００００円円円円    

φφφφ１００１００１００１００mmmmmmmm                        ８，９７６８，９７６８，９７６８，９７６，，，，００００００００００００円円円円                    ８，１６０，０００円８，１６０，０００円８，１６０，０００円８，１６０，０００円＋＋＋＋８１６８１６８１６８１６，，，，００００００００００００円円円円    

φφφφ１５０１５０１５０１５０mmmmmmmm 以上以上以上以上        管理者が別に定める額管理者が別に定める額管理者が別に定める額管理者が別に定める額    

    

        ＊但し、平成１０年３月３１日以前に取り付けられたメーターの口径が１３㎜に＊但し、平成１０年３月３１日以前に取り付けられたメーターの口径が１３㎜に＊但し、平成１０年３月３１日以前に取り付けられたメーターの口径が１３㎜に＊但し、平成１０年３月３１日以前に取り付けられたメーターの口径が１３㎜に    

                対応する加入金は、上記の表にかかわらず対応する加入金は、上記の表にかかわらず対応する加入金は、上記の表にかかわらず対応する加入金は、上記の表にかかわらず、６、６、６、６６６６６,,,,００００００００００００円（円（円（円（内消費税内消費税内消費税内消費税６６６６，，，，００００００００００００円）とす円）とす円）とす円）とする。る。る。る。                                    

＊平成１６年４月１日から、加入金は消費税込の金額表示です。＊平成１６年４月１日から、加入金は消費税込の金額表示です。＊平成１６年４月１日から、加入金は消費税込の金額表示です。＊平成１６年４月１日から、加入金は消費税込の金額表示です。    

    

    

    ◎手数料◎手数料◎手数料◎手数料    

    審査手数料審査手数料審査手数料審査手数料                                    竣工検査手数料竣工検査手数料竣工検査手数料竣工検査手数料                                    合合合合    計計計計    

    道路部分及び敷地内部分を一括道路部分及び敷地内部分を一括道路部分及び敷地内部分を一括道路部分及び敷地内部分を一括            １０１０１０１０,,,,０００円０００円０００円０００円                    ６６６６,,,,０００円０００円０００円０００円    １６１６１６１６,,,,０００円０００円０００円０００円    

    道路部分道路部分道路部分道路部分                ７７７７,,,,０００円０００円０００円０００円                    ３３３３,,,,０００円０００円０００円０００円    １０１０１０１０,,,,０００円０００円０００円０００円    

    敷地内部分敷地内部分敷地内部分敷地内部分                ３３３３,,,,０００円０００円０００円０００円                    ３３３３,,,,０００円０００円０００円０００円                    ６６６６,,,,０００円０００円０００円０００円                                    

    敷地内部分で水栓数が３栓以下敷地内部分で水栓数が３栓以下敷地内部分で水栓数が３栓以下敷地内部分で水栓数が３栓以下                １１１１,,,,５００円５００円５００円５００円    －－－－                        １１１１,,,,５００円５００円５００円５００円    

    

    

    ◎水栓数によるメーター口径別◎水栓数によるメーター口径別◎水栓数によるメーター口径別◎水栓数によるメーター口径別    

水 栓 数水 栓 数水 栓 数水 栓 数                            口 径口 径口 径口 径                            

    

    

    

    

    

        水栓口径は１３㎜とする。水栓口径は１３㎜とする。水栓口径は１３㎜とする。水栓口径は１３㎜とする。    

１～１０ケ１～１０ケ１～１０ケ１～１０ケ    ２０㎜２０㎜２０㎜２０㎜    

１１～１５ケ１１～１５ケ１１～１５ケ１１～１５ケ    ２５㎜２５㎜２５㎜２５㎜    
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３－３－３－３－５５５５    工事の変更・取消し工事の変更・取消し工事の変更・取消し工事の変更・取消し申込み申込み申込み申込み    

工事申込み者が、工事の変更又は取消しをしようとする場合は、ただちに管

理者に申込みを行い協議する。 

《説明》 

１．指定工事業者は、次に示す内容の変更を行う場合は、図面等の再審査を受

けること。この場合、内容によっては変更理由書、水理計算書等の提出を必

要とする。 

なお、次に示す内容以外の軽易な変更については、検査員の指示により施

工すること。 

 

（１）分岐位置を変更する場合（分岐する配水管及び給水管路線の変更）。 

 

（２）分岐部からメーターまでの管種及び口径を変更する場合。 

 

（３）使用水量増減等によりメーター口径の変更をする場合。 

 

（４）給水方式を変更する場合（例:直結式⇔受水槽式）。 

 

（５）給水管の埋設位置及び給水用具を大幅に変更する場合。 

 

（６）審査の際に付記した条件とおり施工できない場合。 

 

（７）その他、管理者が再審査を必要とすると判断した場合。 
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３－３－３－３－６６６６    分岐工事の検査分岐工事の検査分岐工事の検査分岐工事の検査    

分岐工事の検査を受けようとする場合は、施工日が決定した時、事前に管理

者に連絡すること。 

《説明》 

１．工事の検査に対しては、当該工事を担当した主任技術者が立会うこと。  

 

 ２．分岐工事の検査は、使用材料が指定されたものであるか、工法の選定及び

技能を有する者が的確に分水栓を取付・穿孔・防食コアの装着を行っている

か、及び給水管の接続など、施工方法の確認を行うものである。  

 

 ３．主任技術者は検査日当日の午前９時３０分までに必ず水道工務課給水係に

電話連絡すること。  

 

 ４．主任技術者は、検査申込み時に、施工日の設定、許可条件及び工法等につ

いて十分に打合せしなければならない。  

 

 ５．分岐の工事に付随した道路工事を行う際は、当該道路管理者及び所轄警察署

長の許可条件を遵守し、施工すること。工事上、緊急連絡を要する場合等に対

して、速やかに適切な対応を図るため、常に緊急連絡先を準備する。  

 

 ６．分岐の工事上、危険を感知した場合や事故が発生した場合等に対しては、

検査員の指示を得るとともに、素早く所定の行動を行い、事故等を未然に防

ぐよう対応しなければならない。  

また、事故が発生した場合は、速やかに関係機関に連絡するとともに、適

切な処置を図らなければならない。  
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３－３－３－３－７７７７    竣竣竣竣工検査工検査工検査工検査    

指定工事業者は、条例第 6 条第 2 項に規定する給水装置工事検査を受けるため、

工事完了後速やかに当該工事検査に係る申請書により管理者に申請しなければな

らない。（指定工事事業者規程第１５条第１項）  

指定工事業者は、検査の結果手直しを要求されたときは、指定された期間内に

これを行い、改めて管理者の検査を受けなければならない。（指定工事事業者規程

第１５条第２項）  

《説明》 

 １．給水装置工事竣工届を提出する際には、次の図書を添付する。 

 

（１）平面図（竣工） 

（２）給水装置工事主任技術者が行う自主検査  

（給水管及び給水用具に対して、構造材質基準に適合していることの確

認をした結果を記入する。）  

  

 ３．竣工検査は、管理者が必要と認める場合、主任技術者の立会いを求めること

ができる。  
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表３－表３－表３－表３－６６６６自主検査項目自主検査項目自主検査項目自主検査項目     

    

給給給給    

    

水水水水    

    

装装装装    

    

置置置置    

    

工工工工    

    

事事事事    

    

自自自自    

    

主主主主    

    

検検検検    

    

査査査査    

    

項項項項    

    

目目目目    

検査種別及び項目 検 査 の 内 容     （適合または良いは〇） 

結

果 

共通事項 

1．配管の口径、ルート、構造はよいか？  

2．図面には各部材の材料、口径、延長を記入しているか？  

3．給水管及び給水用具は、性能基準適合品を使用している

か？ 

 

4．給水管及び給水用具の位置は図面と整合するか？  

5．工事未竣工、器具等の未取付けはないか？  

6．所定の深さが確保されているか？  

7．継手箇所において、適切な接合・接続（トルク）がされ

ているか？ 

 

8．水の汚染・破壊・侵食・凍結等の対策はよいか？  

9．各種ＢＯＸは適正に設置しているか？  

10．クロスコネクションがされていないか？  

11．給水管及び給水用具類は各製造者による設置仕様どおり

取付け・設置されているか？ 

 

分岐メーター 

1．穿孔部分にはコア等が施されているか？  

2．出水量はよいか？  

3．止水栓・メーター設置場所は市基準書通りか？  

4．止水栓・メーター等は逆付け、傾きがないか？  

5．止水栓 BOX の中心で、操作に支障がないか？  

6．メーターは検針・取替えが容易にできるか？  

7．メーター等に異物（ノリ等）のつまり等はないか？  

メーター以降 

1．配水管の水圧・水量等に影響を及ぼす恐れのあるポンプ

等に直結されていないか？ 

 

2．ウォターハンマーを発生する恐れのある給水用具を使用

していないか？ 

 

3．逆流防止のための給水用具の設置、吐水空間はよいか？  

4．ストレーナー等に異物（砂・ノリ）等による目詰まりが

ないか？ 

 

機能検査 

通水のあと各給水用具からそれぞれ放流し、メーター経由の

確認及び出水量、動作状態などについて確認。 

 

耐圧検査 1.75MPa による水圧テストで漏水・抜け等の確認。  

水質の確認 臭気・味・色・濁りが観察により異常でないこと。  

その他 

申込人に対し、給水用具等の取扱説明をおこなったか？  

配管ルート、竣工図について説明を行ったか？  

 

 

 



 



 

 

 

 

第４章第４章第４章第４章        給水装置の使用材料給水装置の使用材料給水装置の使用材料給水装置の使用材料    
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第４章第４章第４章第４章    給水装置の使用材料給水装置の使用材料給水装置の使用材料給水装置の使用材料    

４－１４－１４－１４－１    給水装置の構造及び材質の基準給水装置の構造及び材質の基準給水装置の構造及び材質の基準給水装置の構造及び材質の基準     

 給水装置の構造及び材質の基準は、法施行令第５条に定めるところによる。(施

行規程第４条) 

水道事業者は、当該水道によって水の供給を受ける者の給水装置の構造及び材

質が、政令で定める基準に適合していないときは、供給規程の定めるところによ

り、その者の給水契約の申込を拒み、又はその者が給水装置をその基準に適合さ

せるまでの間その者に対する給水を停止することができる。 (法第１６条) 

《説明》 

１．法第１６条に基づく構造材質基準は、施行令第５条によって定められている。 

 

法第１６条 の規定による給水装置の構造及び材質は、次のとおりとする。

（施行令第５条） 

 

（１） 配水管への取付口の位置は、他の給水装置の取付口から三十セン

チメートル以上離れていること。（施行令第５条第１項） 

  

  （２） 配水管への取付口における給水管の口径は、当該給水装置による

水の使用量に比し、著しく過大でないこと。（施行令第５条第２項） 

 

（３） 配水管の水圧に影響を及ぼすおそれのあるポンプに直接連結され

ていないこと。 （施行令第５条第３項） 

 

（４） 水圧、土圧その他の荷重に対して充分な耐力を有し、かつ、水が

汚染され、又は漏れるおそれがないものであること。（施行令第５条

第４項） 

 

（５） 凍結、破壊、侵食等を防止するための適当な措置が講ぜられてい

ること。（施行令第５条第５項） 

  

（６） 当該給水装置以外の水管その他の設備に直接連結されていないこ

と。（施行令第５条第６項） 

 

（７） 水槽、プール、流しその他水を入れ、又は受ける器具、施設等に

給水する給水装置にあっては、水の逆流を防止するための適当な措

置が講ぜられていること。 （施行令第５条第７項） 

 

２．法第１６条に基づく構造及び材質基準は、施行令第５条に定められている

が（前項に記載）さらにこの基準の技術的細目は、「給水装置の構造及び材質

の基準に関する省令（平成９年３月１９日付厚生労働省令第１４号）」で定め

られている。 
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表４‐１表４‐１表４‐１表４‐１    給水装置の構造材質基準給水装置の構造材質基準給水装置の構造材質基準給水装置の構造材質基準    

 

 

給水装置の構造及び材質の基準に係る試験方法については、（平成９年４月２２

日付厚生労動省告示 111 号）及び JIS S3200-1～7（水道用器具試験方法）に定

められている。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

 給水管及び給水用具の性能基準 給水装置のシステム基準 

耐圧に関する基準 

（基準省令第１条） 

給 水 管 及 び 給 水 用 具 に 静 水 圧

（1.75Mpa）を加えたとき、水漏

れ・変形・破損その他の異常が

認められないこと。 

給水管や継手の構造及び材

質に応じた適切な接合が行

われていること。 

浸出等に関する基準 

（基準省令第２条） 

 

給水管や水栓等から金属等の浸

出 が 一 定 値 以 下 で あ る こ と

（例：給水管からの鉛の浸出：

0.01mg/L 以下であること）。 

水が停滞しない構造となっ

ていること。 

水撃限界に関する基準 

（基準省令第３条） 

水栓等の急閉止により 1.5Mpa

を越える著しい水撃圧が発生し

ないこと。 

水撃圧を緩和する器具を設

置すること。 

防食に関する基準 

（基準省令第４条） 

 

酸・アルカリ・漏えい電流に

より侵食されない材質とな

っていること、又は防食材で

被覆すること。 

逆流防止に関する基準 

（基準省令第５条） 

逆止弁等は、低水圧（3Kpa）時

にも高水圧（1.5Mpa）時にも水

の逆流を防止できること。 

給水する個所には逆止弁等

を設置するほか、又は水受け

部との間に一定の空間を確

保すること。 

耐寒に関する基準 

（基準省令第６条） 

低温（－20℃±2℃）に暴路され

た後でも、当初の性能が維持さ

れていること。 

断熱材で被覆すること。 

耐久に関する基準 

（基準省令第７条） 

弁類は、１０万回繰り返し作動

した後でも、当初の性能が維持

されていること。 
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表表表表４‐２４‐２４‐２４‐２    給水管及び給水用具の性能基準給水管及び給水用具の性能基準給水管及び給水用具の性能基準給水管及び給水用具の性能基準    

    

凡例：●…適用される性能基準  ○…給水用具の種類、設置場所により適用される性能基準 

 

３．給水装置の使用規制 

 

水道事業者には、法第 15 条に基づく常時給水が義務付けられており、正当な

理由がない限り、給水区域内の需要者からの給水契約の申込みを拒否すること

ができない。 

しかし、給水装置の構造及び材質が不適切であれば、水が汚染されて配水管

に逆流し、配水管を通じて公衆衛生上の問題を発生させるおそれがあり、工事

が不適切であれば水道事業者の管理に属する配水管に損害を与えるおそれがあ

る。そのため、水道事業者には、給水装置が施行令第 5 条に適合していないと

きには、法第 15 条の義務に係らず、その給水装置による水道の給水申込みを行

う需要者についての給水拒否や、既に給水を行っている需要者に対する給水停

止を行う権限がある。 

 

 

性能基準 

給水管及び給水用具 

耐圧 浸出 水撃限界 逆流防止 負圧破壊 耐寒 耐久 

給 水 管 ● ● ― ― ― ― ― 

水 栓 

ボールタップ 

飲 用 ● ● ● ○ ○ ○ ― 

飲用以外 ● ― ● ○ ○ ○ ― 

バ ル ブ ● ● ○ ― ― ○ ○ 

継 手 ● ● ― ― ― ― ― 

浄 水 器 ● ● ― ― ― ― ― 

湯 沸 器 

飲 用 ● ● ○ ○ ○ ― ― 

飲用以外 ● ― ― ○ ○ ― ― 

逆 流 防 止 器 ● ● ― ● ○ ― ● 

水 撃 防 止 器 ● ● ● ― ― ― ― 

ユニット（ 流 し 台 、

洗 面 台 、 浴 槽 、 便 器 等 ） 

飲 用 ● ● ○ ○ ○ ― ― 

飲用以外 ● ― ○ ○ ○ ― ― 

自動食器洗い機、冷水器・洗浄装置付便座等  ● ○ ○ ○ ○ ― ― 
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４－４－４－４－２２２２    構造材質基準適合の確認構造材質基準適合の確認構造材質基準適合の確認構造材質基準適合の確認    

構造材質基準適合の確認は、自己認証又は第三者認証機関の証明、並びに構造・

材質基準を満足する製品規格に適合している製品でその証明のあるものとする。

（水道施設設計指針 9.1.3） 

《説明》 

 

１．認証とは、給水管及び給水用具が、各製品の設計段階で構造材質基準に適

合していることと、当該製品の製造段階でその品質の安定性が確保されてい

ることを証明することであり、基準適合品を消費者等に証明する「自己認証」

を基本としている。 

  また、もう一つの証明方法として製造会社などの希望に応じて行う「第三

者認証」がある。 

 

２．指定工事業者は、給水装置工事に使用する給水管や給水用具について、そ

の製品の製造者に対して構造材質基準に適合していることが判断できる資料

を求めること等により、基準に適合している製品を確実に使用しなければな

らない。 

 

（１）自己認証 

 

  製造業者等が自ら又は製品試験機関に委託して得たデータ、作成した資

料等によって証明する方法。自己認証の具体例としては、製造業者等が性

能基準適合品であることを示す自社検査証印等の標示を製品等に行うこと。 

又は、製品が設計段階で政令に定める性能基準を満たすものとなること

を示す試験証明書及び製品品質の安定性を示す証明書（一例として、ISO

（国際標準化機構）9000 シリーズの規格への適合証明書）を製品の種類ご

とに指定給水装置工事事業者（以下「指定工事業者」という。）等に提示す

ること等がある。 

 

（２）第三者認証  

 

  製造業者等の契約により、中立的な第三者機関が製品試験、工場検査等

を行い基準に適合しているものについては基準適合品として登録して認証

製品であることを示すマークの標示を認める方法、第三者認証機関として

は、現在、下記の５機関がある。 

 

①（社)日本水道協会 

    （社）日本水道協会の認証には基本基準適合品（基本基準７

項目）と基本基準７項目に他の性能を付加した規格（JWWA 規格

等）に適合した特別基準適合品がある。 

 ②（財）日本ガス機器検査協会 
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③（財）電気安全環境研究所 

④（財）日本燃焼機器検査協会 

⑤（株）ユーエルエーベックス（ＵＬ） 

 

 第三者認証機関の認証マークは（表 4－3）参照のこと。 

 

（３）その他認証  

 

  ①日本工業規格（JIS） 

   

水道法施行令 (昭和 32 年政令第 336 号 )の「給水装置の構造及び材

質の基準」に関係する試験方法として，JIS S 3200-1～7 が規定さ

れており，その試験方法は製品規格に引用されている。  

 

     

 

表４表４表４表４----３３３３    第三者認証機関のマーク第三者認証機関のマーク第三者認証機関のマーク第三者認証機関のマーク    

    

 

 

基準適合品に表示するマーク 

厚生労 働省 令で 定め る構 造・材 質・７項 目の 性能

基準に 適合 して いる こと を示 しま す。  

 

  シ ール の場 合      押印 ・打刻  

鋳出し の場 合  

特別基準適合品に表示するマーク 

厚生労 働省 令で 定め る基 準に 加え 、他 の性 能を 付

加した 基準 に適 合し てい るこ とを 示しま す。  

 

   シー ルの 場合     押印 ・打刻  

            ・ 鋳出 しの場 合  

   

  

(社)日本水道協会の認証マーク 

  

その他第三者認証機関の認証マーク 

 

財団法人 日本燃焼機器検査 一般財団法人  電気安全環境

一般団法人  日本ガス機器検 (株 )ユーエルエーベックス  
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４－３４－３４－３４－３    指定材料指定材料指定材料指定材料     

管理者は、災害等による給水装置の損傷を防止するとともに、給水装置の損傷

の復旧を迅速かつ適切に行えるようにするため必要があると認めるときは、配水

管への取付口から水道メーターまでの間の給水装置に用いようとする給水管及び

給水用具について、その構造及び材料を指定することができる。（条例第 7 条）  

《説明》  

１．使用材料の指定については、平成 9 年 7 月 23 日付け衛水第 203 号厚生省

水道課長通知「給水装置の構造及び材質の基準の改正について」の 3-2（5）

に、次のような説明がある。  

 

  水道事業者は、法第１６条の権限の発動とは別に、災害防止並びに漏水時

及び災害時等の緊急工事を円滑かつ効率的に行う観点から、配水管への給水

管の取付工事及び当該取付口から水道メーターまでの給水装置工事について

その材料や工法等の指定を行うことは可能であるが、この場合であっても災

害時の給水や災害復旧工事の円滑な実施を確保するために、必要最小限のも

のに限定して材料指定等を行うこと。  

  なお、このような指定等は、法第１６条の権限の発動と明確に区別されて  

いなければならないこと。  

 

 ２．配水管の分岐部からメーターまでの間の給水管及び給水用具については、

災害等の損傷防止及び迅速、かつ適切な復旧を果たすため、使用材料の耐震

性及び統一性が不可欠なことから、表４－４のとおり指定した。  

 

 ３．配水管の分岐からメーターまでの間の構造及び材質を図６－１ 給水装置

施工標準図（第 6 章施工、6‐1 施工）を標準とする。  
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表４表４表４表４----４４４４    給水装置材料表給水装置材料表給水装置材料表給水装置材料表    

<<<<配水管への給水管取付口から水道量水器までの材料配水管への給水管取付口から水道量水器までの材料配水管への給水管取付口から水道量水器までの材料配水管への給水管取付口から水道量水器までの材料>>>>    

種別 品    名 規  格 口  径 摘  要 

管類 

水道用ポリエチレンパイプ JIS-K-6762 φ13～40 ㎜ 軟質一種二層管 

水道配水用ポリエチレン管 

JWWA-K-144

（配水用ポリエチレンパイプ 

システム協会規格） 

φ50～150 ㎜  

せ

 
 

ん

 
 

類

 

サドル付分水栓 

JWWA-B-117 

 

サドルバンド

φ40～φ300 ㎜ 

止水機構 

φ 20～φ 50 ㎜ 

ボール式 

（エポキシ粉体塗装） 

サドル付分水栓 

管理者が承

認したもの 

サドルバンド

φ75･50･40 ㎜ 

止水機構 

φ50･25･25 ㎜ 

 

ポリエチレン管用 

サドル付分水栓 

JWWA-B-136 

サドルバンド

φ 40･φ 50 ㎜ 

止水機構 

φ13・φ25 ㎜ 

ボール式 

サドル付分水栓用防食コア  φ20～φ50 ㎜  

甲型止水栓 JWWA-B-108 φ13～50 ㎜ 

キーハンドル 

平行おねじ 

ボール止水栓 JWWA-B-108 φ13～50 ㎜ 

キーハンドル 

平行おねじ 

直結止水栓 

管理者が承

認したもの 

φ13～50 ㎜ 流量調整型逆止弁付伸縮止水栓 

不断水式Ｔ字管 

管理者が承

認したもの 

（被分岐管口径）

φ75 ㎜以上 

ＦＣＤ製・内外面エポキシ樹脂粉体塗装

・ソフトシール弁付、銅ブッシュ 

水道用ソフトシール仕切弁 JWWA-B-120 φ50 ㎜以上 

ＦＣＤ製・内外面エポキシ粉体塗装・

開度計付・ＰＥ挿し口付 

不断水バルブ 

管理者が承

認したもの 

φ75 ㎜以上 

ＦＣＤ製 

内外面エポキシ粉体塗装 

継

手

類

 

ポリエチレン管継手 

管理者が承

認したもの 

φ13～40 ㎜ インサートコア一体型 

水道配水用ポリエチレン

管用継手 

JWWA-K-145

（配水用ポリエチレンパイプ 

システム協会規格） 

φ50～150 ㎜ 電気融着 

ボ

ッ

ク

ス

類

 

量水器ボックス 

管理者が承

認したもの 

― 

ＦＣＤ製、ＦＲＰ製 

柏原市市章入 

止水栓ボックス 

管理者が承

認したもの 

― 

ＦＣＤ製 

柏原市市章入 

仕切弁ボックス 

管理者が承

認したもの 

― 柏原市市章入 

他

 

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管 

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管継手 

JIS-K-6742 

JIS-K-6743 

―  

管表示テープ 

幅 50 ㎜ 

20ｍ/巻 

― 年号入り  

地下埋標示テープ 

（セーフティーライン） 

幅 150 ㎜ 

50ｍ/巻 

― 青色、２倍折返し 

ロケーティングワイヤー 

導電性ゴム

被覆ワイヤー 

φ4.4 ㎜  



 



 

 

 

 

第５章第５章第５章第５章        給水装置工事の設計給水装置工事の設計給水装置工事の設計給水装置工事の設計    
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第第第第５５５５章章章章    給水装置給水装置給水装置給水装置工事工事工事工事の設計の設計の設計の設計     

５５５５－１－１－１－１    設計設計設計設計範囲範囲範囲範囲    

 給水装置の設計範囲は、給水栓までとする。ただし、受水槽を設けるものにあ

っては受水槽までとし、受水槽以下の水を使用する設備の設計図を給水装置の設

計図と併せて提出する。  

《説明》 

給水装置工事の設計とは、工事をしようとする場所の図上及び現地調査に始

まり、給水管及び用具の選定、工法、配管経路の決定、給水管の口径の計算・

設計、図面の作成などの一切の事務及び技術的措置をいう。  

    

５－２５－２５－２５－２    給水方式の決定給水方式の決定給水方式の決定給水方式の決定    

給水方式には、直結式、受水槽式があり、その方式の決定は、給水高さ・所要

水量・使用用途及び維持管理面を考慮し、決定すること。なお、各給水方式の併

用は認めない。  

《説明》 

１．直結直圧式： 配水管の水圧を利用して直結給水する方式である。（図 5－1） 

         受水槽方式は、点検や清掃などの定期的な維持管理が必要で

あり、不十分な場合には、衛生面に課題があること、又受水槽

の配置スペースが必要であること等から、給水サービス向上の

一環として、直結式給水へ移行しつつある。  

    

図５－１図５－１図５－１図５－１    直結直圧式の例直結直圧式の例直結直圧式の例直結直圧式の例     
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２．受水槽式： 建物の階層（３階以上）が多い場合又は、一時的に多量の

水を使用する場合に、受水槽を設置して、給水する方式であ

る。（図５－２）  

  また、需要者の必要とする水量、水圧が得られない場合のほ

か、つぎのような場合には受水槽の設置をすることが必要で

ある。  

 

（１） 病院などで災害時、事故等による水道の断水や水圧低

下時にも給水の確保が必要な場合。  

  

（２） 一時的に多量の水を使用するとき、また、使用水量の

変動が大きいなどに、配水管の水圧低下を引き起こす恐

れのある場合。  

 

（３） 配水管の水圧変動に係らず、常時一定の水量、水圧を

必要とする場合。  

 

（４） 有毒薬品を使用する工場などで、逆流によって配水管

の水を汚染する恐れのある場合。  

    

    

    

図５－２図５－２図５－２図５－２    受水槽式の例受水槽式の例受水槽式の例受水槽式の例     
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５５５５－３－３－３－３    計画使用水量の決定計画使用水量の決定計画使用水量の決定計画使用水量の決定        

計画使用水量は、給水管の管径、受水槽容量など給水装置系統の主要諸元を

計画する際の基礎となるものであり、建物の用途や面積、水の使用用途、使用

人数、給水栓数等を考慮した上で決定する。 

計画使用水量の算定に当たっては、各種算定方法の特徴を踏まえて、使用実

態に応じた方法を選択する。（日本水道協会「水道施設設計指針 2012」より） 

《説明》 

計画使用水量とは、給水装置工事の対象となる給水装置に給水される水量を

いい、給水装置の基礎となるものである。 

 

１．直結式給水の計画使用水量 

 

  直結式給水における計画使用水量は、給水用具の同時使用の割合を十分考

慮して実態にあった水量を設定することが必要である。この場合は、計画使

用水量は同時使用水量から求めることとなる。 

 

※同時使用水量とは 

 

一個の給水装置において、多数の水栓が設置されている場合、特別な場

合を除いて、これらの水栓が同時に使用されていることはほとんどなく、

ある時間に使用される水栓の数はその一部にすぎない。この時使用される

一部水栓数の、全水栓数に対する比を同時使用率という。 

 

（１）（１）（１）（１）一戸建て等の一戸建て等の一戸建て等の一戸建て等の場合場合場合場合    

 

 ① 同時に使用する給水用具を設定して算出する方法 

 

  計画している給水装置の総給水用具数のうち、同時に使用する給

水用具数を（表 5-1）から求め、その数だけ任意に給水用具を設定

し設定された給水用具の使用水量（表 5-2）を足し合わせて同時使

用水量を決定する。この方法は、使用形態に合わせた設定が可能で

ある。しかし、使用形態はいろいろ変動するもので、同時使用の水

栓の設定に当たっては、使用頻度の高い給水用具（台所・洗面器等）

を含めるとともに申込者の意見や使用状況などを参考に決める必要

がある。 

但し、工場・学校・駅などの洗面所・手洗器・水洗便所などのよ

うに同時使用率の極めて高い場合には、（表 5-1）の水栓数を実情に

応じて加算する必要がある。一般的な給水用具の使用水量は（表

5-2）のとおりである。 

  また、給水量の目安として、末端給水用具の種類にかかわらず使

用水量を口径によって一律の水量として扱う方法もある。この場合

の使用水量は（表 5-3）のとおりとする。 
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表表表表５‐１５‐１５‐１５‐１    同時使用を考慮した給水用具数同時使用を考慮した給水用具数同時使用を考慮した給水用具数同時使用を考慮した給水用具数    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012 年版」より） 

 

 

 

 

表表表表５‐２５‐２５‐２５‐２    種類別吐水量と対応する給水用具種類別吐水量と対応する給水用具種類別吐水量と対応する給水用具種類別吐水量と対応する給水用具のののの口径口径口径口径    

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012 年版」より） 

    

    

    

    

    

    

総給水用具数（個） 同時使用率を考慮した給水用具数（個） 

１ １ 

２ ～ ４ ２ 

 ５ ～ １０ ３ 

１１ ～ １５ ４ 

１６ ～ ２０ ５ 

２１ ～ ３０ ６ 

給水用具 

使用水量 

（ℓ/分） 

対応する給水用具の 

口径（mm）  

備   考 

台所流し 12～40 13～20  

洗濯流し 12～40 13～20  

洗面器 8～15 13  

浴槽（和式） 20～40 13～20  

浴槽（洋式） 30～60 20～25  

シャワー 8～15 13  

小便器（洗浄タンク） 12～20 13 
 

小便器（洗浄弁） 15～30 13 １回（4～6 秒）の流出量 2～3ℓ 

大便器（洗浄タンク） 12～20 13  

大便器（洗浄弁） 70～130 25 １回（8～12 秒）流出量 13.5～16.5ℓ 

手洗器 5～10 13  

消火栓（小型） 130～260 40～50  

散水栓 15～40 13～20  

自動車洗浄 35～65 20～25 業務用 
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表５‐３表５‐３表５‐３表５‐３    給水栓の標準使用水量給水栓の標準使用水量給水栓の標準使用水量給水栓の標準使用水量    

    

    

    

    

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012 年版」より） 

 

 

 ② 標準化した同時使用水量により算出する方法 

 

 設置する給水用具数と同時使用水量の関係についての標準値により

水量を求める方法である。給水装置のすべての給水用具の個々の使用

水量を足し合わせた全使用水量を給水用具の総数で割ったものに、同

時使用水量比（表 5-4）を乗じて求める。 

 

 同時使用水量＝給水装置の全使用水量÷給水用具総数×使用水量比 

    

表５‐４表５‐４表５‐４表５‐４    給水用具数と同時使用水量比給水用具数と同時使用水量比給水用具数と同時使用水量比給水用具数と同時使用水量比    

    

 

 

 

 

 

 

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012 年版」より） 

 

 

 

 

 

 （２）集合住宅等（２）集合住宅等（２）集合住宅等（２）集合住宅等のののの場合場合場合場合    

    

 ① 各戸使用水量と給水戸数の同時使用率により求める方法 

 

  直結式給水で２戸以上の複戸数の集合住宅に給水する給水幹線の口

径決定に用いる水量を求める方法である。１戸の使用水量については、

（表 5-1）又は（表 5-2）を使用した方法で求め、全体の同時使用戸数

を定め、同時使用水量を決定する。 

 

 同時使用水量＝１戸当たりの使用水量×給水戸数×同時使用戸数率 

    

    

    

給水栓口径（㎜） 13 20 25 

標準流量（ℓ/分） 17 40 65 

総給水用具数 1 2 3 4 5 6 7 

使用水量比 1 1.4 1.7 2.0 2.2 2.4 2.6 

総給水用具数 8 9 10 15 20 30  

使用水量比 2.8 2.9 3.0 3.5 4.0 5.0  
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表表表表５‐５５‐５５‐５５‐５    給水戸数と同時使用戸数率給水戸数と同時使用戸数率給水戸数と同時使用戸数率給水戸数と同時使用戸数率    

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012 年版」より） 

    

 

 

 ② 戸数から同時使用水量を予測する算定式を用いる方法 

 

 10 戸未満 Ｑ＝42Ｎ

0.33

 Ｑ：同時使用水量（ℓ/min） 

 10 戸以上 600 戸未満 Ｑ＝19Ｎ

0.67

 Ｎ：戸数 

 

 

 

③ 居住人数から同時使用水量を予測する算定式を用いる方法 

 

30 人以下 Ｑ＝26Ｐ

0.36  

 Ｑ：同時使用水量（ℓ/min） 

31 人以上 200 人以下 Ｑ＝13Ｐ

0.56   

Ｐ：居住人数 

201 人以上 2000 人以下 Ｑ＝6.9Ｐ

0.67

  

     

④ 居住人数から同時使用水量を予測する算定式を用いる方法（調査に

より提案された新たな方法） 

 

 30 人以下 Ｑ＝26Ｐ

0.36  

 Ｑ：同時使用水量（ℓ/min） 

31 人以上 Ｑ＝15.2Ｐ

0.51  

Ｐ：居住人数 

        

（３）（３）（３）（３）一定規模以上の給水用具を有する事務所ビル一定規模以上の給水用具を有する事務所ビル一定規模以上の給水用具を有する事務所ビル一定規模以上の給水用具を有する事務所ビル、、、、集合住宅集合住宅集合住宅集合住宅等等等等の場合の場合の場合の場合    

    

 ① 給水用具給水負荷単位により求める方法 

 

  給水用具負荷単位とは、給水用具の種類による使用頻度、使用時間

及び多数の給水用具の同時使用を考慮した負荷率を見込んで、給水流

量を単位化したものである。同時使用水量は（表 5-6）給水用具給水

負荷単位により各給水用具の給水用具負荷単位に給水用具数を乗じた

ものを累計し、同時使用水量図（図 5-3）を利用して同時使用水量を

求める方法である。 

    

同時使用水量＝給水用具給水負荷単位数（表 5-6）の合計を基に同時

使用水量図（図 5-3）から求める。 

戸  数 1～3 4 ～ 1 0 11～ 20 21～ 30 31～ 40 41～ 60 61～ 80 81～100 

同時使用 

戸数率（％） 

100 90 80 70 65 60 55 50 
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表表表表５‐６５‐６５‐６５‐６    給水用具給水負荷単位給水用具給水負荷単位給水用具給水負荷単位給水用具給水負荷単位    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

（空気調和・衛生工学便覧第１４版、第４巻Ｐ116 による）    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

給水用具 

給水用具給水負荷単位 

公衆用 私室用 

大便器 洗浄弁 10 6 

大便器 洗浄タンク 5 3 

小便器 洗浄弁 5  

小便器 洗浄タンク 3  

洗面器 給水栓 2 1 

手洗器 給水栓 1 0.5 

医療用洗面器 給水栓 3  

事務室用流し 給水栓 3  

台所流し 給水栓  3 

料理場流し 給水栓 4 2 

料理場流し 混合栓 3  

食器洗流し 給水栓 5  

連合流し 給水栓  3 

洗面流し（ 水 栓 １ 個 に つ き ）  給水栓 2  

掃除用流し 給水栓 4 3 

浴槽 給水栓 4 2 

シャワー 混合栓 4 2 

浴室一そろい 大便器が洗浄弁による場合  8 

浴室一そろい 大便器が洗浄タンクによる場合  6 

水飲器 水飲み水洗 2 1 

湯沸し器 ボールタップ 2  

散水・車庫 給水栓 5  
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図図図図５５５５－３－３－３－３同時使用水量図同時使用水量図同時使用水量図同時使用水量図    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（日本水道協会「水道施設設計指針 2012 年版」） 
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表表表表５５５５－７－７－７－７    給水用具給水負荷単位法による流量早見表（目安）給水用具給水負荷単位法による流量早見表（目安）給水用具給水負荷単位法による流量早見表（目安）給水用具給水負荷単位法による流量早見表（目安）    

－大便器洗浄弁が多－大便器洗浄弁が多－大便器洗浄弁が多－大便器洗浄弁が多いいいい場合－場合－場合－場合－    

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

2222    56 44444444    180 86868686    241 128128128128    288 170170170170    327 212212212212    363 254254254254    395 296296296296    425 

4444    71 46464646    184 88888888    243 130130130130    290 172172172172    329 214214214214    364 256256256256    396 298298298298    426 

6666    82 48484848    187 90909090    246 132132132132    292 174174174174    331 216216216216    366 258258258258    398 300300300300    427 

8888    91 50505050    190 92929292    248 134134134134    294 176176176176    333 218218218218    368 260260260260    399 302302302302    429 

10101010    100 52525252    193 94949494    250 136136136136    296 178178178178    334 220220220220    369 262262262262    401 304304304304    430 

12121212    107 54545454    197 96969696    253 138138138138    298 180180180180    336 222222222222    371 264264264264    402 333306060606    432 

14141414    113 56565656    200 98989898    255 140140140140    300 182182182182    338 224224224224    372 266266266266    404 308308308308    433 

16161616    119 58585858    203 100100100100    257 142142142142    301 184184184184    340 226226226226    374 268268268268    405 310310310310    434 

18181818    125 60606060    206 102102102102    260 144144144144    303 186186186186    341 228228228228    375 270270270270    407 312312312312    436 

20202020    130 62626262    209 104104104104    262 146146146146    305 188188188188    343 230230230230    377 272272272272    408 314314314314    437 

22222222    135 64646464    212 106106106106    264 148148148148    307 190190190190    345 232232232232    378 274274274274    409 316316316316    438 

24242424    140 66666666    214 108108108108    266 150150150150    309 192192192192    346 234234234234    380 276276276276    411 318318318318    440 

26262626    145 68686868    217 110110110110    269 152152152152    311 194194194194    348 236236236236    381 278278278278    412 320320320320    441 

28282828    149 70707070    220 112112112112    271 154154154154    313 196196196196    350 238238238238    383 280280280280    414 322322322322    442 

33330000    154 72727272    223 114114114114    273 156156156156    315 198198198198    351 240240240240    385 282282282282    415 324324324324    444 

32323232    158 74747474    225 116116116116    275 158158158158    317 200200200200    353 242242242242    386 284284284284    416 326326326326    445 

34343434    162 76767676    228 118118118118    277 160160160160    318 202202202202    355 244244244244    388 286286286286    418 328328328328    446 

36363636    166 78787878    231 120120120120    279 162162162162    320 204204204204    356 246246246246    389 288288288288    419 330330330330    447 

38383838    169 80808080    233 122122122122    281 164164164164    322 206206206206    358 248248248248    391 290290290290    421 332332332332    449 

40404040    173 82828282    236 124124124124    283 166166166166    324 208208208208    360 250250250250    392 292292292292    422 334334334334    450 

42424242    177 84848484    238 126126126126    286 168168168168    326 210210210210    361 252252252252    393 294294294294    423 336336336336    451 
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表５－８表５－８表５－８表５－８    給水用具給水負荷単位法による流量早見表（目安）給水用具給水負荷単位法による流量早見表（目安）給水用具給水負荷単位法による流量早見表（目安）給水用具給水負荷単位法による流量早見表（目安）    

－大便器洗浄水槽が多－大便器洗浄水槽が多－大便器洗浄水槽が多－大便器洗浄水槽が多いいいい場合－場合－場合－場合－    

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

単単単単

位位位位

数数数数    

流

量

（L/min）

2222    9 62626262    115 122122122122    182 182182182182    238 242242242242    288 302302302302    333 362362362362    374 422422422422    415 

4444    16 64646464    118 124124124124    184 184184184184    240 244244244244    289 304304304304    334 364364364364    376 424424424424    416 

6666    22 66666666    120 126126126126    186 186186186186    242 246246246246    291 306306306306    336 366366366366    377 426426426426    418 

8888    27 68686868    123 128128128128    188 188188188188    243 248248248248    292 308308308308    337 368368368368    378 428428428428    419 

10101010    32 70707070    125 130130130130    190 190190190190    245 250250250250    294 310310310310    338 370370370370    380 430430430430    421 

12121212    36 72727272    128 132132132132    192 192192192192    247 252252252252    295 312312312312    340 372372372372    381 432432432432    422 

14141414    40 74747474    130 134134134134    194 194194194194    249 254254254254    297 314314314314    341 333374747474    382 434434434434    423 

16161616    44 76767676    132 136136136136    196 196196196196    250 256256256256    299 316316316316    343 376376376376    384 436436436436    425 

18181818    48 78787878    135 138138138138    198 198198198198    252 258258258258    300 318318318318    344 378378378378    385 438438438438    426 

20202020    52 80808080    137 140140140140    200 200200200200    254 260260260260    302 320320320320    346 380380380380    386 440440440440    427 

22222222    56 82828282    139 142142142142    202 202202202202    255 262262262262    303 322322322322    347 382382382382    388 444442424242    429 

24242424    59 84848484    142 144144144144    204 204204204204    257 264264264264    305 324324324324    348 384384384384    389 444444444444    430 

26262626    63 86868686    144 146146146146    206 206206206206    259 266266266266    306 326326326326    350 386386386386    390 446446446446    432 

28282828    66 88888888    146 148148148148    208 208208208208    260 268268268268    308 328328328328    351 388388388388    392 448448448448    433 

30303030    70 90909090    149 150150150150    210 210210210210    262 270270270270    309 330330330330    353 390390390390    393 450450450450    434 

32323232    73 92929292    151 152152152152    211 212212212212    264 272272272272    311 332332332332    354 392392392392    394 452452452452    436 

34343434    76 94949494    153 154154154154    213 214214214214    265 274274274274    312 334334334334    355 394394394394    396 454454454454    437 

36363636    79 96969696    155 156156156156    215 216216216216    267 276276276276    314 336336336336    357 396396396396    397 456456456456    438 

38383838    82 98989898    157 158158158158    217 218218218218    269 278278278278    315 338338338338    358 398398398398    398 458458458458    440 

40404040    85 100100100100    160 160160160160    219 220220220220    270 280280280280    317 340340340340    359 400400400400    400 460460460460    441 

42424242    88 102102102102    162 162162162162    221 222222222222    272 282282282282    318 342342342342    361 402402402402    401 462462462462    442 

44444444    91 104104104104    164 164164164164    222 224224224224    273 284284284284    320 344344344344    362 404404404404    402 464464464464    444 

46464646    94 106106106106    166 166166166166    224 226226226226    275 286286286286    321 346346346346    364 406406406406    404 466466466466    445 

48484848    96 108108108108    168 168168168168    226 228228228228    277 288288288288    323 348348348348    365 408408408408    405 468468468468    447 

50505050    99 110110110110    170 170170170170    228 230230230230    278 290290290290    324 350350350350    366 410410410410    407 470470470470    448 

52525252    102 112112112112    172 172172172172    230 232232232232    280 292292292292    325 352352352352    368 412412412412    408 472472472472    449 

54545454    105 114114114114    174 174174174174    231 234234234234    281 294294294294    327 354354354354    369 414414414414    409 474474474474    451 

56565656    107 116116116116    176 176176176176    233 236236236236    283 296296296296    328 356356356356    370 416416416416    411 476476476476    452 

58585858    110 118118118118    178 178178178178    235 238238238238    285 298298298298    330 358358358358    372 418418418418    412 478478478478    453 

60606060    113 120120120120    180 180180180180    237 240240240240    286 300300300300    331 360360360360    373 420420420420    414 480480480480    455 
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２．受水槽式給水の計画使用水量 

 

受水槽式給水における受水槽への給水量は、受水槽の容量と使用水量の

時間的変化を考慮して定める。一般に受水槽への単位時間当たりの給水量

は一日当たりの計画使用水量を使用時間で除した水量とする。 

計画１日使用水量は、建物種類別単位給水量・使用時間・人員を参考に

するとともに該当施設の規模と内容、給水区域内における他の使用実態な

どを十分考慮して設定する。 

 

計画１日使用水量の算定は次の方法とする。 

 

（１）使用人員から算出する場合：1 人 1 日当たり使用水量(表 5-10)×使用人員 

    

（２）使用人員が把握できない場合：単位床面積当たり使用水量(表 5-10)×延べ

床面積 

 

（３）共同住宅における使用水量：共同住宅における使用水量は、次表とする

こと。 

表表表表５‐５‐５‐５‐９９９９    共同住宅使用水量表共同住宅使用水量表共同住宅使用水量表共同住宅使用水量表    

    

    

    

    

    

（４）その他使用実績による積算 

 

表 5-10 は、参考資料として掲載したもので、この表の建物種類に

ない業態等については、使用実態及び類似した業態等の使用数量実績

等を調査して算出する方法がある。 

また、実績資料等が無い場合でも、例えば用途別及び使用給水用具

ごとに使用水量を積み上げて算出する方法もある。 

  

 （５）受水槽の有効容量 

       

 受水槽の有効容量は、計画 1 日使用水量、使用時間及び受水槽流入

量等を考慮し、次の式を標準として算出する。 

 

受水槽の有効容量（ｍ

３

）＝

計画1日使用水量（ｍ

３

）

1日当たり使用時間（ｈ）

 ×４（ｈ） 

 

タイプ １戸１日の給水量 1 日当り使用時間 

ワンルーム 1.5 人×400ℓ/人＝600ℓ 12 時間 

ファミリー 4.0 人×400ℓ/人＝1,600ℓ 12 時間 
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表表表表５‐１０５‐１０５‐１０５‐１０    建物種類別単位給水量・使用時間・人員建物種類別単位給水量・使用時間・人員建物種類別単位給水量・使用時間・人員建物種類別単位給水量・使用時間・人員    

  （空気調和・衛生工学便覧、第１４版、第４巻、P116 より） 

注 1）単位給水量は、設計対象給水量であり、年間 1 日平均給水量ではない。 

 2）備考欄に特記のない限り、空調用水、冷凍機冷却水、実験・研究用水、プロ

セス用水、プール・サウナ用水等は別途加算する。  

建 物 種 類 

単位給水量 

（１日当たり） 

使用 

時間 

（h/日）

注 記 

有効面積当た

りの人員等 

備 考 

戸建て住宅 

集合住宅 

独身寮 

200～400ℓ/人 

200～350ℓ/人 

400～600ℓ/人 

10 

15 

10 

居住者 1 人当たり 

居住者 1 人当たり 

居住者 1 人当たり 

0.16 人/㎡  

官公庁・事務所 60～100ℓ/人 9 在勤者 1 人当たり 0.2 人/㎡ 

男子 50ℓ/人・女子 100

ℓ/人・社員食堂・テ

ナント などは 別途加

算 

工場 60～100ℓ/人 

操業 

時間

+1 

在勤者 1 人当たり 

座作業 0.3 人/㎡ 

立作業 0.1 人/㎡ 

男子 50ℓ/人・女子 100

ℓ/人・社員食堂・シ

ャワー等は別途加算 

総合病院 

1500～3500ℓ/床 

30～60ℓ/㎡ 

16 

延べ床面積 1 ㎡ 

当たり 

 

設備内 容等よ り詳細

に検討する 

ホテル全体 

ホテル客室部 

500～6000ℓ/床 

350～450ℓ/床 

12   

同上 

客室部のみ 

保養所 500～800ℓ/人 10    

喫茶店 

20～35ℓ/客 

55～130ℓ/店舗㎡ 

10  

店舗面積には

厨房面積を含む 

厨房で 使用さ れる水

量のみ 便所洗 浄水等

は別途加算 

飲食店 

55～130ℓ/客 

110～ 530ℓ/店舗㎡ 

10  同上 

同上 

定性的 には、 軽食・

そば・ 和食・ 洋食・

中華の順に多い 

社員食堂 

25～50ℓ/食 

80～140ℓ/食堂㎡ 

10  同上 同上 

給食センター 20～30ℓ/食 10   同上 

デパート・スー

パーマーケット 

15～30ℓ/㎡ 10 延べ面積 1 ㎡当たり  

従業員 ・空調 用水を

含む 

小・中・普通

高等学校 

70～100ℓ/人 9 

（生徒+職員） 

1 人当たり 

 

教師・ 従業員 分を含

む。プ ール用 水（ 40

～100ℓ/人）は別途加

算 

大学講義棟 2～4ℓ/㎡ 9 延べ面積 1 ㎡当たり  

実験・ 研究用 水は別

途加算 

劇場・映画館 

25～40ℓ/㎡ 

0.2～0.3ℓ/人 

14 

延べ面積 1 ㎡当たり 

入 場 者 1 人 当 た り 

 

従業員 分・空 調用水

を含む 

ターミナル駅 10ℓ/1000 人 16 乗降客 1000 人当たり  

列 車 給 水 /洗 車 用 水

は別途加算 

普通駅 3ℓ/1000 人  16 乗降客 1000 人当たり  

従業員 分・多 少のテ

ナント分を含む 

寺院・教会 10ℓ/人 2 参 会 者 1 人 当 た り  

常住者 ・常勤 者分は

別途加算 

図書館 25ℓ/人 6 閲 覧 者 １ 人 当 た り 0.4 人/㎡ 常勤者分は別途加算 



 
50

５５５５－－－－４４４４    給水管給水管給水管給水管の口の口の口の口径の決定径の決定径の決定径の決定    

給水管の口径は、配水管の計画最小動水圧時において、計画使用水量を供給

できる大きさとする。（日本水道協会「水道施設設計指針 2012」より） 

《説明》 

給水管の口径は、配水管の計画最小動水圧において、計画使用水量を十分に

供給できるもので、かつ経済性も考慮した合理的な大きさにすることが必要で

ある。 

給水管の口径は、給水用具の立ち上がり高さと計画使用水量に対する総損失水

頭を加えたものが、配水管の計画最小動水圧の水頭以下となるよう計算によって

定める。（図 5-4） 

（ｈ´＋Ｚｈ）＜Ｈ 

 

図図図図５‐４５‐４５‐４５‐４    動水勾配線図動水勾配線図動水勾配線図動水勾配線図    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．将来の使用水量の増加、配水管の水圧変動等を考慮して、ある程度の余

裕水頭を確保しておく必要がある。 

尚、最低作動水圧を必要とする給水用具がある場合は、給水用具の取付

部において 3～5ｍ程度の水頭を確保し、また先止め式瞬間湯沸機で給湯

管路が長い場合は、給湯水栓やシャワーなどにおいて所要水量を確保でき

るようにすることが必要である。さらに、給水管内の流速は、過大になら

ないよう配慮することが必要である。 

（空気調和・衛生工学会では、2.0ｍ/sec 以下としている）。 

 

   ２．給水管の口径は水が停滞することで水質が悪化することを考慮し、計

画使用水量に対し、著しく過大であってはならない。 
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   ３．メーターまでの給水管の口径とメーター口径は同じでなければならな

い。 

 

４．メーター下流側の給水管口径は、メーターの口径以下とする。 

 

   ５．給水用具の最低必要水圧。 

    

表５－１１表５－１１表５－１１表５－１１    給水用具の最低必要水圧給水用具の最低必要水圧給水用具の最低必要水圧給水用具の最低必要水圧    

名 称 最低必要水圧（ＭＰａ） 名 称 最低必要水圧（ＭＰａ）

一般水栓 0.03 ガス瞬間湯沸器  

大便器 洗浄栓 0.07 4～5 号 0.04 

大便器 水洗 0.03 7～16 号 0.05 

小便器 洗浄弁 0.07 22～30 号 0.08 

シャワー 0.07 ボールタップ 0.05 

 

 

  ６．最小動水圧 

    

   ｢水道事業者として、現時点で最低保障すべきサービス水準として、２階建

ての建築物への直結直圧式の給水を担保するために必要な最小動水圧であっ

て、配水管から給水管に分岐する箇所での配水管の最小動水圧は 0.15ＭPａ

を下らないこと。ただし、給水に支障がない場合はこの限りではない。｣ 

（水道施設の技術的基準を定める省令） 

 

設計水圧については給水区域内全域で 0.2ＭＰａを標準とし、実測により

0.25ＭＰａを上回る場合は表 5－12 のとおりである。また、配水池付近や動

水圧の低い地域については別途協議の上決定する。 

 

表表表表 5555－－－－12121212    設計水圧設計水圧設計水圧設計水圧    

実測による最小動水圧 設計水圧 

0.26～0.30MPa 0.25MPa 

0.31MPa 以上 0.30MPa 

 

７．水頭 

    

単位重量のもつ様々な形態のエネルギーの大きさを水柱の高さとし

てあらわしたもの。 

      １ＭＰａ＝水柱 １０２ｍ 
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  ８．動水勾配 

    

水が流れるのに必要な水頭とその距離との比であり、千分率（‰：  

パーミル）で表す。なお、動水勾配は管内の圧力水頭の状態を示すもの

である。 

    

I＝ｈ/Ｌ×1,000 

Ｉ：動水勾配（‰） 

ｈ：水頭（ｍ） 

Ｌ：管路延長（ｍ） 

 

９．給水管口径の決定手順 

 

口径決定の手順は、（図５-５）のとおり、まず給水用具の所要水量を設

定し、次に同時に使用する給水用具を設定し、管路の各区間に流れる流量

を求める。次に口径を仮定し、その口径で給水装置全体の所要水頭が配水

管の設計動水圧の水頭低下であるかどうかを確かめ、満たされている場合

はそれを求める口径とする。満たされない場合は、口径を仮定し直して計

算を繰り返すこと。 

 

１０．給水管の管径均等数  

   本管に相当する枝管数を計算する場合の算式及び管径均等表を（表５－

１３）に示す。  

 

N＝（

D

ｄ

 ）  

 

表５表５表５表５－１－１－１－１３３３３    管径均等表管径均等表管径均等表管径均等表     

 ｄ（min） 

Ｄ（min） 

13 20 25 30 40 50 75 100 150 200 

13 1.00          

20 2.94 1.00         

25 5.13 1.75 1.00        

30 8.09 2.76 1.58 1.00       

40 16.61 5.66 3.24 2.05 1.00      

50 29.01 9.88 5.66 3.59 1.75 1.00     

70 79.95 27.23 15.59 9.88 4.81 2.76 1.00    

100 164.11 55.90 32.00 20.29 9.88 5.66 2.05 1.00   

150 452.24 154.05 88.18 55.90 27.23 15.59 5.66 2.76 1.00  

200 928.36 316.23 181.02 114.76 55.90 32.00 11.61 5.66 2.05 1.00 

 

N：  枝管の数  

D：  本管の直径  

ｄ：  枝管の直径  

ｈ  

Ｌ  

Ｉ  

5

2
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図５‐５図５‐５図５‐５図５‐５    口口口口径決径決径決径決定の手順定の手順定の手順定の手順     

    

 

 

 

 

 

 

各給水用具の吐水量の設計  

同時使用給水用具の設定  

各区間流量の設定  

口径の仮定  

給水装置末端から水理計算  

各区間の損失水頭  

各区間の所要水頭  

各分岐点の所要水頭  

給水装置全体の所要

水頭が、配水管の水

圧以下であるか。  

終了  

ＹＥＳ  

ＮＯ  
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５５５５－－－－５５５５    メーターの選定メーターの選定メーターの選定メーターの選定    

水道メーターは計画使用水量に基づき、計量法に定める計量器の検定検査に合

格し、かつ検定有効期間内のものでなければならない。  

《説明》 

１．給水管の口径が決まれば、次に水道メーターを選定する。水道メーターは給

水装置（給水管）に取り付け、需要者が使用する水量を積算計量する計量器で

あって、その計量水量は、料金算定並びに有収水量などの水量管理の基礎とな

るものである。したがって、計量法に定める計量器の検定検査に合格し、かつ

検定有効期間内のものでなければならない。  

    

表５－１４表５－１４表５－１４表５－１４    メーターの仕様メーターの仕様メーターの仕様メーターの仕様     

 

２．水道メーターの選定方法では、まず定格最大流量（Ｑ
３
）を選び、次に計量

範囲（Ｑ
３
／Ｑ

１
）を選択することによって定格最小流量（Ｑ

１
）が決まり、こ

の性能による指定となる。このＱ
３
とＱ

３
／Ｑ

１
は、ＪＩＳ規格に定められてお

り、表５－１４に示す計量特性によるものとする。 

 

表５－１５表５－１５表５－１５表５－１５    水道メーター型式に関する計量特性水道メーター型式に関する計量特性水道メーター型式に関する計量特性水道メーター型式に関する計量特性    

形式等 

口径 

（㎜） 

Ｑ
3
/Ｑ

1
：

 

流量範囲 

（R） 

Ｑ
３
：

定格最大流量 

（ｍ

３

/ｈ） 

Ｑ
1
： 

定格最小流量 

（ｍ

３

/ｈ） 

適 用 使 用

流 量 範 囲

（ｍ

３

/ｈ） 

月 間 最 大

使 用 量

（ ｍ

３

/ 月 ） 

接線流羽根車式 13 100 2.5 0.025 0.12～1.0 100 

接線流羽根車式  20 100 4 0.040 0.2～1.6 170 

接線流羽根車式  25 100 6.3 0.063 0.32～2.5 260 

縦形軸流羽根車式 40 100 16 0.160 0.6～6.5 700 

縦形軸流羽根車式 50 100 40 0.400 1.4～17 2600 

縦形軸流羽根車式 75 100 63 0.630 2.3～27 4100 

例えば、適正使用流量範囲以下の流量では経年使用によって計量率が低下し、

メーター不感水量発生の原因となる。また、適正使用水量範囲以上の水量で連

続使用すれば故障の原因となる。このため、計画使用水量の最小、常用、最大

流量を確実に把握するとともに、表５－１４に示す計量特性やカタログなど参

考にして水道メーターを選定していく必要がある。    

口径 呼び方 計量特性 

メーターの種類 構造 種類 構造 Ｑ3 Ｑ3/Ｑ1（Ｒ） 

１３ 接線流羽根車式 単箱 直読 乾式 2.5 100 

２０ 

接線流羽根車式 複箱 直読 乾式 

4 100 

２５ 6.3 100 

４０ 縦型軸流羽根車式 複箱 直読 乾式又は湿式 16 100 

５０ 縦型軸流羽根車式

ウォルトマンタイプ（フランジ式）  

― 

直読 乾式又は湿式 

乾式又は湿式 

40 100 

７５ 63 100 
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５－６ 損失水頭 

損失水頭には、管の流入、流出口における損失水頭、管の摩擦による損失水頭、

メーター、給水用具類、管継手部による損失水頭、管の曲がり、分岐、断面変化に

よる損失水頭等がある。 

 これらのうち主なものは、管の摩擦損失水頭、メーター、給水用具類及び、管継

手部による損失水頭であって、その他のものは計算上省略しても影響は少ない。（日

本水道協会「水道施設設計指針 2012」より） 

《説明》 

１．給水管の摩擦損失水頭 

 

給水管の摩擦損失水頭の計算は、口径 50 ミリメートル以下の場合はウエス

トン（Weston）公式より、口径 75 ミリメートル以上の管についてはヘーゼン・

ウイリアムス（Hazen・Williams）公式に準じる。 

  

① ウエストン公式（口径 50 ミリメートル以下の場合） 

  

ｈ＝（0.0126+
0.01739－0.1087Ｄ

Ｖ 
 ）・

Ｌ

Ｄ
 ・

Ｖ２

2ｇ
  

Ｑ＝
πＤ2

4
 ・Ｖ 

 

 

 

 

ウエストン公式による給水管の流量図を示すと、（図 5-6）のとおりである。 

   また、これらの式により、動水勾配Ⅰは（表 5-16）の口径別管断面積を利

用すると（表 5-17）の簡略式となり、この簡略式を用いると便利である。 

  この簡略式の計算結果が（表 5-18）となる。 

 

表５－１６ 口径別管断面積 

口径（ｍｍ） 断面積（ｍ２） 口径（ｍｍ） 断面積（ｍ２）

13 0.0001328 30 0.0007069 

20 0.0003142 40 0.0012567 

25 0.0004909 50 0.0019635 

 

表５－１７ ウエストン公式の簡略式 

口径（ｍｍ） 動水勾配（‰） 

13 Ｉ＝（2803980Ｑ2＋40973Ｑ1.5）×1000 

20 Ｉ＝（ 325591Ｑ2＋ 6970Ｑ1.5）×1000  

25 Ｉ＝（ 106706Ｑ2＋ 2753Ｑ1.5）×1000  

30 Ｉ＝（  42882Ｑ2＋ 1278Ｑ1.5）×1000  

40 Ｉ＝（  10176Ｑ2＋  373Ｑ1.5）×1000  

50 Ｉ＝（   3335Ｑ2＋  140Ｑ1.5）×1000  

 

ここに、 ｈ：管の摩擦損失水頭（ｍ） Ｖ：管内の平均流速（ｍ／s）

 Ｌ：管長（ｍ）  Ｄ：管の実内径（ｍ） 

 ｇ：重力加速度（9.8／ｓ2） Ｑ：流量（ｍ3／ｓ） 
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表５表５表５表５－１－１－１－１８８８８    動水勾配計算結果（速見表）動水勾配計算結果（速見表）動水勾配計算結果（速見表）動水勾配計算結果（速見表）     

口径１３口径１３口径１３口径１３㎜㎜㎜㎜               

流量ℓ／min 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

0 0 4 11 22 35 51 69 90 113 138 

10 166 196 228 263 299 338 378 421 466 513 

20 561 612 665 720 777 836 897 960 1025 1091 

口径口径口径口径 20202020 ㎜㎜㎜㎜                   

流量ℓ／min 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

0 0 1 2 3 5 8 10 13 17 20 

10 24 28 33 38 43 48 54 59 66 72 

20 79 86 93 100 108 116 124 132 141 150 

30 159 169 178 188 199 209 220 231 242 253 

40 265 277 289 301 314 326 339 353 366 380 

50 394 408 422 437 452 467 482 498 514 530 

60 546 563 579 596 613 631 648 666 684 703 

70 721 740 759 778 797 817 837 857 877 898 

口径口径口径口径 25252525 ㎜㎜㎜㎜                   

流量ℓ／min 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

0 0 0 1 1 2 3 4 5 6 8 

10 9 10 12 14 16 18 20 22 24 26 

20 29 31 34 36 39 42 45 48 51 54 

30 57 61 64 68 71 75 79 83 87 91 

40 95 99 103 108 112 117 121 126 131 135 

50 140 145 150 156 161 166 171 177 182 188 

60 194 200 205 211 217 223 230 236 242 249 

70 255 262 268 275 282 288 295 302 309 317 

80 324 331 338 346 353 361 369 376 384 392 

90 400 408 416 424 433 441 449 458 466 475 

100 484 493 501 510 519 528 538 547 556 565 

110 575 584 594 604 613 623 633 643 653 663 

口径口径口径口径 40404040 ㎜㎜㎜㎜                   

流量ℓ／min 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 

10 1 1 1 2 2 2 2 3 3 3 

20 3 4 4 4 5 5 5 6 6 6 

30 7 7 7 8 8 9 9 10 10 10 

40 11 11 12 12 13 13 14 14 15 16 

50 16 17 17 18 18 19 20 20 21 21 

60 22 23 23 24 25 25 26 27 27 28 

70 29 29 30 31 32 32 33 34 35 35 

80 36 37 38 39 40 40 41 42 43 44 

90 45 45 46 47 48 49 50 51 52 53 

100 54 55 56 57 58 59 59 60 61 63 

110 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 

120 74 75 76 77 79 80 81 82 83 84 

130 85 87 88 89 90 91 93 94 95 96 

140 97 99 100 101 103 104 105 106 108 109 

150 110 112 113 114 116 117 118 120 121 122 
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口径口径口径口径 50505050 ㎜㎜㎜㎜                   

流量ℓ／min 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

10 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 

20 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 

30 2 3 3 3 3 3 3 3 4 4 

40 4 4 4 4 5 5 5 5 5 5 

50 6 6 6 6 6 7 7 7 7 8 

60 8 8 8 8 9 9 9 9 10 10 

70 10 10 11 11 11 11 12 12 12 12 

80 13 13 13 14 14 14 14 15 15 15 

90 16 16 16 17 17 17 18 18 18 18 

100 19 19 19 20 20 20 21 21 22 22 

110 22 23 23 23 24 24 24 25 25 25 

120 26 26 27 27 27 28 28 29 29 29 

130 30 30 31 31 31 32 32 33 33 34 

140 34 34 35 35 36 36 37 37 37 38 

150 38 39 39 40 40 41 41 42 42 43 

160 43 44 44 44 45 45 46 46 47 47 

170 48 48 49 49 50 50 51 51 52 53 

180 53 54 54 55 55 56 56 57 57 58 

190 58 59 60 60 61 61 62 62 63 63 

200 64 65 65 66 66 67 68 68 69 69 

210 70 70 71 72 72 73 74 74 75 75 

220 76 77 77 78 78 79 80 80 81 82 

230 82 83 84 84 85 86 86 87 88 88 

240 89 89 90 91 92 92 93 94 94 95 

250 96 96 97 98 98 99 100 100 101 102 

260 103 103 104 105 105 106 107 108 108 109 

口径口径口径口径 75757575 ㎜㎜㎜㎜                   

流量ℓ／min 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

40 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

50 1 1 1 1 .1 1 1 1 1 1 

60 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

70 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 

80 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

90 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 

100 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

110 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

120 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

130 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

140 5 5 5 5 6 6 6 6 6 6 

150 6 6 6 6 6 6 6 7 7 7 

 

 



 
58

口径口径口径口径 75757575 ㎜㎜㎜㎜                   

流量ℓ／min 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

160 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 

170 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

180 8 8 9 9 9 9 9 9 9 9 

190 9 9 9 10 10 10 10 10 10 10 

200 10 10 10 10 11 11 11 11 11 11 

210 11 11 11 11 12 12 12 12 12 12 

220 12 12 12 12 13 13 13 13 13 13 

230 13 13 13 13 14 14 14 14 14 14 

240 14 14 14 15 15 15 15 15 15 15 

250 15 15 16 16 16 16 16 16 16 16 

260 16 17 17 17 17 17 17 17 17 18 

270 18 18 18 18 18 18 18 19 19 19 

280 19 19 19 19 19 20 20 20 20 20 

290 20 20 20 21 21 21 21 21 21 21 

300 21 22 22 22 22 22 22 22 23 23 

310 23 23 23 23 23 24 24 24 24 24 

320 24 24 24 25 25 25 25 25 25 25 

330 26 26 26 26 26 26 26 27 27 27 

340 27 27 27 28 28 28 28 28 28 28 

350 29 29 29 29 29 29 29 30 30 30 

360 30 30 30 31 31 31 31 31 31 31 

370 32 32 32 32 32 32 33 33 33 33 

380 33 33 34 34 34 34 34 34 35 35 

390 35 35 35 35 36 36 36 36 36 36 

400 37 37 37 37 37 37 38 38 38 38 

410 38 38 39 39 39 39 39 39 40 40 

420 40 40 40 41 41 41 41 41 41 42 

430 42 42 42 42 43 43 43 43 43 43 

440 44 44 44 44 44 45 45 45 45 45 

450 45 46 46 46 46 46 47 47 47 47 

460 47 48 48 48 48 48 48 49 49 49 

470 49 49 50 50 50 50 50 51 51 51 

480 51 51 52 52 52 52 52 53 53 53 

490 53 53 54 54 54 54 54 55 55 55 

500 55 55 56 56 56 56 56 57 57 57 

 



 
59

図５‐６図５‐６図５‐６図５‐６    ウエストン公式による給水管の流量図ウエストン公式による給水管の流量図ウエストン公式による給水管の流量図ウエストン公式による給水管の流量図    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012」より） 

 

 

② ヘーゼン・ウイリアムス公式（口径 75 ミリメートル以上の場合） 

 

 

ｈ＝10.666・Ｃ

－ 1.85

・Ｄ

－ 4.87

・Ｑ

1.85

・Ｌ 

Ｖ＝0.35464・Ｃ・Ｄ

0.63

・Ｉ

0.54

 

Ｑ＝0.27853・Ｃ・Ｄ

2.63

・Ｉ

0.54 

     

ここに、I：動水勾配＝

ｈ

L

 ×1000 

C：流速係数＝ 埋設された管路の流速係数の値は、管内面の粗

度と管路中の屈曲、分岐部等の数及び通水年数によ

り異なるが、一般に新管を使用する設計においては、

屈曲損失などを含んだ管路全体として 110、直線部

のみの場合は 130 が適当である。 
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図５‐７図５‐７図５‐７図５‐７    ヘーゼン・ウイリアムスヘーゼン・ウイリアムスヘーゼン・ウイリアムスヘーゼン・ウイリアムス公式による流量図公式による流量図公式による流量図公式による流量図（（（（CCCC＝＝＝＝110110110110））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012」より） 
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〈参考〉 

流量図の見方 

  

管路において、計画使用水量を流すために必要な口径は、流量公式から計算

して求めることができるが、実務上、流量の計算は流量図を用いて計算する。 

 

（１）動水勾配を求めるとき 

  

  流量係数 C を 110 として、口径７５㎜の場合、流量を８ℓ／Sec 出すとき

の動水勾配は（図 5-8）（左）のように流量（縦軸）0.7 から矢印のように進

み、口径７５㎜の線と交わった所から真下に進み動水勾配（横軸）と交わっ

た点が求める動水勾配 70‰である。 

 

（２）流量を求めるとき 

 

  流量係数 C を 110 として、動水勾配が 0.07（70‰）のとき、口径が７５

㎜なら（図 5‐8）（右）のように動水勾配（横軸）70 から矢印のように進み、

口径７５ｍｍの線と交わった所から横へ流量（縦軸）と交わった点が求める

流量であり、この場合８ℓ／Sec である。 

 

図５－８図５－８図５－８図５－８    流量図の見方流量図の見方流量図の見方流量図の見方    
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５５５５－－－－７７７７    各種給水用具、継手部による各種給水用具、継手部による各種給水用具、継手部による各種給水用具、継手部による損失水頭損失水頭損失水頭損失水頭    

水栓類、メーター、管継手部による流量と損失水頭の関係（実験値）を例示すれ

ば、（図 5-9～図 5-12）のとおりである。 

なお、これらの図に示していない給水用具の損失水頭は、製造会社の資料等など

を参考にして決めることが必要となる。（日本水道協会「水道施設設計指針 2012」

より） 

        図５－９図５－９図５－９図５－９    給水栓、止水栓、分水栓給水栓、止水栓、分水栓給水栓、止水栓、分水栓給水栓、止水栓、分水栓、、、、損失損失損失損失水頭水頭水頭水頭図図図図 

 

 

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012」より） 

 

図５図５図５図５－－－－１０１０１０１０    メメメメーターの損失水頭ーターの損失水頭ーターの損失水頭ーターの損失水頭図図図図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012」より） 
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図５図５図５図５－－－－１１１１１１１１    呼び径２５呼び径２５呼び径２５呼び径２５    単式逆流防止弁の損失水頭単式逆流防止弁の損失水頭単式逆流防止弁の損失水頭単式逆流防止弁の損失水頭図図図図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012」より） 

    

図図図図５５５５－－－－１２１２１２１２    管継手部による管継手部による管継手部による管継手部による損失水損失水損失水損失水頭頭頭頭図図図図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012」より） 



 
64

５５５５－－－－８８８８    各種用具などに各種用具などに各種用具などに各種用具などによるよるよるよる損失水頭損失水頭損失水頭損失水頭の直管換算長の直管換算長の直管換算長の直管換算長    

直管管算長とは、給水用具類、メーター、管継手部等による損失水頭が、これと

同口径の直管の何メートル分の損失水頭に相当するのかを直管の長さで表したも

のをいう。各種給水用具の標準使用水量に対応する直管管算長をあらかじめ計算し

ておけば、これらの損失水頭は管の摩擦損失水頭を求める式から計算できる。 

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012」より） 

 

直管換算長の求め方は次のとおりである。 

 

１．各種給水用具の標準使用水量に対応する損失水頭（ｈ）を（図 5-9～図 5-12）

などから求める 

 

２．（図 5-6）ウエストン公式流量図から、標準使用流用に対応する動水勾配（Ⅰ）

を求める。 

 

３．直管換算長（Ｌ）は、Ｌ＝（ｈ／Ｉ）×1000 である。 

 

 

表５－１表５－１表５－１表５－１９９９９    給水用具類別損失水頭の直管換算表給水用具類別損失水頭の直管換算表給水用具類別損失水頭の直管換算表給水用具類別損失水頭の直管換算表    

口径（ｍｍ） 

給水用具 

13 20 25 40 50 

サドル付分水栓 ― 2.0 3.0 1.0 1.5 

流量調整型逆止弁付伸縮止水栓 ― 12.4 10.2 18.1 24.4 

メーター（接線流羽車） 3.0 8.0 12.0 ― ― 

メーター（縦型軸流羽根車式） ― ― ― 20.0 20.0 

単式逆止弁 3.0 5.0 8.0 15.0 15.0 

ボール止水栓 ―  0.1 0.1 ― ― 

甲型止水栓 3.0 8.0 8.0 17.0 20.0 

仕切弁スリースバルブ 0.12 0.15 0.18 0.30 0.39 

ボールタップ定水位弁 ― 8.0 11.0 20.0 26.0 

給水栓 3.0 3.0 8.0 ― ― 

エルボ・ソケット等の直管換算長は、全直管長を 1.1 倍し、その中に含む。 
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５５５５－－－－９９９９    口口口口径径径径決定計算の方法決定計算の方法決定計算の方法決定計算の方法    

管路において、計画使用水量を流すために必要な口径は、流量公式から計算して

求めることもできるが、流量図を利用して求める方法について計算例で示す。 

 なお、実務上おおよその口径を見出す方法として、給水管の最長部分の長さと配

水管の計画最小動水圧から給水用具の立ち上がり高さを差し引いた水頭（有効水

頭）より動水勾配を求め、この値と同時使用率を考慮した計画使用水量を用いてウ

エストン公式流量図により求める方法もある。 

（日本水道協会「水道施設設計指針 2012」より） 

《計算例》 

１．直結直圧給水 （一般住宅）の口径決定 

 

（１）計算条件 

設計条件を次のとおりとする。 

   ・配水管の水圧  0.2MPａ 

   ・給水栓数    6 栓 

   ・給水栓の高さ  7.0ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計算手順 

 

① 総給水用具数から同時使用率を考慮した給水用具数を設定する。 

（表 5-１） 

② 同時使用給水用具の吐水量を設定する。（表 5-2） 

③ 各々の区間の口径を仮定する。 

④ 給水装置の末端から水理計算を行い、各分岐点での所要水頭を求める。

（図 5-6、5-9、5-10） 

  ⑤ 同一分岐点での分岐管路は、各々の分岐点での所要水頭を求め、損失

の大きい管路の水頭を、その分岐点の損失水頭とする。 

⑥ 水理計算の結果、その給水装置が、配水管の圧力水頭より、配水管か

ら分岐する箇所での所要水頭が小さくなれば、仮定管径で良いが、配水

管の圧力水頭より大きい場合は、仮定管径を修正し再度計算を行う。 

(図 5-5) 

給水用具名 

Ａ 大便器（洗浄水槽） 

Ｂ 手洗器 

Ｃ 台所流し 

Ｄ 洗面器 

Ｅ 浴槽(和式) 

Ｆ 大便器（洗浄水槽） 
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（３）計画使用水量の算出 

 

  計画使用水量は、「表 5-1 同時使用率を考慮した給水用具数」と「表 5-2

種類別吐水量と対応する給水用具の口径」より算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）口径の決定 

  

各区間の口径を次図のように仮定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給水用具名 給水栓口径 同時使用の有無 計画使用水量 

Ａ 大便器（洗浄タンク） 13 ㎜ 使用 12ℓ/min 

Ｂ 手洗器 13 ㎜ ― ― 

Ｃ 台所流し 13 ㎜ 使用 12ℓ/min 

Ｄ 洗面器 13 ㎜ ― ― 

Ｅ 浴槽（和式） 13 ㎜ 使用 20ℓ/min 

Ｆ 大便器（洗浄タンク） 13 ㎜ ― ― 

    計 44ℓ/min 
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（５）①口径決定計算（ウエストン公式の流量図を使用） 

Ａ～Ｋ間の所要水頭 4.58ｍ＞Ｃ～Ｋ間の所要水頭 2.06ｍ。よって、Ｋ点で

の所要水頭は、4.58ｍとなる。 

Ｋ～Ｎ間の所要水頭 4.58ｍ＋2.62ｍ＝7.20ｍ＞Ｅ～Ｎ間の所要水頭 4.67

ｍ。よって、Ｎ点での所要水頭は、7.20ｍとなる。 

 

全所要水頭は、7.20ｍ＋4.60ｍ＝11.80ｍとなる。 

よって 11.80ｍ＝1.180kgf/㎠。1.180×0.098＝0.116MPa 

給水用具の最低必要水圧は表５－１１より 0.03 MPa とすると、 

0.116＋0.03＝0.146 MPa ＜ 0.2 MPa 

であるので、仮定どおり管径で適当である。 

区間 

流量 

ℓ/min 

仮定 

口径 

㎜ 

動水勾配 

‰Ａ 

延長 

ｍＢ 

損失水頭 ｍ 

Ｄ＝Ａ×Ｂ

/1000 

立上げ 

高さｍ

Ｅ 

所要水頭

ｍ 

Ｆ＝Ｄ+Ｅ 

備考 

給水栓Ａ 12 13 給水用具の損失水頭 0.80 ― 0.80 図 5-9 より  

給水管Ａ～Ｇ間 12 13 230 1.0 0.23 1.0 1.23 

動 水 勾 配 は

図 5-6 より

求める  

 〃  Ｇ～Ｈ間 12 25 13 1.2 0.02 ― 0.02 

 〃  Ｈ～Ｋ間 12 25 13 2.5 0.03 2.5 2.53 

      計 4.58  

         

給水栓Ｃ 12 13 給水用具の損失水頭 0.80 ― 0.80 図 5-9 より  

給水管Ｃ～Ｉ間 12 13 230 1.0 0.23 1.0 1.23 

動水勾配は

図 5-6 より

求める  

 〃  Ｉ～Ｋ間 12 25 13 2.5 0.03 ― 0.03 

      計 2.06  

給水管Ｋ～Ｎ間 24 25 48 2.5 0.12 2.5 2.62 図 5-6 より  

 

給水栓Ｅ 20 13 給水用具の損失水頭 2.2 ― 2.2 図 5-9 より  

給水管Ｅ～Ｌ間 20 13 550 1.5 0.83 1.5 2.33 

動 水 勾 配 は

図 5-6 より

求める  

 〃  Ｌ～Ｎ間 20 25 34 4.0 0.14 ― 0.14 

      計 4.67  

給水管Ｎ～Ｏ間 

44 25 120 9.2 1.10 1.0 2.10 図 5-6 より  

44 25 水道メーター 1.10 ― 1.10 

図 5-10～ 12

より  

44 25 直結止水栓（甲型） 1.00 ― 1.00 

44 25 分水栓 0.40 ― 0.40 

      計 4.60  
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②口径決定計算（直管換算表と動水勾配早見表を使用） 

 

Ａ～Ｋ間の所要水頭 4.55ｍ＞Ｃ～Ｋ間の所要水頭 2.03ｍ。よって、Ｋ点で

の所要水頭は、4.55ｍとなる。 

Ｋ～Ｎ間の所要水頭 4.55ｍ＋2.60ｍ＝7.15ｍ＞Ｅ～Ｎ間の所要水頭 4.44

ｍ。よって、Ｎ点での所要水頭は、7.15ｍとなる。 

 

全所要水頭は、7.15ｍ＋5.23ｍ＝12.38ｍとなる。 

よって 12.38ｍ＝1.238kgf/㎠。1.238×0.098＝0.121MPa＜0.2MPa 

給水用具の最低必要水圧は表５－１１より 0.03 MPa とすると、 

0.121＋0.03＝0.151 MPa ＜ 0.2 MPa であるので、仮定どおり管径で適当

である。 

区間 

流量 

ℓ

/min 

仮定 

口径 

㎜ 

動水

勾配 

‰Ａ 

延長 ｍＢ 

損失水頭 

Ｄ＝

Ａ×

Ｂ

/1000 

立上げ 

高さｍ

Ｅ 

所要水頭

ｍ 

Ｆ＝Ｄ+Ｅ 

 

管長 給水栓 メ ー タ ー 

止水栓

（甲型）

分水栓 計 

×

1.1 

 

 

給水管Ａ～Ｇ間 12 13 228 1.0 3.0    4.0 4.4 1.0 1.0 2.00 

表 5-17 

表 5-18 

より求める 

〃 Ｇ～Ｈ間 12 25 12 1.2     1.2 1.3 0.02 ― 0.02 

〃 Ｈ～Ｋ間 12 25 12 2.5     2.5 2.8 0.03 2.5 2.53 

       

計  4.55 

   

給水管Ｃ～Ｉ間 12 13 228 1.0 3.0    4.0 4.4 1.0 1.0 2.00 

表 5-17 

表 5-18 

より求める 

〃 Ｉ～Ｋ間 12 25 12 2.5     2.5 2.8 0.03 ― 0.03 

      計 2.03 

給水管Ｋ～Ｎ間 24 25 39 2.5     2.5 2.8 0.1 2.5 2.60 

表 5-17

より求める 

 

給水管Ｅ～Ｌ間 20 13 561 1.5 3.0    4.5 5.0 2.81 1.5 4.31 
表 5-17 

表 5-18 

より求める 
給水管Ｌ～Ｎ間 20 25 29 4.0     4.0 4.4 0.13 ― 0.13 

      計 4.44  

給水管Ｎ～Ｏ間 
44 25 112 9.2  12.0 10.2 3.0 34.4 37.8 4.23 1.0 5.23 

表 5-18 

表 5-19 

より求める 

      計 5.23  
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２．直結直圧給水 （共同住宅）の口径決定 

 

（１）計算条件 

設計条件を次のとおりとする。 

   ・配水管の水圧  0.2MPａ 

   ・各戸の給水栓数 5 栓 

・３DK       6 戸 

   ・給水栓の高さ  6.5ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画使用水量の算出 

 

３階末端での計画使用水量は、（1）直結式（一般住宅）と同様に行い、

２戸目以降は、「５－３の計画使用水量の決定（２）②戸数から同時使用水

量を予測する算式」より、算出する。 

 

 

 

 

 

給水用具名 

Ａ 給湯器（16ℓ/min） 

Ｂ 台所流し 

Ｃ 大便器（洗浄水槽） 

Ｄ 洗面器 

Ｅ 浴槽(和式) 
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① ３階末端での計画使用水量 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ２戸目以降 

 

戸数から同時使用水量を予測する算定式 

 

10 戸未満 Q＝42N

0.33

 Q：同時使用量 

N：戸数 

2 戸目 Q=42×2

0.33

＝53ℓ／min 

4 戸目 Q=42×4

0.33

＝66ℓ／min 

6 戸目 Q=42×6

0.33

＝76ℓ／min 

       

（３）管径の決定 

  

各区間の管径を次図のように仮定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給水用具名 給水栓口径 同時使用の有無 計画使用水量 

Ａ 給湯器 20 ㎜ 使用 16ℓ/min 

Ｂ 台所流し 13 ㎜ ― ― 

Ｃ 大便器（洗浄タンク） 13 ㎜ 使用 12ℓ/min 

Ｄ 洗面器 13 ㎜ ― ― 

Ｅ 浴槽（和式） 13 ㎜ 使用 20ℓ/min 

  計 48ℓ/min 
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（４）口径決定計算 

Ａ～Ｆ間の所要水頭 3.15ｍ＞Ｃ～Ｆ間の所要水頭 1.42ｍ。よって、Ｆ

点での所要水頭は、3.15ｍとなる。 

Ｆ～Ｇ間の所要水頭 3.15ｍ＋0.11ｍ＝3.26ｍ＞Ｅ～Ｇ間の所要水頭 2.90ｍ。

よって、Ｇ点での所要水頭は、3.26ｍとなる。 

 

全所要水頭は、3.26ｍ＋11.59ｍ＝14.85ｍとなる。 

よって 14.35ｍ＝1.485kgf/㎠。1.485×0.098＝0.146MPa。 

また、給水用具の最低必要水圧は表５－１１より 0.03 MPa とすると、 

0.146＋0.03＝0.176 MPa ＜ 0.2 MPa であるので、仮定どおり管径で適当

である。 

区間 

流量 

ℓ/min 

仮定 

口径 

㎜ 

動水勾

配 

‰Ａ 

延長 

ｍＢ 

損失水頭 ｍ 

Ｄ＝Ａ×Ｂ

/1000 

立上げ 

高さｍ

Ｅ 

所要水頭

ｍ 

Ｆ＝Ｄ+Ｅ 

備考 

給湯器Ａ 16 20 

機種により差があり計算例では、 

給湯器及び以降の損失水頭を 2.5ｍとする 

2.50 

使用する機器メーカ 

ーに確認する。 

給水管Ａ～Ｆ間 16 20 60 2.5 0.15 0.5 0.65 図 5-6 より  

      計 3.15  

     

給水栓Ｃ 12 13 給水用具の損失水頭 0.80 ― 0.80 図 5-9 より  

給水管Ｃ～Ｆ間 12 13 230 0.5 0.12 0.5 0.62 図 5-6 より  

      計 1.42  

給水管Ｆ～Ｇ間 28 25 55 2.0 0.11 ― 0.11 図 5-6 より  

 

給水栓Ｅ 20 13 給水用具の損失水頭 2.10 ― 2.10 図 5-9 より  

給水管Ｅ～Ｇ間 20 13 600 0.5 0.30 0.5 0.80 図 5-6 より  

      計 2.90  

給水管Ｇ～Ｈ間 

48 25 160 1.5 0.24 ― 0.24 図 5-6 より  

48 25 水道メーター 1.80 ― 1.80 図 5-10～

12よ り 48 25 止水栓 1.20 ― 1.20 

給水管Ｈ～Ｉ間 53 40 20 2.5 0.05 2.5 2.55 動水勾配は図

5-6 より求め

る  

給水管Ｉ～Ｊ間 66 40 33 2.5 0.08 2.5 2.58 

給水管Ｊ～Ｋ間 

76 40 40 8.0 0.32 1.0 1.32 

76 40 メーターの損失水頭を 0.6ｍとする 0.60 図 5-10 より 

76 40 止水栓の損失水頭を 0.5ｍとする 0.50  

76 40 分水栓の損失水頭を 0.8ｍとする 0.80  

      計 11.59  
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３．直結直圧給水 （多分岐給水装置）の口径決定 

 

（１）計算条件 

設計条件を次のとおりとする。 

   ・配水管の水圧   0.2MPａ 

   ・各戸の給水栓数  5 栓 

   ・給水栓の高さ   2.4ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画使用水量の算出 

１戸当たりの計画使用水量は、（1）直結直圧給水（一般住宅）と同様に

行い、同時使用戸数は、「表 5-5 給水戸数と同時使用戸数率」により算出す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、同時使用戸数は、４戸×90／100＝3.6 戸                                 

よって、４戸全部を同時に使用するものとする。 

給水用具名 

Ａ 大便器（洗浄タンク） 

Ｂ 手洗器 

Ｃ 浴槽(和式) 

Ｄ 洗面器 

Ｅ 台所流し 

給水用具名 給水栓口径 同時使用の有無 計画使用水量 

Ａ 大便器（洗浄タンク） 13 ㎜ 使用 12ℓ/min 

Ｂ 手洗器 13 ㎜ ― ― 

Ｃ 浴槽（和式） 13 ㎜ 使用 20ℓ/min 

Ｄ 洗面器 13 ㎜ ― ― 

Ｅ 台所流し 13 ㎜ 使用 12ℓ/min 

  計 44ℓ/min 
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（３）管径の仮定 

 各区間の管径を次図のように仮定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

（４）管径決定計算 

 

Ａ～Ｇ間の所要水頭 2.10ｍ＜Ｃ～Ｇ間の所要水頭 3.70ｍ。よって、Ｇ

点での所要水頭は、3.70ｍとなる。 

 

区間 

流量 

ℓ/min 

仮定 

管径 

㎜ 

動水勾配 

‰Ａ 

延長 

ｍＢ 

損失水頭 ｍ 

Ｄ＝Ａ×Ｂ

/1000 

立上げ 

高さｍ

Ｅ 

所要水頭

ｍ 

Ｆ＝Ｄ+Ｅ 

備考 

給水栓Ａ 12 13 給水用具の損失水頭 0.80 ― 0.80 図 5-9 より  

給水管Ａ～Ｆ間 12 13 230 1.0 0.23 1.0 1.23 
動水勾配は

図 5-6 より

求める  

 〃  Ｆ～Ｇ間 12 20 36 2.0 0.07 ― 0.07 

 計 2.10  

給水栓Ｃ 20 13 給水用具の損失水頭 2.10 ― 2.10 図 5-9 より  

給水管Ｃ～Ｇ間 20 13 600 1.0 0.60 1.0 1.60 図 5-6 より  

 計 3.70  



 
74

Ｇ～Ｈ間の所要水頭 3.70ｍ＋0.14ｍ＝3.84ｍ＞Ｅ～Ｈ間の所要水

頭 2.03ｍ。よって、Ｈ点の所要水頭は、3.84ｍとなる。 

 

 全所要水頭は、3.84ｍ＋6.66ｍ＝10.50ｍとなる。 

 よって 10.50ｍ＝1.050kgf/㎠。1.050×0.098MPa＝0.103MPa。 

また、給水用具の最低必要水圧は表５－１１より 0.03 MPa とすると、 

0.103＋0.03＝0.133 MPa ＜ 0.2 MPa 

であるので、仮定どおりの口径で適当である。 

 

 

給水管Ｇ～Ｈ間 32 25 70 2.0 0.14 ― 0.14 図 5-6 より  

 

給水栓Ｅ 12 13 給水用具の損失水頭 0.80 ― 0.80 図 5-9 より  

給水管Ｅ～Ｈ間 12 13 230 1.0 0.23 1.0 1.23 図 5-6 より  

      計 2.03  

給水管Ｈ～Ｉ間 

44 25 120 9.0 1.08 1.0 2.08 図 5-6 より  

44 25 水道メーター 1.80 ― 1.80 
図 5-10～ 12

より  

44 25 止水栓 1.00 ― 1.00 

給水管Ｉ～Ｊ間 88 40 45 3.0 0.14 ― 0.14 
動 水 勾 配 は

図 5-6 より

求める  

給水管Ｊ～Ｋ間 132 40 100 3.0 0.30 ― 0.30 

給水管Ｋ～Ｌ間 

176 40 170 0.8 0.14 0.4 0.54 

176 40 分水栓の損失水頭を 0.8ｍとする 0.80  

 計 6.66  
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４．受水槽式の口径決定 

 

（１）計算条件 

設計条件を次のとおりとする。 

   ・集合住宅(マンション) 

    ワンルーム ２０戸 

    ファミリー ３０戸 

   使用人員 

    ワンルーム 1.5 人 

    ファミリー 4.0 人 

   使用水量 

     400ℓ／人／日 

     

    配水管の水圧 0.2MPａ 

    給水栓の高さ 4.5ｍ 

    給水管延長  15ｍ 

    損失水頭  止水栓（40 ㎜）0.5ｍとする 

          ボールタップ（40 ㎜）5ｍとする 

          分水栓（40 ㎜）0.8ｍとする 

 

（２）管径決定計算 

 

① 1 日計画使用水量  1.5 人×20 戸×400ℓ/人/日＝12,000ℓ/日 

 4.0 人×30 戸×400ℓ/人/日＝48,000ℓ/日 

 12,000ℓ/日＋48,000ℓ/日＝60,000ℓ/日 

② 受水槽有効容量 １日計画使用水量の 4/12 とする。 

60,000ℓ/日×4/12＝ 20,000ℓ/日よって 20 ㎥とする。 

③ 平均流量 1 日使用時間を 12 時間とする。 

 60,000ℓ/日÷12＝5,000ℓ/ｈ＝1.4ℓ/sec 

④ 仮定口径 水道メーターの適正使用流量範囲等を考慮して

40 ㎜とする。 

⑤ 損失水頭 水道メーター：0.6ｍ（図 5-9 より） 

止水栓：0.5ｍ、ボールタップ：5ｍ 

分水栓：0.8ｍ 

 給水管：45‰×15ｍ＝0.675ｍ（図 5-6 より） 

⑥ 給水栓の高さ 4.5ｍ 

⑦ 所要水頭 0.6＋0.5＋5＋0.8＋0.675＋4.5＝12.08ｍ 

 

よって、12.08ｍ＝1.208kgf/㎠。1.208×0.098＝0.118MPa。 

また、給水用具の最低必要水圧は表５－１１より 0.03 MPa とすると、 

0.118＋0.03＝0.148 MPa ＜ 0.2 MPa であるので、仮定どおりの管径で適

当である。 
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５５５５－－－－１０１０１０１０    ３階建３階建３階建３階建住宅への住宅への住宅への住宅への直結直結直結直結直圧直圧直圧直圧給水について給水について給水について給水について    

「３階建て以上の構造物には貯水槽を設けなければならない。（規程９条第１

項）」としてきたが、平成２２年１０月１日に柏原市３階建住宅等における直結直

圧式給水に関する要綱を策定し、直結直圧給水の範囲を拡大した。 

《説明》 

平成３年６月１日衛水第１６５号で「２１世紀に向けた水道整備の長期目標」

について厚生省生活衛生局水道環境部長より通知があった。 

直結給水対象の拡大 

  「３階建ての建築物ないし、５階建ての建築物までへの直結給水を長期的視

点から推進することとし、このために必要な施設整備を行う。これにより、給

水サービスの向上を図るとともに小規模受水槽等による衛生問題の解消を図

る。」という内容であったが、本市では、配水支管の管網整備の遅れから、安定

した水圧を確保できない等のことから３階建て以上の建物には直結直圧給水は

実施しなかった。 

そのため３階建建築物に給水するには貯水槽を設置しなければならないとし

てきたが、衛生管理が問題視され需要者側から直結、直圧の要望が多くなった

事や、省エネルギーの観点から、３階建築物に対して直結、直圧での給水の導

入が必要となった。 

しかし、全面的にすべて認めることは、まだ技術的に解決しなければならな

い点もあることから、その申し込みを提出する前に事前協議書を提出し審査に

より可否が決定される。 

 

１．３階建水装置工事申込時には事前に協議を行うものとする。 

 

２．３階建住宅直結直圧給水協議書について 

 

３．給水区域内で、次の各号に掲げる条件を満たすこと。(要綱第 2 条) 

（１）接続する配水支管での最小動水圧は 0.25 メガパスカル以上 

（２）メーター口径は直径 20 ミリメートル以上 

（３）給水栓の設置高は、配水支管布設道路面から 8 メートル以下（図 5-13） 

（４）３階部分の給水用具は、直径 20 ミリメートル以上の管に接続（図 5-13） 

（５）大便器（トイレ）はタンク式 

（６）４階建て以上の建物で４階以上に給水用具を設置しないこと。 

（７）受水槽式との併用はしないこと。 

（８）水道メーターボックス内に、流量調整型逆止弁付伸縮止水栓を設置するこ

と。 

（９）柏原市水道事業給水条例、同施行規程及び柏原市開発指導要綱を遵守する

こと。 
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  添付図書は次のとおりとする。 

   ①位置図 

   ②平面図 

   ③建物給水配管図（平面図、立面図） 

④3 階最高位給水栓での損失水頭計算書 

   ⑤水圧測定結果 

   ⑥申請建物と前面道路との高低差が判る図面 

   ⑦その他水道事業が必要とする書類 

 

４．直結式給水の適用除外（受水槽を設置するもの）とするものは次のとおり。 

 

（１） 毒物、劇物及び薬品等の危険な化学物質を取扱い、これを製造、加工

又は貯蔵等を行う工場、事務所及び研究所等で使用するもの（逆流によ

る水道水との混合防止） 

 

（２） 一時に多量の水を使用する、又は常時一定の水供給が必要で断水によ

る影響が大きな施設、及び貯留機能が必要な施設（ホテル、病院、飲食

店、24 時間営業店、機械の冷却用水槽等がある施設）等（特異な使用形

態に対応する為 

 

図５－１３図５－１３図５－１３図５－１３    ３階建て住宅３階建て住宅３階建て住宅３階建て住宅    標準配管図標準配管図標準配管図標準配管図    
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５５５５－－－－１１１１１１１１    受水槽式から直結直圧に変更受水槽式から直結直圧に変更受水槽式から直結直圧に変更受水槽式から直結直圧に変更    

受水槽から直結式に切替する場合は、次の事項に留意すること。 

（１）事前に、既設配管の材質が構造材質基準に適合していることを確認し、耐

圧試験・水質検査を実施すること（平成１７年９月５日厚生労働省水道課長通

知） 

（２）受水槽以下の既設管が配管途上で増径となる場合は、使用水量に支障がな

く、耐圧試験及び水質検査を満たしたものは、そのまま使用してもよい。 

《説明》 

１．受水槽及び高置水槽を撤去し給水装置に改造する場合の水理計算は、通常、

直結式給水と同様の方法で計算する。（図 5-14） 

            

        ｈｈｈｈ′′′′＋＋＋＋ΣΣΣΣｈ＜Ｈｈ＜Ｈｈ＜Ｈｈ＜Ｈ    すなわちすなわちすなわちすなわち    ΣΣΣΣｈ＜Ｈｈ＜Ｈｈ＜Ｈｈ＜Ｈ----ｈｈｈｈ′′′′    

    

図５－１４図５－１４図５－１４図５－１４    受水槽及び高地水槽を撤去し給水装置に改造の例受水槽及び高地水槽を撤去し給水装置に改造の例受水槽及び高地水槽を撤去し給水装置に改造の例受水槽及び高地水槽を撤去し給水装置に改造の例    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

Ｈ   ：計画最小動水圧の圧力損失 

Σｈ  ：総損失水頭 

Ｍ   ：余裕水頭 

ｈ ´   ：給水栓と配水管との高低差 

Ｈ－ｈ ´：有効水頭 
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２．厚生労働省は、平成１７年９月５日健水第 905002 号で、受水槽式給水設備の

給水装置への切替に関する留意事項を通知した。その通知から、「更生工事の履

歴のない受水槽式給水設備から、直結式給水に切替える場合のみを引用し、本

市としての取扱いをしめす。 

 

（１）既設配管の材質 

   構造材質基準に適合した製品が使用されていることを現場及び図面にて確

認する。 

 

（２）既設配管の耐圧試験 

   耐圧試験における水圧は、現場の最高水圧に 0.75MPa を加えた水圧を１分

間加えた後、水漏れ等が生じないことを確認する。 

 

（３）既設配管の水質試験 

   直結給水への切替え前において、残留塩素、臭気、味、色、濁り等の水質

検査を行い、異常でないことを確認する。 
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５５５５－－－－１２１２１２１２    受水槽式受水槽式受水槽式受水槽式給水給水給水給水    

１．受水槽は、建築基準法施行令第１２９条の２の５の規定に基づき、安全上及

び衛生上支障のない構造とすること。（建築基準法第３６条） 

２．貯水槽水道が設置されている場合においては、貯水槽水道に関し、水道事業

者及び当該貯水槽水道の設置者の責任に関する事項が、供給規程に適正かつ明確

に定められていること。（法第１４条第２項第５号） 

《説明》 

受水槽以下設備の構造や材質等については、建築物と一体であることから基本

的には建築基準法によって規定されている。 

なお、受水槽の設置基準については、昭和５０年１２月２０日付建設省告示第

1597 号（改正：平成２２年３月２９日付国土交通省告示第 2436 号）「建築物に設

ける飲料水の配管設備及び排水のための配管設備の構造方法を定める件」で定め

られている。 

 

１．受水槽の構造 

 

（１）受水槽は１階又は地階に設置することが望ましい。 

 

（２）外部から受水槽の天井及、底又は周壁の保守点検を容易かつ安全に行

うことができるように設けること。 

 

（３）受水槽の形状が直面体である場合は、６面すべての表面と建築物の他

の部分との間に、上部を 100ｃｍ以上、その他は 60ｃｍ以上の空間を確

保する。 

 

 （４）受水槽の天井、底又は周壁は、建築物の他の部分と兼用しないこと。 

 

 （５）内部には、飲料水の配管設備以外の配管設備を設けないこと。 

 

 （６）受水槽の内部点検又は清掃のため、容易に出入りができるよう直径 60

ｃｍ以上のマンホールを受水槽上部に設置し、受水槽上面から１０ｃｍ

以上立ち上げるとともに、保守点検をするもの以外の者が、容易に開閉

できない鍵付構造とする。 

   

  （７）水抜管を設ける等、内部の保守点検を容易に行うことができる構造と

すること。 

      

（８）排水設備として、受水槽の底部に水抜管を備えた集水ピットを設け、

ピットに向かって適当な勾配(1/100 程度)をつける。 
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（９）オーバーフロー管の口径は流入量を十分に排水できるもので、その管端

は間接排水とし、排水口空間（排水管径の 2 倍以上）を保つ。 

  

（１０）通気のための有効な装置を設けること。 

 

 （１１）オーバーフロー管及び通気装置には、ほこりその他衛生上有害な物質

が流入しないよう管端開口部に防虫網(金網)を取り付ける。 

  

 （１２）受水槽は、清掃・点検・補修時に断水しないよう２槽とするか、内部

に隔壁を設け１槽 2 分割できる構造とする。 

 

２．受水槽の附帯設備 

  （１）ボールタップ 

     

①ボールタップの取付位置は、点検修理に便利な場所を選定し、この近

くにマンホールを設置すること。 

    

   ②ボールタップは、故障に備えて予備の設置も考慮すること。 

 

   ③呼び径２５㎜以上のボールタップは、水撃作用を防止するため定水位

弁等を使用すること。 

    

（２）逆流防止 

   ①受水槽に給水する場合は、吐水口を落し込みとし、吐水口と越流面並

びに吐水口から壁までの距離は、所定の吐水口空間(図 5-15)をとるこ

と。 

図５図５図５図５－１５－１５－１５－１５    吐出口空間図吐出口空間図吐出口空間図吐出口空間図    

 

 

 

 

 

 

 

   

 ②波立ち防止のため給水管の吐水口が、最高水位より下となる場合は、

必ず入水管の断面積以上の面積を有する真空破壊孔を設けなければな

らない。なお、真空破壊孔は壁との距離に応じて、越流面から所定の

吐水口空間をとること。（図 5-16） 
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図５－図５－図５－図５－１１１１６６６６    真空破壊孔真空破壊孔真空破壊孔真空破壊孔図図図図    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

表５－表５－表５－表５－２０２０２０２０    呼び径が２５㎜以下の吐水口空間呼び径が２５㎜以下の吐水口空間呼び径が２５㎜以下の吐水口空間呼び径が２５㎜以下の吐水口空間    

呼び径の区分 近接壁から吐水口の中心

までの水平距離 Ｂ
1
 

越流面から吐水口の中心

までの垂直距離 Ａ 

13 ㎜以下 25 ㎜以上 25 ㎜以上 

13 ㎜を越え 20 ㎜以下 40 ㎜以上 40 ㎜以上 

20 ㎜を超え 25 ㎜以下 50 ㎜以上 50 ㎜以上 

    

表５－表５－表５－表５－２１２１２１２１    呼呼呼呼び径が２５㎜を超える場合の吐水口空間び径が２５㎜を超える場合の吐水口空間び径が２５㎜を超える場合の吐水口空間び径が２５㎜を超える場合の吐水口空間    

種別 

 越流面から吐水口の最

下端までの垂直距離Ａ 

 

壁 か ら の

離れ Ｂ
2
 

ｄ´＝呼び径×0.7 の場合（単位：㎜以上）

呼び径 30 40 50 75 100 150 200 

近接壁の影響が無い場合 1.7ｄ´＋5 ㎜以上 41 53 65 95 124 184 243 

近接壁

の影響

がある

場合 

近接壁

１面の

場合 

3ｄ以下 3.0ｄ´以上  63 84 105 158 210 315 420 

3ｄを越え 5ｄ以下 2.0ｄ´＋5 ㎜以上  47 61 75 110 145 215 285 

5ｄを越えるもの 1.7ｄ´＋5 ㎜以上  41 53 65 95 124 184 243 

近接壁

２面の

場合 

4ｄ以下 3.5ｄ´㎜以上  74 98 123 184 245 368 490 

4ｄを越え 6ｄ以下 3.0ｄ´㎜以上  63 84 105 158 210 315 420 

6ｄを越え 7ｄ以下 2.0ｄ´＋5 ㎜以上  47 61 75 110 145 215 285 

7ｄを越えるもの 1.7ｄ´＋5 ㎜以上 41 53 65 95 124 184 243 

注）１ｄ：吐水口の内径（㎜） ｄ´：有効開口の内径（㎜） 

  ２吐水口の断面が長方形の場合は長辺をｄとする。 

  ３越流面より少しでも高い壁がある場合は近接壁とみなす。 

  ４有効開口の内径（ｄ´）は（図 5-17）による。 

５壁からの離れＢ
2
は、（図 5-18）による。 
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図５－１７図５－１７図５－１７図５－１７    有効開口の内径図有効開口の内径図有効開口の内径図有効開口の内径図    

    

    

                        ①吐水口の内径ｄ 

②こま押さえ部分の内径 

③給水栓の接続管の内径 

以上３つの内径のうち、最小

内径を有効開口の内径ｄ´と

して表す。 

 

    

    

図５－図５－図５－図５－１８１８１８１８    呼び径呼び径呼び径呼び径２５ｍｍ２５ｍｍ２５ｍｍ２５ｍｍ越える場合の越える場合の越える場合の越える場合の壁からの離れ壁からの離れ壁からの離れ壁からの離れ図図図図（Ｂ（Ｂ（Ｂ（Ｂ
2222
））））    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．波立ち防止 

波立ち防止受水槽の満水面には、波立ちを防止するため波立ち防止板

（図 5-19）を設置すること。 

 

図５－図５－図５－図５－１１１１９９９９    波立波立波立波立ち防止ち防止ち防止ち防止板板板板図図図図    
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４．越流管 

 

越流管の口径は、給水管口径の 1.5 倍以上とし、溢水量を十分に排出で

きるようにする。 

 

５．警報装置 

  （１）満水警報装置は、故障の発見、受水槽からの越流防止のため取り付け

るもので、管理室等に表示（ベルとランプ）できるようにすること。 

 

  （２）減水警報装置は、故障の発見、断水の予防のために取り付けるもので、

管理室等に表示（ベルとランプ）できるようにすること。 

 

  （３）空転防止装置は、揚水ポンプの保全のために取り付けて、揚水ポンプ

の電源を遮断すること。 

 

  （４）満水警報装置、減水警報装置は、低置水槽、高置水槽のそれぞれに設

けること。 

 

６．非常用給水栓 

一般ビル、業務用ビルで受水槽による給水方式とする場合は、ポンプの

故障、停電等の断水に備えメータ下流の直接部に応急給水用の給水栓を設

置すること。 
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図５－図５－図５－図５－２０２０２０２０    低低低低置水槽標準構造図置水槽標準構造図置水槽標準構造図置水槽標準構造図    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断面図 
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５５５５－－－－１１１１３３３３    受水槽の流入管受水槽の流入管受水槽の流入管受水槽の流入管    

１．受水槽へ給水する場合は、給水口は落し込みとし、吐水口と越流面及び側壁

との関係は給水装置の構造及び材質の基準に関する省令によること。 

２．受水槽式給水は、流量調整機能を有した定流量弁を設置すること。 

《説明》 

 

１．受水槽の流入管は、落し込みとし、垂直距離及び水平距離を確保し、適切

な位置に設置することで、逆流防止のための吐水口空間を確保する。 

 

２．受水槽の流入管については、以下のとおりとする。 

 

 （１）受水槽への給水は、定水位弁を設置し作動するものとする。 

（２）ボールタップで給水する場合は、必要に応じてエアーチェンバー等の 

     緩衝器具を設ける。 

  （３）ボールタップ及び流入管は、受水槽上部のマンホールに接近した位置

に設ける。 

   

 

３．受水槽への給水については、一時的に過大な流量が流れ、メーター機能へ

の影響や、配水管への圧力変動等が生じることから、流量調整器を設置する。 

   流量調整器としては、定流量弁(φ５０以上)を設置する。 

   定流量弁（φ５０以上）の設置はメーターの下流側(図５－２１)とし、設

置場所は受水槽の立ち上りに設けず、できるだけ地中の管理しやすい場所と

し、設定値を操作できないようにする。 

 

図５－２１図５－２１図５－２１図５－２１    定流量弁の設置例定流量弁の設置例定流量弁の設置例定流量弁の設置例    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５－２２表５－２２表５－２２表５－２２    定流量弁の流量調整値定流量弁の流量調整値定流量弁の流量調整値定流量弁の流量調整値    

 

 
メーター口径（ｍｍ） ５０ ７５ 

流量調整値（ℓ/min） ２３５ ５３０ 
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５５５５－－－－１１１１４４４４    設計図書の作成設計図書の作成設計図書の作成設計図書の作成    

 図面は、表 3-1 の基本調査結果に基づいて給水方式、配管経路、使用材料、計

画使用水量、及び給水管口径等を決定し、作成する。 

また、図面は、製図に際して、誰にも明確かつ容易に理解し得るよう表現する

ことが必要である。（表示記号は表 5－22 及び図 5－23～28 に記す） 

《説明》 

 

１．図面上の表示 

 

（１）文字は明確に書く。 

 

（２）単位は、管及び水栓の口径はミリメートル(㎜)、管の延長、道路幅

員等はメートル(ｍ)とする。 

 

（３）方位は、原則として北の方向を上にして作成し必ず方位を記入する。 

 

（４）平面図の縮尺は、1/50～1/300 の範囲で適宜作成する。 

 

（５）図面上の給水装置表示記号は、（表 5-23）及び（図 5-23～28）を用

いる。 

 

２．図面の種類 

 

（１） 平面図： 給水装置工事が詳細にわかるように、宅地の大きさ、

建物の外形、給水栓の名称・設置位置等を図示する。 

        （図 5－22） 

         

 

①方位及び宅地の境界線。 

 

②建物の外形、共同住宅等については、独立した住居の

区割り。 

 

③道路については、公道の区別、私有地のある場合はそ

の地番地を記入。 

 

④道路幅員。 

 

⑤配水管の位置及び口径、管種。 

 

⑥メーターの設置位置が分かるように道路境界、隣地境

界からの距離を記入する。 

 

⑥新設工事については、当該工事で施工する配水管から

給水栓までの給水管及び給水用具の敷設又は設置位置。 

 

⑦改造工事については、当該工事で施工する配水管から

給水栓までの給水管及び給水用具の敷設又は設置位置、

及び参考として当該工事の必要な既設給水装置の状態。 
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⑧増設工事の図面は、当該工事の分岐部分からメーター

を含み給水栓まで。 

 

⑨撤去工事の図面は、分岐個所からメーターまで。 

 

⑩その他当該工事に関する必要事項。 

 

  

 （２）立体図： 平面図に表すことができない部分、複雑な配管による

給水装置である場合、及び詳細に配管状況を立体的に図

示する。 
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図５－２２図５－２２図５－２２図５－２２    平面図参考例平面図参考例平面図参考例平面図参考例     

申込者  〇〇 〇〇  工事場所 柏原市〇〇町〇丁目〇〇  

指定給水装置工事事業者 株式会社〇〇〇  給水工事主任技術者  〇〇 〇〇  

平面図 (申請・竣工 ) 

 

 

 

 

 

 

1：100 
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３．表示記号 

    

表表表表５５５５----２２２２３３３３    給水管の管種の表示記号給水管の管種の表示記号給水管の管種の表示記号給水管の管種の表示記号    

 

管種 表示記号 管種 表示記号 管種 表示記号 

硬質塩化 

ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 

SGP-V 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VP ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 DIP 

耐熱性硬質塩化 

ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 

SGP-HV 

耐衝撃性硬質塩

化ﾋﾞﾆﾙ管 

HIVP 鋳鉄管 CIP 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体 

ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 

SGP-P 

耐熱性硬質塩化 

ﾋﾞﾆﾙ管 

HTVP 鉛管 LP 

塗覆装鋼管 STWP ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管 PP 亜鉛メッキ鋼管 GP 

ステンレス鋼管 SSP 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 XPEP ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ複合鉛管 PEPb 

銅管 CP ポリブテン管 PBP 石綿ｾﾒﾝﾄ管 ACP 

配水用 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

管 

PE ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 VLP   

 

    

    

図図図図５５５５----２２２２３３３３    弁栓類その他の表示記号弁栓類その他の表示記号弁栓類その他の表示記号弁栓類その他の表示記号    
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図５－２図５－２図５－２図５－２４４４４    ＰＥ管の表示記号ＰＥ管の表示記号ＰＥ管の表示記号ＰＥ管の表示記号    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

図図図図５５５５----２２２２５５５５    給水栓類の表示記号給水栓類の表示記号給水栓類の表示記号給水栓類の表示記号((((平面図平面図平面図平面図))))    
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図図図図５５５５----２２２２６６６６    給水栓類の表示記号給水栓類の表示記号給水栓類の表示記号給水栓類の表示記号((((立面図立面図立面図立面図)))) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

図図図図５５５５----２２２２７７７７    受水槽その他の表示記号受水槽その他の表示記号受水槽その他の表示記号受水槽その他の表示記号    

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

図図図図５５５５----２２２２８８８８    工事別の表示記号工事別の表示記号工事別の表示記号工事別の表示記号    

    

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

第第第第６６６６章章章章        施施施施    工工工工    
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第６章第６章第６章第６章    施工施工施工施工    

６－１６－１６－１６－１    施工施工施工施工    

管理者は、指定工事業者に対し、配水管に給水管を取り付ける工事及び当該取

付口からメーターまでの工事に関する工法、工期その他の工事上の条件を指示す

ることができる。（条例第７条第２項）  

《説明》 

給水装置の設計が精密であっても、現場における施工が粗雑であったり不良

であったりすれば、スムーズな通水の確保が望めずまた、漏水の原因となり、

不測の事故も予測され、又衛生上の弊害を誘引することも考えられるので、適

切な施工及び現場管理によって、工事の施行にあたること。 

    

図６－１ 給水装置施工標準図 
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６－２６－２６－２６－２    給水管の分岐給水管の分岐給水管の分岐給水管の分岐    

１．配水管への取付口における給水管の口径は、当該給水装置による水の使用量

に比し、著しく過大でないこと（施行令第５条第１項第２号）  

 

２．導水管、送水管、配水本管及び異形管から分岐してはならない。 

 

３．配水管への取付口の位置は、他の給水装置の取付口から３０ｃｍ以上離れて

いること。(施行令第５条第１項第１号) 

  また、維持管理を考慮して配水管等の継手端面からも３０ｃｍ以上離す必要

がある。 

 

４．分岐は、被分岐管であることを十分確認したうえで行うこと。 

 

５．分岐には、被分岐管の管種及び口径並びに給水管の口径に応じた材料を用い

ること。 

 

６．配水支管から、給水管を取出す際の方向は、当該配水支管の布設されている

道路の境界線まで障害物などの特別の事情のない限り、配水支管とほぼ直角に

給水管を布設する。 

 

７．給水管の引き込みは、原則１つの敷地に１つの引き込みとする。 

《説明》 

１．水の使用量に比して著しく過大な口径は給水管内の水に停滞による水質の悪

化を引き起こす恐れがあり、これを防止するために、適切な給水管の口径にす

る。 

 

２．分岐は配水支管等の直管部からとする。異形管及び継手からの分岐は、その

構造上的確な給水装置の取り付けが困難で、また材料仕様上からも給水管を分

岐してはならない。 

 

３．分岐位置の間隔は、給水管の取り出し穿孔による管体強度の減少を防止する

ことや、給水装置相互間の流量への影響により他の需要者の水利用に支障が生

じることを防止すること等から、他の給水装置の分岐位置から 30cm 以上離す

こと。また、既設給水管からの分岐に当たっても、配水管からの分岐と同様の

理由から、他の分岐位置から 30cm 以上離す必要がある。また、維持管理を考

慮して配水管等の継手端面からも、30cm 以上離す必要がある。 
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図６－２図６－２図６－２図６－２    分岐管分岐管分岐管分岐管の穿孔箇所の間隔の穿孔箇所の間隔の穿孔箇所の間隔の穿孔箇所の間隔    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．配水支管等からの給水管の取出しに当たっては、ガス管、工業用水道管等の

水道以外の管と誤接続が行われないように、明示テープ、消火栓、仕切弁等の

位置の確認及び音聴、試験掘削等により、当該配水管等であることを確認の上、

施工しなければならない。 

 

５．配水支管等より分岐にあたっては配水支管等を極力断水しない工法及び材用

を用い、配水支管等の管種及び口径並びに給水管の口径に応じたサドル付分水

栓、不断水式割Ｔ字管、チーズ等の給水装置にて分岐する。 

 

６．給水管を直角に引き出すことによって、管は最短距離で済み、工事費の節減

となる。また、管による損失水頭が少なく、維持管理において、止水栓から逆

に分水栓の位置を探索する場合に便利である。 

    

図図図図６６６６－－－－３３３３    給水管取出し方向給水管取出し方向給水管取出し方向給水管取出し方向    
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７．給水管の引き込みを 1 箇所にする事により工事費の節減となる。また、漏水

時など維持管理の面においても縮小される。そして分岐する配水支管の強度維

持、流速、流量、水圧等に起きる変化の防止、他企業の埋設管との輻輳防止な

どの観点より１つの敷地に１つの引き込みが望ましい。 

 

８．分岐する給水管は、被分岐管と直管とし、分水栓の損傷を防ぐため、たるみ

をもたせて布設すること。 

 

９．分岐に当たっては、配水支管等の外面を十分清掃し、サドル付分水栓等の給

水器具の取付けボルトの締め付けが片締めにならないよう平均して締め付ける

こと。 

 

１０．「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」で給水装置が有すべき耐圧

に関する基準が定められており，その基準に適合していることを確認するため

に、テストポンプを用いて、0.75MPa の静水圧を 1 分間加えて、水圧試験（水

漏れ、変形、破損、その他の異常を生じていないかなどの確認）を実施する。 

 

１１．穿孔機は確実に取り付け、その仕様に応じたドリル、カッターを使用する

こと。穿孔機の取付けは、配水支管等の損傷及び、作業の安全を考慮し、確実

に取付け、磨耗したドリル・カッターは、管のライニング材のめくれ・剥離等

を生じやすいので使用してはならない。 

 

１２．穿孔に当たっては、配水支管等に施されている内面ライニング材・内面塗

膜等が剥離しないよう注意しながら行う。 

 

１３．サドル付分水栓での穿孔端面には異種金属接触による腐食防止のために、

適切なコアを装着すること。 

 

図６－４図６－４図６－４図６－４    穿孔箇所のコア挿入穿孔箇所のコア挿入穿孔箇所のコア挿入穿孔箇所のコア挿入図図図図    
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１４．分岐配管完了後、漏水等の異常がなければ、ポリエチレンシートを使用し

てサドル付分水栓全体を覆うようにして包み込み、粘着テープ等で確実に密着、

固定して腐食を防止する。  

 

図６－５図６－５図６－５図６－５    サドル付分水栓等外面防食サドル付分水栓等外面防食サドル付分水栓等外面防食サドル付分水栓等外面防食例例例例    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５．ポリエチレン管は非電動管であることから、埋設後に漏水調査、布設替等

において管路探査を可能にするために、ロケーティングワイヤーの施工を基本

とする。使用材料は芯線が断線した場合にも探査できるよう導電性カーボンゴ

ム等により被覆された専用のワイヤーを使用する。  
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１６．ロケーティングワイヤーは給水管に少々緩みを持たせて配線する。このと

き、緩みをもたせすぎないよう適当な間隔（２ｍ程度）をビニールテープ（明

示テープ）で固定する。分岐部分はワイヤーの先端処理後、分水栓金具より

１～２ｃｍ離してワイヤーをパイプに巻きつけ、ビニールテープで固定する。 

   また、メーターボックス内は、ワイヤーの先端部を指定のキャップをした

後、５ｃｍ程度折り返して、ねじり線状にする。  

 

図６－６図６－６図６－６図６－６    ロケーティングワイヤー敷設ロケーティングワイヤー敷設ロケーティングワイヤー敷設ロケーティングワイヤー敷設図図図図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １７．電線、水管、下水道管、ガス管又は石油管については、各戸に引き込むた

めに地下に設けるものその他国土交通省令で定めるものを除き、国土交通省

令で定めるところにより、当該占用物件の名称、管理者、埋設した年その他

の保安上必要な事項を明示するものであること。（道路法施行令第１２条第２

項）これにより、埋設した管の管頂から 0.3ｍ以上の上の位置に外傷事故防

止対策として、埋設標識シートを敷設する。  

 

図６－７図６－７図６－７図６－７    給水管の給水管の給水管の給水管の埋設標識シート敷設図埋設標識シート敷設図埋設標識シート敷設図埋設標識シート敷設図 
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表６表６表６表６－－－－1111    口径別分岐方法（単位ｍｍ口径別分岐方法（単位ｍｍ口径別分岐方法（単位ｍｍ口径別分岐方法（単位ｍｍ））））    

    

被分岐管 

分  岐  口  径 

２０ ２５ ４０ ５０ ７５ １００ １５０ 

30 チーズ 

      

      

40 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

     

     

50 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

チーズ 

    

    

75 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

   

   

100 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

不断水割

Ｔ字管 

  

  

150 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

不断水割

Ｔ字管 

不断水割

Ｔ字管 

 

 

200 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

サドル付

分水栓 

不断水割

Ｔ字管 

不断水割

Ｔ字管 

不断水割

Ｔ字管 
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６－６－６－６－３３３３    管の管の管の管の接合接合接合接合    

ポリエチレン二層管の接合は、金属継手を使用する。 

水道配水用ポリエチレン管は、ＥＦ（エレクトロフュージョン）接合による継

手を使用する。 

《説明》 

金属継手の構造は、袋ナットを締付けることによりリングが継手の胴と管の間

にくい込んで、管の抜出し及び漏水を防止する方式のものである。 

 

１．金属継手による接合 

 

 （１）継手は、管種（1 種・2 種）に適合したものを使用する。 

    接合は（異種管接合を含む）は、ポリエチレン二層管専用の継手を使用

し、使用継手ごとの方法により確実に行う。 

  

 （２）管切断は、管軸に対して直角に行い、切断面に生じたばりなどを取り、

管端面を平滑に仕上げる。 

 

（３）継手を分解し、ナット、リングの順に管へ通す。 

 

（４）胴に管を差し込む。差し込み深さは胴に突き当たるまで。 

   ※差し込み不足は漏水の原因になるので注意。 

 

（５）リング胴に寄せて、ナットを手で締め付ける。 

 

（６）パイプレンチ等を使って、胴にナットを（表 6-2）により、しっかり締

め付ける。 

 

図６－図６－図６－図６－８８８８    金属継手の接合金属継手の接合金属継手の接合金属継手の接合    

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

表６－２表６－２表６－２表６－２    袋ナットの標準締付けトルク袋ナットの標準締付けトルク袋ナットの標準締付けトルク袋ナットの標準締付けトルク    

口径 13 20 25 30 40 50 

標準締付トルク 40 60 80 110 130 150 
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２．ポリエチレン二層管の曲げ配管 

 

（１）曲げ半径は、管の外径の２０倍以上（１種管）とする。 

 

（２）曲げ配管は原則としてエルボを用いて行うが、ポリエチレン二層管は可

とう性に優れているため、図６－３の曲げ半径（Ｒ）以上であれば、曲げ

配管をすることができる。 

 

（３）管をバーナ・トーチランプなどで直接炎を当てて曲げ加工することは、

管の材質を劣化させ、管強度が低下するので行ってはならない。 

    

図６－図６－図６－図６－９９９９    ポリエチレン二層管の曲げ半径ポリエチレン二層管の曲げ半径ポリエチレン二層管の曲げ半径ポリエチレン二層管の曲げ半径    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

３．ＥＦ（エレクトロフュージョン）継手 

 

ＥＦ継手は、電熱線が継手内部にあらかじめ埋め込まれており、この電熱

線に通電することによって電熱線が発熱し、継手内面と管外面の樹脂を溶融

して接合する継手である。  

 

図６－図６－図６－図６－１０１０１０１０    EFEFEFEF 継手継手継手継手     

 

 

 

  

 

 

 

 

 

口径 

曲げ半径Ｒ（単位ｃｍ） 

1 種管 2 種管 

13 45 65 

20 55 85 

25 70 105 

30 85 130 

40 100 145 

50 120 180 
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４．ＥＦ継手の施工 

 

 （１）管の切断：管を切断する必要がある時は、寸法出しを正確に行い、切断 

工具により段切れや斜め切れが無いよう切断する。 

 

 （２）管の点検及び清掃：切断面及び管の内部、外部の点検と清掃を行う。 

 

（３）管融着面の切断：管端から差し込み長さの位置へ切削標線を記入し、専

用工具をもちいて管融着面を切削する。 

 

図図図図６－６－６－６－１１１１１１１１    管融着面の切削管融着面の切削管融着面の切削管融着面の切削    

 

 

 

 

 

 

 

  

（４）融着面の清掃：管の切削面とＥＦ継手受口内面の清掃を行う。清掃はア

セトン等を染み込ませたペーパータオルで行う。 

 

（５）クランプの固定：管へ押込み標線を記入し管と継手受口の軸心を合わせ

て標線まで挿入し管の接続部が斜めにならないよう

にクランプを装着する。 

 

図６－図６－図６－図６－１２１２１２１２    クランプ装着クランプ装着クランプ装着クランプ装着    

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）融着準備と融着：コントローラーと電源を接続し、ＥＦ受口部にターミ

ナルピンを取り付け、出力ケーブルのコネクターとタ

ーミナルピンを接続する。そして電源を入れ融着する。 

           融着終了後コネクターを取外す。 
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（７）検査：インジケーターが左右とも継手表面より突起していることを確認

する。 

    

図６－図６－図６－図６－１３１３１３１３    イイイインジケーターの確認ンジケーターの確認ンジケーターの確認ンジケーターの確認    

 

 

 

 

 

 

 

（８）冷却：一定時間冷却し、冷却後クランプをとりはずす。 
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６－６－６－６－４４４４    分岐の撤去分岐の撤去分岐の撤去分岐の撤去    

給水装置の全部に変更を加える改造工事で不要となる分岐部分を撤去する場合

は、配水支管を原形に復さなければならない。又、附属する給水装置及び各ボッ

クス類、蓋類等は、除去すること。 

《説明》 

撤去の施工方法は（表 6-3）を参考とするが、事前に管理者と打合せて決定す

る。 

 

表６表６表６表６－－－－３３３３    撤去の施工方撤去の施工方撤去の施工方撤去の施工方法法法法    

分岐方法分岐方法分岐方法分岐方法    施工方法施工方法施工方法施工方法    使用材料及び処理使用材料及び処理使用材料及び処理使用材料及び処理    

サドル付分水栓（分水栓） スピンドル閉止 サドル付分水栓用キャップ取付け 

甲型分水栓 コマ下げ閉止 甲型分水栓用キャップ取付け 

硬質塩化ビニル管 チーズキャップ止 ビニル管用キャップ（断水コマ設置） 

不断水割Ｔ字管 簡易仕切弁閉止 不断水割 T 字管にフランジ蓋取付け 
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６－６－６－６－５５５５    給水管の埋設深さ給水管の埋設深さ給水管の埋設深さ給水管の埋設深さ及び占用位置及び占用位置及び占用位置及び占用位置    

給水管の埋設場所及び深さは次によること。 

 

（１）道路部分の給水管の埋設の深さは、道路管理者の道路占用規則等で定め

られているので、この規則に従わなければならない。 

   また、河川敷・下水道敷あるいは私有道などに管を布設する場合は、当該

敷地の管理者あるいは、土地所有者と十分協議の上、埋設の深さを決定し、

必要に応じて防護措置を施す。 

 

（２）埋設の深さは、原則として国土交通省道路局路政課長及び国道課長通知「電

線、水管、ガス管又は下水道管を道路の地下に設ける埋設の深さ等について」

に基づく浅層埋設とするが（φ300mm 以下）、道路管理者の占用・掘削許可条

件を遵守すること。 

 

（３）道路管理者が定めた占用位置に埋設するが、将来の維持管理を考慮して他

の埋設物より、0.3ｍ以上の問題を確保すること。 

 

（４）水路等を横断するときは原則として伏越しとし、さや管を設置し、給水管

を保護すること。伏越しが施工上困難な場合は、水路等の管理者と協議する

こと。 

《説明》 

 

１．埋設の深さについては、国土交通省道路局路政課長及び国道課長通知「電

線、水管、ガス管又は下水道管を道路の地下に設ける埋設の深さ等について」

（平成 11 年国土交通省道政発第 32 号の２）により、口径 300mm 以下の管

路は、浅層埋設を基本とするが、各道路管理者により最低埋設の深さが異な

っている。従って、あらかじめ当該道路の道路管理者に施工地点の埋設の深

さについて確認をとること。また、水管橋取付部の堤防横断箇所や他の埋設

物との交差の関係等で、埋設の深さを規定値までとれない場合は、河川管理

者又は道路管理者と協議することとし、必要に応じて防護措置を施す。 

 

２．敷地部分における給水管の埋設の深さは、荷重、衝撃、凍結等を考慮して

0.3ｍ以上を標準とする。 

 

３．給水管の占用位置は、道路を縦断して給水管を配管する場合、ガス管、電

話ケーブル、電気ケーブル、下水管等他の埋設物に十分注意し、道路管理者

が定めた占用位置に配管すること。 
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図６－１４図６－１４図６－１４図６－１４    水路等の横断図水路等の横断図水路等の横断図水路等の横断図    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

４.市道 

 

市道部における一般的な管の頂部と路面との距離は舗装厚＋０．３ｍ以

下としないこと（但し、0.6ｍ未満としないこと）。ここでの舗装厚とは、

路面から路盤の最下面までの距離をいう。また、給水管の接合においては、

分水栓高さを考慮すること。 

    

    

    

５．府道 

 

   府道における管の頂部と路面との距離は、国土交通省道政発第３２号およ

び国土交通省国発第５号(平成１１年３月３１日付)の通達に基づき、道路構

造および管路等の双方に及ぼす影響がないと評価された範囲内で浅層埋設

を許可するものとし、以下のとおりとする。 

 

（１）水道を車道の地下に埋設する場合 

 

水管の本線又は本線以外の線の管の頂部と路面との距離は、当該管

路を埋設する車道の舗装の厚さに 0.3ｍを加えた値（該当地が 0.8ｍに

満たない場合には 0.8ｍ）以下としないこと。 
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（２）水道を歩道の地下に埋設する場合 

 

      水管の本線又は本線以外の管の頂部と路面との距離は、将来の歩道

のバリアフリー化及び車両出入り口部の設置を考慮し、当該歩道と接

する車両部端の路面から、接する車道の舗装の厚さに 0.3ｍを加えた

値(当該値が 0.8ｍに満たない場合には、0.8ｍ)以下としないこと。や

むを得ず、上記の値以下となる場合には当該管路を設ける者に防護措

置等を講じさせること。 

 

 

 

６．国道 

 

    国道部における管の頂部と路面との距離は下記の（表 6-4）に明記する

が、あくまで参考であり、条件付けをされることが多いため、事前に国道

管理者へ確認するものとする。 

 

表６表６表６表６－－－－４４４４    国道土被り国道土被り国道土被り国道土被り    

歩道部歩道部歩道部歩道部    車道部車道部車道部車道部    

0.60.60.60.6ｍ以上ｍ以上ｍ以上ｍ以上    舗装厚舗装厚舗装厚舗装厚+0.3+0.3+0.3+0.3ｍ以上ｍ以上ｍ以上ｍ以上    

    

    

図６－図６－図６－図６－１５１５１５１５    埋設深さ及び埋設深さ及び埋設深さ及び埋設深さ及び占用位置占用位置占用位置占用位置    
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参考 浅層埋設について 

    

（１）埋設深度： 道路法施行令第１１条の３第２号では、埋設の深さについて、

｢水管又はガス管の本線を埋設する場合においては、その頂部と路

面との距離が 1.2ｍ（工事実施上やむを得ない場合にあっては、

0.6ｍ）を越えないこと。｣と規定されている。 

 

（２）浅層埋設： 埋設の深さの浅層化による工事の効率化、工期の短縮及びコ

スト縮減等の目的のため、国土交通省から各地方建設局に対し、

｢電線、水管、ガス管又は下水道管を道路の地下に設ける場合に

おける埋設の深さ等について｣（平成１１年３月３１日付国土交

通省道政発第３２号、道国発第５号）の通達がなされ浅層埋設

が許可された。 

   

（通達抜粋） 

   水管又はガス管の頂部と路面との距離は、当該水管又はガス管を設ける道

路の舗装厚さに 0.3ｍを加えた値(当該値が 0.6ｍに満たない場合は 0.6ｍ)以

下としないこと。 

なお、水管又はガス管の本線以外の線を歩道の地下に設ける場合は、その

頂部と路面との距離は、0.5ｍ以下としないこと。ただし、切下げ部がある場

合で路面と当該水管又はガス管の頂部との距離が 0.5ｍ以下となるときは当

該水管又はガス管を設けるものに切下げ部の地下に設ける水管又はガス管に

つき、あらかじめ十分な強度を有する管路等を使用する場合を除き、所要の

防護措置を講じさせること 
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６６６６－－－－６６６６    メーターの設置メーターの設置メーターの設置メーターの設置    

給水量は、メーターにより計量する。（条例第１５条第 1 項） 

 メーターは、給水装置に設置し、その位置は、管理者が定める。（条例第 15 条

第 2 項） 

水道メーター(以下「メーター」という。) は、清潔に管理し、かつ、設置の場

所には点検又は修理に支障を生じるような物件を堆積し、若しくは工作物を設置   

してはならない。（施行規程第５条第 1 項） 

 メーターの設置場所に工作物を設けようとするとき又は支障のあるときは、あ

らかじめ設置場所の変更等を管理者に申し出なければならない。この場合におい

て、設置場所の変更に要する費用は、保管者の負担とする。（施行規程第 5 条第２

項） 

《説明》 

１．１つの建築物ごとに１個のメーターを設置することを原則とする。 

 

２．同一敷地内で同じ目的に使用されるものについては、建築物の棟数に関係

なく１個のメーターを設置する。（学校、病院、工場、娯楽場、倉庫、駐車場、

独立した運動場等） 

 

３．１つの建築物であっても、構造上、利用上独立して使用される区画（店舗、

事務所住宅等）に給水装置を設ける場合は、それぞれに１個メーターを設置

する。 

 

 ４．構造上独立していない１棟の建物でも、生活の本拠として各戸が世帯単位

に必要な機能を有する（少なくても台所・トイレ等の２点）二世帯住宅は

２個のメーターを設置することができる。 

 

 ５．貯水槽を設けるものについては、貯水槽ごとに１個のメーターを設置する。 

 

 ６．同一敷地内の住宅又は事務所で既に数個のメーターが設置されているもの

は、改良工事を行うときにメーターの統一も併せて行うこと。 

 

 ７．メーター設置場所 

   

メーターの設置場所は、次に定める場所に設置しなければならない。 

 

（１） 設置位置 

 

① 給水装置所有者（使用者）の敷地内（宅地内）であること。 

 

② 新設工事におけるメーターの最小口径は 20ｍｍとする。 

 

③ 敷地境界にブロック堀等を設置する場合は、幅 0.6ｍ、奥行き 0.4

ｍ、高さ 0.5ｍ以上の設置空間を確保すること。 

 

④ メーターが水平に設置できる場所であること。 
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⑤ メーターは配水管（給水主管）から分岐した地点に最も近い屋外（建

物、門、塀、石垣、生垣、シャッター、その他構造物の外側）とする。 

 

⑥ 道路より１ｍ以内、又は通路上から容易に検針及び取り替え等がい

つでも行える場所であること。（ガレージ等の場所に設置する場合は車

が駐車しても検針及び取替え等ができる場所） 

 

８．メーター設置例 

  

（戸建て住宅） 

 １専用給水装置として、１個のメーターを設置する。 

    

図６－図６－図６－図６－１６１６１６１６    戸建て住宅のメーター設置例戸建て住宅のメーター設置例戸建て住宅のメーター設置例戸建て住宅のメーター設置例    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２世帯住宅） 

   同一建物で２世帯住宅は、申込者の意思によりメーターを２個とするこ

ともできる。 

図６－図６－図６－図６－１７１７１７１７    ２世帯住宅のメーター設置例２世帯住宅のメーター設置例２世帯住宅のメーター設置例２世帯住宅のメーター設置例    
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（共同住宅） 

   独立した区分に応じ各戸のメーターを設置する。可能な限り官民境界付

近に設置する。 

 

図６－図６－図６－図６－１１１１８８８８    共同共同共同共同住宅のメーター設置例住宅のメーター設置例住宅のメーター設置例住宅のメーター設置例    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 （寮・工場・病院等） 

    同一敷地内で同一目的に使用される建築物又は施設として、メーター１

個を設置する。 

 

図６－図６－図６－図６－１９１９１９１９    寮・工場・病院等のメーター設置例寮・工場・病院等のメーター設置例寮・工場・病院等のメーター設置例寮・工場・病院等のメーター設置例    
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（学校のメーター） 

受水槽式と直結式となるので、給水方式により各メーターを設置する。 

 

図６図６図６図６－－－－２０２０２０２０    学校学校学校学校のメーター設置例のメーター設置例のメーター設置例のメーター設置例    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 （受水槽式） 

図６－図６－図６－図６－２１２１２１２１    受受受受水槽式のメーター設置例水槽式のメーター設置例水槽式のメーター設置例水槽式のメーター設置例    
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６－６－６－６－７７７７    メーターの保護メーターの保護メーターの保護メーターの保護    

メーター、止水栓、定流量弁、逆止弁等は、管理者が承認したボックス等に

より保護しなければならない。 

《説明》 

１．メーターボックスは、水道メーターの検針が容易にできる構造とし、 

 メーター取替作業が容易にできる大きさとする。 

   管理者が承認したものを使用すること。 

    

（１）φ20～40ｍｍの場合 

    

図６－２２図６－２２図６－２２図６－２２    メーターボックスメーターボックスメーターボックスメーターボックス標準図標準図標準図標準図（（（（φφφφ20202020～～～～25252525））））    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

メーター口径（ｍｍ）メーター口径（ｍｍ）メーター口径（ｍｍ）メーター口径（ｍｍ）    L1L1L1L1    L2L2L2L2    

20202020    128128128128    190190190190    

25252525    140140140140    225225225225    

40404040    195195195195    245245245245    
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（２）φ50ｍｍの場合 

図６－２３図６－２３図６－２３図６－２３    メーターボックス標準図（メーターボックス標準図（メーターボックス標準図（メーターボックス標準図（φφφφ50505050））））    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

（３）75ｍｍの場合    

図６－２３図６－２３図６－２３図６－２３    メーターボックス標準図（メーターボックス標準図（メーターボックス標準図（メーターボックス標準図（φφφφ75757575））））    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

蓋(φ50・75) 

           横                   縦 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

メーター口径（ｍｍ）メーター口径（ｍｍ）メーター口径（ｍｍ）メーター口径（ｍｍ）    L1L1L1L1    L2L2L2L2    L3L3L3L3    

50505050    235235235235    560560560560    －－－－    

75757575    －－－－    630630630630    200200200200    
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図６－図６－図６－図６－２４２４２４２４    仕切弁標準図仕切弁標準図仕切弁標準図仕切弁標準図    
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図６－２図６－２図６－２図６－２５５５５    止水栓ボックス標準図止水栓ボックス標準図止水栓ボックス標準図止水栓ボックス標準図    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    Ａ -Ａ ’d 断面図  
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６－６－６－６－８８８８    施工時の施工時の施工時の施工時の安安安安全全全全管理管理管理管理    

関係法令を遵守するとともに、常に工事の安全に留意し、現場管理を適切に行

い、事故防止に努めること。 

《説明》 

 

１．工事の施工にあたっては、道路交通法、労働安全衛生法の関係法令及び工

事に関する諸規定を遵守し、常に交通の安全に十分留意して現場管理を行う

とともに、工事に伴う騒音、振動をできる限り防止し、生活環境の保全に努

めること。 

    

２．次の技術指針・基準等を参考にすること。 

 

  （１）「労働安全衛生規則」（労働省令第 32 号 昭和４７年９月） 

（２）「土木工事安全施工技術指針」（建設省大臣官房技術調査室 平成５年５

月改正） 

（３）「建設機械施工安全技術指針」（建設省建設経済局建設機械課長通知 平

成６年１１月） 

（４）「建設工事公衆災害防止対策要綱」（建設省事務次官通達 平成５年１月） 

 

３．道路工事にあたっては、交通の安全等について、道路管理者及び所轄警察

署長と事前に相談すること。 

 

４．指定工事事業者は、工事中、万一不測の事故が発生した場合には、直ちに

所轄警察署長、道路管理者に通報するとともに、管理者に通報し、その指示

に従わなければならない。 

  

 ５．他の埋設物を損傷した場合は、直ちにその埋設物の管理者に通報し、その

指示に従わなければならない。 

  

 ６．掘削にあたっては、工事場所の交通の安全を確保するために保安要員を設

置し、必要に応じて保安要員（交通整理員等）を配置すること、また、その

工事の従事者の安全についても十分留意すること。 
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６－６－６－６－９９９９    検査検査検査検査    

 条例第 6 号第１項の規定により、指定給水装置工事事業者が給水装置工事を施

行する場合は、あらかじめ管理者の設計審査 (使用材料の確認を含む。 ) を受け、

かつ、工事竣工後に管理者の工事検査を受けなければならない。（条例第 6 号第 2

項）  

《説明》 

１．申請した給水装置工事が完了したときは、管理者の検査を受けなければな

らない。 

検査は本工事が施工基準及び申込時に提出した設計図書に基づいて施行さ

れたかを確認するものである。 

 

２．管理者の検査を受ける前に指定工事業者は指名した主任技術者の自主検査

を行い、その結果不適合箇所があれば手直しをしておかなければならない。     

また、給水装置工事竣工届、平面図(竣工）、自主検査報告書、その他管理

者が必要と認めるもの等を事前に提出しておかなければならない。 

 

３．検査の内容 

    検査は給水装置工事主任技術者が行うことになるが、主任技術者は、求

めに応じ、管理者の行う竣工検査等の検査に立会わなければならない。 

  

４．書類検査 

  （１）平面図(竣工) 

     

① 方位が記入されているか。 

     

② 建物の位置、構造がわかりやすく記入されているか。 

 

    ③ 道路種別等付近の状況がわかりやすいか。 

 

    ④ 隣接家屋の水栓番号及び境界が記入されているか。 

 

    ⑤ 分岐部のオフセットが記入されているか。 

 

    ⑥ 隠ぺいされた配管部分が明記されているか。 

 

    ⑦ 各部の材料、口径及び延長が記入されているか。 

 

⑧ 給水管及び給水用具は性能基準適合品が使用されているか。 

 

⑨ 構造・材質基準に適合した適切な施工方法がとられているか。 

（水の汚染・破壊・侵食・逆流・凍結防止等の対策の明記） 
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     なお、工事の施工途中において、申込者の要望・施工の困難その他の

理由により設計審査を受けた設計図と著しく変更になる場合は、あらた

めて設計図を作成し、設計の再審査を受けること。 

  

５．施工写真 

 

（１） 管工事 

 

① 配水支管の深さ及び官民境界からの寄り（箱尺スタッフ等寸法が

わかる物を添える。）。 

 

    ② 給水管の配管状況（配水支管分岐部から直結止水栓まで写す。）。 

 

    ③ 水圧試験状況（検査員立会い）。 

 

    ④ 穿孔状況。 

 

    ⑤ コア挿入状況。 

 

（２）土工事 

   

    ① 砂埋戻状況。 

  

    ② 路盤厚検尺、転圧状況。 

 

６．現地検査 

     現地検査は、給水装置の使用開始前に管内を洗浄するとともに、通水

（機能）試験・耐圧試験・水質試験などを行う。 

 

 （１）耐圧(水圧)試験 

     耐圧試験の試験水圧は原則として、0.75MPa とする。 

     水圧の負荷は、１分間以上とし、水圧の低下の有無を確認する。 

 

 （２）材質検査 

     給水管や給水用具が、性能基準適合品を使用しているかを確認する。 

     確認方法は、自己認証品は製造業者等の自社検査証印・製品品質証明

書により、また第三者認証品は第三者認証機関の品質認証マークが表示

されているかをチェックする。 

  

（３）工法検査 

     基準省令のシステム基準に適合した適切な施工方法がとられているか

を施工図と照合しながら給水装置の各部の確認を行う。 

 

    ① 管の種類・口径・布設延長・管の埋設深度。 
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    ② 管の接合方法（特に分岐箇所・屈曲部など）。 

 

    ③ 逆流防止のための器具の設置状態、吐水口と満水面との間隔。 

 

    ④ メーター設置位置（点検や取替え作業に支障ないか）メーター取付

方向の可否（逆取付けのチェック）。 

     

    ⑤ 器具類の取付け方法。 

 

    ⑥ 管の防護措置（防寒・防食など）。 

 

    ⑦ クロスコネクションの点検。 

 

 （４）機能検査 

     給水栓類を全開し、吐水量や作業状況を調査し異常がないかの点検、

メーターを通過しているか否かの確認を行う。 

 

 （５）水質試験 

水質上問題ないか（給水栓から残留塩素測定を行い、0.1ｍｇ/L 以上

であることの確認をする。）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

第第第第７７７７章章章章        水の安全対策水の安全対策水の安全対策水の安全対策    
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    第７章第７章第７章第７章    水の安全対策水の安全対策水の安全対策水の安全対策    

    

７－１７－１７－１７－１    クロスコネクションの防止クロスコネクションの防止クロスコネクションの防止クロスコネクションの防止    

当該給水装置以外の水管その他の設備に直接連結しないこと。（法施行令第５条

第 1 項第６号） 

《説明》 

１．クロスコネクションとは、水道水中に、化学薬品、ガス等の物質が混入す

る可能性があるような水道水以外の用途の設備又は施設との誤接合をいう。 

  安全な水の確保のため、給水装置と当該給水装置以外の水道及びその他の

設備とを直接連結することは絶対に避けなければならない。 

 

２．近年、多目的に水が使用されることに伴い、用途の異なる管が給水管と近

接配管され、外見上判別しがたい、場合もある。したがって、クロスコネク

ションを防止するため、管の外面のその用途が識別できるよう表示する必要

がある。 

 

３．給水装置と接続されやすい配管例 

（１）井戸水、工業用水、再生利用水の配管 

（２）受水槽以下の配管 

（３）プール、浴槽等の循環用の配管 

（４）水道水以外の給湯等の循環用の配管 

（５）水道水以外のスプリンクラー配管 

（６）ポンプの呼び水配管 

（７）雨水管 

（８）冷凍機の冷却水配管 

（９）その他排水管等 

 

図７－１図７－１図７－１図７－１    クロスコネクションの例クロスコネクションの例クロスコネクションの例クロスコネクションの例    
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７－７－７－７－２２２２    鉛管の撤去鉛管の撤去鉛管の撤去鉛管の撤去    

厚生労働省は、以前より水道施設に使用している鉛管（特に配水管より分岐し

た給水装置部分）に起因して発生する健康被害が懸念されるとして、早急に撤去

し、他材質の管材料に変更する対策を講ずるよう再三通達等で喚起し、平成 15

年 4 月からは鉛の水質基準を 0.01ｍｇ/ℓ以下とするよう対策を強化したところで

ある。 

《説明》 

 １． 指定給水装置工事事業者が工事実施中（公道及び私道）に鉛管の使用現

場を確認したときは、通水の有無を問わず、上下水道部へ報告して指示

を受ける。 

 

 ２． 量水器以後の給水装置で鉛管使用の現場を確認したときは、給水装置の

所有者(使用者含む)に注意事項を伝えること。  

 

 



 
124

参考参考参考参考                        

「給水装置の無料修繕」範囲について「給水装置の無料修繕」範囲について「給水装置の無料修繕」範囲について「給水装置の無料修繕」範囲について    

    

（１）給水条例第１９号第２項に定める特別な理由とは、下記のとおりとする 

 

１．異常の原因が使用者の故意又は過失によらない場合 

 

２．公道上など使用者の管理が及ばない範囲で異常のある場合 

 

３．異常を放置すると無収水量が増え、市に損害を与える場合 

  

４．検針、メーター交換に支障がある場合 

 

５．その他管理者が認める場合 

 

以上の理由により無料修繕の対象を下記のとおりとする。 

 

１．配水管分岐部分からメーター上流側（一次側）の給水装置及びそれに附

属する止水栓ボックス・メーターボックス。但しメーターボックスはφ１３

～２０ｍｍまでとする。 

 

２．私有地内での修繕に伴う復旧は、モルタルによる機能復旧とし、化粧ブ

ロック・鉄平石等の特殊なものについては、復旧の範囲に含まない。 

 

（２）その他 

  

 鋼管および石綿管等の修繕不可能な給水管の修繕または改造工事とみなされ

るような腐食・損傷した給水管の取り替えについては、一次的な修繕のみを

行った後、ただちに所有者又は使用者において改良工事を行わせる。    

 

 

附則 

 

この規定は、平成２０年９月１日から実施する。 

 

 

 

 

 

 

 



 



様式番号

別記様式 給水装置工事申込書

平面図（申請・竣工）

給水装置工事竣工届

給水装置工事主任技術者が行う自主検査

3 給水装置工事材料明細書（φ２０～φ４０）

4 給水装置工事材料明細書（φ５０）

5 給水装置工事材料明細書（給水主管工事）

6 同意書（給水管埋設）

7 同意書（給水装置設置）

8 同意書（給水管分岐）

9 同意書（水路上越）

10 誓約書（舗装本復旧）

11 誓約書（舗装先行）

12 誓約書（土地所有者不明）

13 誓約書（出水不良）

14 誓約書（受水槽維持管理）

15 誓約書（水道直結式スプリンクラー設備）

16 誓約書（タンクレス洗浄大便器設置）

17 誓約書（浄水器設置）

18 確認書（給水方式切替）

19 確認書（給水装置不要）

給水装置工事を申込む時に必要な添付書類

名　　　　　　　　　　　称 備　　　　　　　　　　考

舗装復旧工事を申込者が行うとき

舗装復旧工事前に給水装置工事をおこなうとき

給水装置工事を申込むとき

給水装置工事の申請図、竣工図

給水装置工事に使用する材料明細

（配水管の分岐からメーターまでを施工する場合）

給水装置工事の竣工検査を申込むとき

給水装置工事の竣工時に行う自主検査

他人の所有地を通過して給水管を設置するとき

土地所有者、家屋所有者以外の者が給水装置工事を申込むとき

給水栓の数が多く申込給水管では出水不良になると予想されるとき

受水槽を設置したとき

他人の給水装置から分岐して給水装置を設置するとき

水道直結式スプリンクラーを設置したとき

受水槽式給水から直結式給水に変更するとき

給水装置が不要になったとき

給水管を水路の上に設置するとき

土地所有者が不明な土地に給水管を設置するとき

タンクレス洗浄大便器を設置したとき

浄水器を設置したとき





別記様式（第2条関係）

令和　　 　　年　　　　　月　　　　　日

柏原市長 殿

申込者　現住所

　　　　　 氏　 名 （印）

下記場所に給水装置工事の施行を柏原市水道事業給水条例第４条第１項の規定に基づき申し込

みます。また、同条例及び柏原市水道事業給水条例施行規程（以下「条例等」という。）を契約の内

容とすることに同意し、加入金及び手数料については、条例等に基づき納入します。

なお、 本工事について利害関係者との調整は申込者が行い、その他本工事に係る全てのことにつ

いても申込者が対応します。

上記工事場所の給水装置工事申込み並びに加入金及び

を委任します。

　委任代理人（指定給水装置工事事業者）

摘 要

1 ． 緊急やむを得ない場合給水制限､停止､断水､赤水等

により損害を生じても水道事業に対して損害を請求しま

2 ． メーターの検針及び取替えに協力します。メーターの

検針等の妨げとなることが判明したときは、市の指導に

従い、自費でメーター等を移設します。

3 ． 本給水装置の所有権を第三者に譲渡する場合、承継人

に対して、一切の権利義務を承継します。

住所

氏名 (印)

＊

害関係人の同意書を提出してください。但し民法第２１３条の２又は第２１３条の３の適用がある場合は、民法第２１３条の２第３項の通

知をした旨の誓約書を提出してください。後日利害関係人その他の者から異議が生じても水道事業はその責任を負いません。

他人の給水装置から分岐する場合、他人の所有地を通過し又は他人の所有する土地若しくは家屋に給水装置を設置する場合は利

誓　　約　　書

せん。

     氏名 (印)
令 和 年 月 日

     氏名 (印)

　委　 任　 者（申込者）

引 込 管 口 径  φ　　　　　　　   ㎜

建築確認番号 合議
     住所

用途  一般用  ・ 工事用  ・ その他　

メ ー タ ー 口 径  φ　　　　　　　   ㎜
     住所

工
事
場
所

　柏原市 第　　　　　 　　　　　　　　　号

　ただし

申込

番号

水栓

番号

委　　任　　状

工種

新　設　 ・　改　造　 ・　撤　去

（増設 ・増径 ・改良 ・舗装先行）
手数料の納付還付その他本工事施行に関する一切のこと

給　水　装　置　工　事　申　込　書

技
　
術

管
理
者

課
　
長

課
長
補
佐

係
　
長

主
　
査

係
　
員

審
　
査



（ ）

直圧方式

受水槽式(高置水槽式･ポンプ直送式)

　　　　　　　 　　  m

3

指定給水装置工事事業者

　　　　　　　 　 　 m

3

指定番号　 第　　　　　　　　　　　　　　　号

名　　　称        　　　      　　   　               (印)

備考

 T   E   L

給水装置工事主任技術者

免状番号

氏　　　名       　　　      　　   　                (印)

 T   E   L

附近見取図

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

給　水　装　置　工　事　明　細　書給　水　装　置　工　事　明　細　書給　水　装　置　工　事　明　細　書給　水　装　置　工　事　明　細　書

課

　

長

課

長

補

佐

係

　

長

主

　

査

係

　

員

台

帳

整

理

サ

ー

ビ

ス

係

お

　

客

　

様

申　 込　 日 令和　　　 　 年　　　　 　月　　　　 　日 加 入 金 ㎜

審 　査 　日 令和　　　　  年　　　　 　月　　　　 　日 ％（ 内 消 費 税 ）

竣工検査日 令和　　　　  年　　　　 　月　　　　 　日 審 査 手 数 料 一式

給 水 方 式

竣工検査手数料 一式

計

手  数  料  納  入  印

受　 水 　槽

受水槽有効容量

高 架 水 槽 容 量

戸数　　　　　　　　 階 　　　 　　　 　戸

加　入　金　納　入　印



user
長方形



user
長方形



技 術

管理者

令和         年         月         日

令和         年         月         日

　　 　　令和　　　 　年　　　 　月　　　 　日

　  柏原市長　　殿

　　　　 指定給水装置工事事業者　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名 (印）

　　　　 給水装置工事主任技術者　　氏名 (印）

　（注）

検　　　 査　 　　員 　　　　　　　　　　　(印) (印)

こ の 届 は 竣 工 後 速 や か に 提 出 す る こ と 。 （ こ の 届 が な い 限 り 開 栓 は 出 来 な い ）

濁　　　り 〃

検　査　年　月　日 　令和　　　・　　　・  令和　　　・　　　・

水　質　検　査

残留塩素（遊離） 0.1 ｍｇ／ℓ 以上

臭　　　気 観察により異常でないこと

〃

色 〃

味

上記の通り竣工しましたのでお届けします。

項　　　　　　目 判　　定　　基　　準 中　　間　　検　　査 竣　　工　　検　　査

耐　圧　検　査 水　　　圧 0.75 MＰａ　１分間

用   途   別          一般用　　　 工事用 開　　栓　　日 令和         年         月         日

メｰタｰ口径 ｍｍ 水 栓 番 号 備　考

着　　手　　日

竣　　工　　日

給 水 装 置 工 事 竣 工 届給 水 装 置 工 事 竣 工 届給 水 装 置 工 事 竣 工 届給 水 装 置 工 事 竣 工 届

課長

課長

係長 主査 係員

補佐

工 事 場 所 柏原市

申込者氏名

申 込 番 号 令和　　     年度 　第　　　　　　号



1．

2．

4．

結果

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

3．

4．

（印）

そ　　の　　他

申込人に対し、給水用具等の取扱説明を行ったか？

配管ルート、竣工図について説明を行ったか？

特

　

　

記

給水装置工事主任技術者

自主検査日

及 び 確 認

  令和　 　　 年　　　 月　　　 日

機　能　検　査

通水のあと各給水用具からそれぞれ放流し、メーター経由の確認及び出水

量、動作状態などについて確認。

耐　圧　検　査 1.75MPaによる水圧テストで漏水・抜け等の確認。

水 質 の 確 認 臭気・味・色・濁りが観察により異常でないこと。

メーター以降

1． 配水管の水圧・水量等に影響を及ぼす恐れのあるポンプ等に直結され

ていないか？

2． ウォーターハンマーを発生する恐れのある給水用具を使用していない

か？

逆流防止のための給水用具の設置、吐水空間はよいか？

ストレーナー等に異物（砂・ノリ）等による目詰まりがないか？

クロスコネクションがされていないか？

11． 給水管及び給水用具類は各製造者による設置仕様どおり取付け・設置

されているか？

分岐～メーター

穿孔部分にはコア等が施されているか？

出水量はよいか？

止水栓・メーター設置場所は市基準書通りか？

止水栓・メーター等は逆付け、傾きがないか？

止水栓ＢＯＸの中心で、操作に支障がないか？

メーターは検針・取替えが容易にできるか？

メーター等に異物（ノリ等）のつまり等はないか？

各種ＢＯＸは適正に設置しているか？

その他厚生省令で定める職務

水道法第２５条の４第４項給水装置工事に従事するものは、給水装置工事主任技術者がその職務として

行う指導に従わなければならない。

自

　

　

主

　

　

検

　

　

査

　

　

項

　

　

目

検査種別及び項目 　　　　　検　査　の　内　容　　　　　　　　　　         （適合または良いは○）

共　通　事　項

配管の口径、ルート、構造はよいか？

図面には各部分の材料、口径、延長を記入しているか？

給水管及び給水用具は、性能基準適合品を使用しているか？

給水管及び給水用具の位置は図面と整合するか？

工事未竣工、器具等の未取付けはないか？

所定の深さが確保されているか？

継手箇所において、適切な接合・接続（トルク）がされているか？

水の汚染・破壊・浸食・凍結等の対策はよいか？

給水装置工事主任技術者が行う自主検査給水装置工事主任技術者が行う自主検査給水装置工事主任技術者が行う自主検査給水装置工事主任技術者が行う自主検査

水道法第２５条の４第３項給水装置工事主任技術者は、次に掲げる職務を誠実に行わなければならない。

給水装置工事に関する技術上の管理

給水装置工事に従事する者の技術上の指導監督

3． 給水装置工事に係る給水装置の構造及び材質が第１６条の規定に基づく政令で定める基準に適合

していることの確認



様式第３号 

給水装置工事材料明細書給水装置工事材料明細書給水装置工事材料明細書給水装置工事材料明細書                                                

 

（給水引込管 φ２０～φ４０ 配水管の分岐から水道メーターまで） 

 

申込者  工事場所 

種別 品名 形状寸法 口径 数量 単位 備考 

栓

類 

サドル付分水栓(防食ﾌｨﾙﾑ共)    組 
JWWA-B-117(A 型 ボール式) 

※PE 用(配ﾎﾟﾘ協会規格) 

分岐サドル銅コア    個  

分水栓キャップ    〃  

ボール止水栓    〃 JWWA-B-108(ｷｰﾊﾝﾄﾞﾙ,平行ｵﾈｼﾞ) 

甲型止水栓    〃  〃 

伸縮直結止水栓    〃 流量調整型逆止弁付伸縮止水栓 

管

類 

ポリエチレン管    ｍ JIS-K-6762(軟質一種二層管) 

ビニール管     〃 JIS-K-6742(耐衝撃性) 

ポ

リ

エ

チ

レ

ン

管

用

継

手

類 

分止水栓用    個 ｲﾝｻｰﾄｺｱ一体型 

90°ベンド    〃  〃 

ソケット    〃  〃 

エルボ    〃  〃 

チーズ    〃  〃 

      

      

ビ

ニ

ー

ル

管

用

継

手

類 

ガイドナット    個  

HI ユニオンソケット    〃 JIS-K-6743 

HI ソケット    〃  〃 

HI エルボ    〃  〃 

HI チーズ    〃  〃 

HI キャップ    〃  〃 

      

      

ボ

ッ

ク

ス

類 

量水器ボックス    個 柏原市 市章入 

止水栓ボックス    〃  〃 

仕切弁ボックス 24 型鉄蓋 B,C,ｽﾗﾌﾞ 60   基  〃 

レンガ    枚  

明

示

類 

明示釘 ｾﾊﾟﾚｰﾄ型φ30   本  

ロケーティングワイヤー φ4.4 ㎜   ｍ 導電性ゴム被覆ワイヤー 

埋設標識シート 青色,2 倍折返し   〃 セフティｰライン 

他 

断水コマ    個  

MC ユニオン    〃  

      

      

 



様式第４号 

給水装置工事材料明細書給水装置工事材料明細書給水装置工事材料明細書給水装置工事材料明細書                                                

 

（給水引込管 φ５０～ 配水管の分岐から水道メーターまで） 

 

申込者  工事場所 

種別 品名 形状寸法 口径 数量 単位 備考 

栓

類 

サドル付分水栓(防食ﾌｨﾙﾑ共)    組 
JWWA-B-117(A 型 ボール式) 

※PE 用(配ﾎﾟﾘ協会規格) 

分岐サドル銅コア    個  

分水栓キャップ    〃  

ボール止水栓    〃 JWWA-B-108(ｷｰﾊﾝﾄﾞﾙ,平行ｵﾈｼﾞ) 

甲型止水栓    〃  〃 

PE 挿し口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁    〃 開度計付 

伸縮直結止水栓    〃 流量調整型逆止弁付伸縮止水栓 

不断水割 T 字管    基 FCD 製、内外面ｴﾎﾟｷｼ紛体塗装 

管

類 

配水用ポリエチレン管    ｍ JWWA-K-144、配ﾎﾟﾘ協会規格 

      

配

水

用

ポ

リ

エ

チ

レ

ン

管

用

継

手

類 

分止水栓用    個  

メーター用    〃   

EF フランジ短管    〃 JWWA-K-145､配ﾎﾟﾘ協会規格 

EF ソケット    〃  〃 

      

      

      

      

      

      

      

ボ

ッ

ク

ス

類 

量水器ボックス    個 柏原市 市章入 

止水栓ボックス    〃  〃 

仕切弁ボックス 24 型鉄蓋 B,C,ｽﾗﾌﾞ 60   基  〃 

レンガ    枚  

コンクリート板    〃  

明

示

類 

明示釘 ｾﾊﾟﾚｰﾄ型φ30   本  

ロケーティングワイヤー φ4.4 ㎜   ｍ 導電性ゴム被覆ワイヤー 

埋設標識シート 青色,2 倍折返し   〃 セフティｰライン 

他 

断水コマ    個  

MC ユニオン    〃  

HI キャップ    〃 JIS-K-6743 

      

      

 



様式第５号 

給水装置工事材料明細書給水装置工事材料明細書給水装置工事材料明細書給水装置工事材料明細書                                                

 

（給水主管 配水管の分岐からドレンまで） 

 

申込者  工事場所 

種別 品名 形状寸法 口径 数量 単位 備考 

栓

類 

サドル付分水栓(防食ﾌｨﾙﾑ共)    組 
JWWA-B-117(A 型 ボール式) 

※PE 用(配ﾎﾟﾘ協会規格) 

分岐サドル銅コア    個  

ボール止水栓    〃 JWWA-B-108(ｷｰﾊﾝﾄﾞﾙ,平行ｵﾈｼﾞ) 

甲型止水栓    〃  〃 

PE 挿し口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁    〃 開度計付 

不断水割 T 字管    基 FCD 製、内外面ｴﾎﾟｷｼ紛体塗装 

管

類 

配水用ポリエチレン管    ｍ JWWA-K-144、配ﾎﾟﾘ協会規格 

ビニール管     〃 JIS-K-6742(耐衝撃性) 

      

配

水

用

ポ

リ

エ

チ

レ

ン

管

用

継

手

類 

分止水栓用    個  

メーター用    〃   

EF フランジ短管    〃 JWWA-K-145､配ﾎﾟﾘ協会規格 

EF ソケット    〃  〃 

      

      

      

      

      

      

ビ

ニ

ー

ル

管

用

継

手

類 

ガイドナット    個  

HI ユニオンソケット    〃 JIS-K-6743 

HI ソケット    〃  〃 

HI エルボ    〃  〃 

HI 片落ちソケット    〃  〃 

      

ボ

ッ

ク

ス

類 

止水栓ボックス    個 柏原市 市章入 

仕切弁ボックス 24 型鉄蓋 B,C,ｽﾗﾌﾞ 60   基  〃 

レンガ    枚  

コンクリート板    〃  

明

示

類 

明示釘 ｾﾊﾟﾚｰﾄ型φ30   本  

ロケーティングワイヤー φ4.4 ㎜   ｍ 導電性ゴム被覆ワイヤー 

埋設標識シート 青色,2 倍折返し   〃 セフティｰライン 

他 

      

      

 



様式第６号 

   

令和    年    月    日 

 

 

 

給水管埋設同意書給水管埋設同意書給水管埋設同意書給水管埋設同意書    

 

 

 

柏原市長  殿 

 

 

 

土地所有者 

                              住 所                    

                                         

氏 名                 ㊞   

  

 

  

下記の給水装置工事の施行にあたり、周辺に公道がないため給水管を私有地内に埋設

することを同意します。 

埋設した給水管が漏水等で掘削を伴う維持管理工事を行うことに異議ありません。 

この工事に関して問題が生じた時は、給水装置工事申込者及び土地所有者にて解決し、 

貴市水道事業に対してご迷惑をおかけしません。 

譲渡等で当該土地の所有者に変更があった場合は、本内容を継承します。 

 

 

 

記 

 

 

 

  給水装置工事場所                                                  

  

 私 有 地 地 番                       （道路・宅地） 

 

給水装置工事申込者 

             住 所                         

                                

            氏 名                                       ㊞ 

                               

 

 

 



様式第７号 

   

令和    年    月    日 

 

 

 

給水給水給水給水装置設置装置設置装置設置装置設置同意同意同意同意書書書書    

 

 

 

柏原市長  殿 

 

 

   

土地所有者   

家屋所有者  

 

                          住 所                          

                                    

                  氏 名                                 ㊞ 

                               

 

 

下記のとおりの給水装置の設置について同意をします。 

この工事に関して問題が生じた時は、給水装置工事申込者にて解決し、貴市水道事業に

対してご迷惑をおかけしません。 

水道を使用する権利及び給水装置の維持管理義務については、土地所有者等と給水装置

工事申込者の双方で協議し決定します。なお、給水装置所有者の変更届出をしない場合

は、土地所有者が所有するものとします。 

 

 

 

記 

 

 

  給水装置設置場所                                                      

 

  

 給水装置工事申込者 住 所                           

 

氏 名                        ㊞   

  

 



様式第８号 

 

令和    年    月    日 

 

 

 

給水管分岐給水管分岐給水管分岐給水管分岐同意同意同意同意書書書書    

 

 

 

柏原市長  殿 

  

 

 

給水装置所有者 

                                  住 所                                       

                           

                                  氏  名                                   ㊞   

 

 

 

下記の給水装置工事において私の所有する給水管より新たに給水管を分岐することに

同意します。 

後日、この工事に関して問題が生じた時は双方で協議のうえ解決し、貴市水道事業に 

対してご迷惑をおかけしません。 

譲渡等で当該給水装置の所有者に変更があった場合は、本内容を継承致します。 

 

 

 

記 

 

 

 

給水装置工事申込者 

                            住 所                           

                           

                            氏 名                                    ㊞   

 

    給水装置工事申込場所                              

     

  被分岐給水管設置場所                           

 

  被分岐管の給水装置  水栓番号 給水管口径 φ   ㎜  

 

 

   

                       

 



様式第９号  

  

令和     年     月     日  

 

 

 

水路上越水路上越水路上越水路上越しししし同意同意同意同意書書書書    

 

 

 

柏原市長  殿  

 

 

 

水利組合長  

住 所                

 

                                氏 名                          ㊞  

 

                              

 

下記の給水装置工事において、給水管が水路の上越しすることを承諾します。  

 

 

記  

 

    給水管水路上越し場所                                         地先  

                               

  給 水 装 置 工 事 場 所                             

 

    給 水 装 置 工 事 申 込 者 

            住 所                          

                           

                   氏 名                              ㊞  

                  

  ＊水路上越理由書添付                                              



様式１０号 

 

令和    年    月    日 

 

 

 

誓誓誓誓    約約約約    書書書書    

（舗装本復旧） 

 

 

 

柏原市長  殿 

  

 

 

 

給水装置工事申込者 

                                  住 所                   

 

                                    氏 名                                 ㊞  

                                            

                     給水装置工事事業者 

                           住 所                   

 

                                    氏 名                                 ㊞ 

 

 

 

 

 

今般 、                                            地先の給水装置工事跡の

舗装本復旧工事は給水装置工事申込者及び給水装置工事事業者の責任において給水装置

工事の道路使用許可期間内に指示された面積、工法に従い施工することを誓約します。 

この工事に関して問題が生じた時は当方で解決し、貴市水道事業にはご迷惑をおかけしま

せん。 

 

 

 

 

 

 

                                          

 



様式第１１号 

  

令和    年    月    日 

 

 

 

誓誓誓誓    約約約約    書書書書    

（舗装先行） 

 

 

柏原市長  殿 

 

 

            給水装置工事申込者 

                                 住 所                        

 

                                    氏 名                                ㊞  

                                

                                       

 

 

今般、（                                   番地       区画）に舗装先行による

給水装置工事を施行するにあたり、下記事項を誓約いたします。 

 

 

記 

 

 

  １．舗装先行工事後の引込管の口径、給水管数、メーター設置位置の変更は行いません。 

     将来、区画の変更等で当該工事にて施行した給水管が不要になった（複数の区画に

１戸の住宅を建築し１つの給水管しか必要でない）場合、給水装置所有者の費用で

給水装置工事事業者に依頼の上、撤去工事を行います。 

 

  ２．舗装先行工事施工後の区画変更による加入金の還付請求はしません。また、撤去後

の既得権を請求しない。  

  

３．長期間給水しない事が原因で分水栓内部に錆が発生し、給水不能となった場合は、 

給水装置所有者の費用で改良工事を施工します。 

  

４．譲渡等による給水装置の所有者に変更があった場合は、本内容を継承します。 

 

 



様式第１２号 

令和  年  月  日 

 

誓誓誓誓    約約約約    書書書書    

（土地所有者不明） 

 

 

柏原市長  殿 

 

給水装置工事申込者 

          住 所                   

 

氏 名                 ㊞ 

 

給水装置工事事業者 

          住 所                   

                 

 氏 名                 ㊞ 

 

 

下記の場所に給水装置工事の施行にあたり、給水管を埋設する下記土地地番が民有地

であり、土地所有者の所在が不明なため給水管の埋設同意の取得ができません。 

下記事項を誓約いたしますので、給水装置工事の承認していただくようお願いします。 

 

記 

 

給水装置工事場所  地 番                           

  

給水管埋設土地  地 番                   （道路・宅地） 

            

 所有者                          

 

１．上記給水管埋設地内で、給水管が漏水等で掘削を伴う維持管理工事を行う場合に

土地所有者等が異議を申し立てた時は、給水装置工事申込者で解決します。 

 ２．この工事に関して問題が生じた時は、給水装置工事申込者で解決し貴水道事業に

対してご迷惑等をおかけしません。 

３．譲渡等で当該給水装置の所有者に変更があった場合は、本内容を継承します。 



様式第１３号 

令和    年    月    日 

 

誓誓誓誓    約約約約    書書書書    

(出水不良) 
    

    

柏原市長  殿 

 

 

            給水装置工事申込者 

                                 住 所                         

                           

                                    氏 名                                    ㊞ 

                

                 

 

今般、                          に給水装置工事の施行 

にあたり、貴市水道事業より配水支管の分岐から給水管の口径を増径する改良工事を指導

されていますが、下記事項を誓約しますので、申込口径で承認して頂きますようお願いし

ます。 

 

 

記 

 

 

 

１．出水不良等が生じても貴市水道事業に対して異議申し立てはしません。 

改良工事等を施行する場合は給水装置所有者の費用で給水装置工事事業者に依頼し、 

適切な処理をします。 

２．譲渡等で給水装置の所有者の変更があった場合は、本内容を継承します。 



様式第１４号 

 

令和  年  月  日 

    

    

    

誓誓誓誓    約約約約    書書書書    

（（（（受水槽維持管理受水槽維持管理受水槽維持管理受水槽維持管理）））） 

 

 

柏原市長  殿 

 

 

給水装置工事申込者 

                                    住 所                                      

                           

                                    氏 名                                  ㊞ 

                               

 

下記のとおり受水槽を設置しましたのでお届けします。 

水道法３４条の２項、水道法施行規則第５５条により受水槽の維持管理することを誓約

します。なお、管理人の変更が生じた時は、直ちに届け出します。 

 

 

記 

 

 

設 置 場 所          

建 物 の 名 称 等  

受 水 槽 管 理 人 
住所        

氏名                    電話番号 

用 途         共同住宅・事務所・店舗・専用住宅・その他 

受 水 槽 容 量 総容量              ｍ3    有効容量            ｍ3 

受 水 槽 の 材 質 FRP   その他（               ） 

水栓番号、メーター口径 第        号  ，        ｍｍ 

 

水道法第３４条の２  

簡易専用水道の設置者は、厚生労働省令で定める基準に従い、その水道を管理しなければならない。 

 

水道法施行規則第５５条  

 法第３４条の２項第１項に規定する厚生労働省で定める基準は、次の各号に掲げるものとする。 

 １ 水槽の掃除を１年以内ごとに１回、定期に、行うこと。 

 ２ 水槽の点検等有害物、汚水等によって水が汚染されるのを防止する必要な措置を講ずること。 

 ３ 給水栓における水の色、濁り、臭い、味その他の状態により供給する水に異常を認めたときは、 

水質基準に関する省令の表の上覧に掲げる事項のうち必要なものについて検査を行うこと。 

 ４ 供給する水が人の健康を害するおそれのあることを知ったときは、直ちに給水を停止し、かつ、 

   その水を使用することが危険である旨を関係者に周知させる措置を講ずること。 



様式第１５号 

 

令和  年  月  日 

 

誓誓誓誓    約約約約    書書書書    

（水道直結式スプリンクラー設備の設置） 

 

柏原市長  殿 

 

給水装置工事申込者 

住 所                   

 

       氏 名                 ㊞ 

 

給水装置工事事業者 

                   住 所                   

                 

                  氏 名                 ㊞ 

 

 

今般、                          番地の給水装置工事

において水道直結式スプリンクラー設備の設置をします。設置に際し、下記の事項を 

誓約します。 

 

記 

 

１．災害その他の理由によって、一時的な断水や水圧低下等により水道直結式スプリン

クラー設備の性能が十分発揮されない状態が生じても、異議申し立てはしません。 

２．水道直結式スプリンクラー設備の災害時以外における作動及び災害時の非作動が生

じても異議申し立てはしません。 

３．水道直結式スプリンクラー設備が設置された家屋、部屋等を使用する関係者等に対

し本内容を熟知させます。 

４．水道直結式スプリンクラー設備の末端給水栓で定期的に排水等を行い、停滞水及び

停滞空気が発生しないように維持管理します。 

５．水道直結式スプリンクラー設備で漏水事故が発生した場合は、速やかに指定給水装

置工事事業者に依頼し対処します。 

６．譲渡等で給水装置の所有者の変更があった場合は、本内容を継承します。 



様式第１６号 

令和  年  月  日 

 

 

誓誓誓誓    約約約約    書書書書    

（タンクレス洗浄大便器の設置） 

 

 

柏原市長  殿 

 

給水装置工事申込者 

           住 所                                           

    

氏 名                        ㊞ 

   

給水装置工事事業者 

                   住 所                    

                        

                   氏 名                          ㊞ 

 

  

 

 今般、                             番地の給水装置工事において 

タンクレス洗浄大便器を設置します。設置に際し、下記の事項を誓約します。 

 

記 

 

１．逆流防止のため水道メーター二次側に逆止弁を設置します。 

２．タンクレス洗浄便器の取扱説明書に記載されている内容を熟知し、給水装置工事事業    

者等から説明された注意事項を遵守します。    

３．タンクレス洗浄便器の逆流防止装置が確実に機能しているかの確認のため、製造者等に 

よる定期点検を行います。 

４．修繕等を行う場合は、他の給水栓に影響のないよう対処し速やかに行います。 

５．譲渡等による給水装置の所有者の変更があった場合は、本内容を継承します。 



様式第１７号 

令和  年  月  日 

 

 

誓誓誓誓    約約約約    書書書書    

（元付け型浄水器の設置） 

 

 

柏原市長  殿 

 

給水装置工事申込者 

           住 所                                           

    

氏 名                        ㊞ 

   

給水装置工事事業者 

                   住 所                    

                        

                   氏 名                          ㊞ 

 

  

 

 今般、                             番地の給水装置工事において 

元付け浄水器を設置します。設置に際し、下記の事項を誓約します。 

 

記 

 

１．逆流防止のため水道メーター二次側に逆止弁を設置します。 

２．水道事業者の水質変化の責任区分は浄水器の一次側までになることを理解し、浄水器以降

の水質変化、出水不良等について問題が生じても当方の責任において解決し、貴市水道事

業に対して異議申し立てをしません。 

３．浄水器の取扱説明書に記載されている内容を熟知し、給水装置工事事業者等から説明され

た注意事項を遵守します。    

４．浄水器の部品交換等は、製造者と契約し定期的に点検を行います。 

５．修繕等を行う場合は、他の給水栓に影響のないよう対処し速やかに行います。 

６．譲渡等による給水装置の所有者の変更があった場合は、本内容を継承します。 

 

 

 



様式第１８号 

 

令和  年  月  日 

 

確確確確    認認認認    書書書書    

（給水方式切替） 

 

 

柏原市長  殿 

 

給水装置工事申込者 

住 所                   

 

     氏 名               ㊞ 

 

 

給水方式の切替えに際し、下記の事項を確認しました。 

 

記 

 

１．水道管工事や水道メーター取替等で、一時的に水の使用ができない場合が

あること。 

２．給水管内の水圧が上昇し、既設の給水管及び給水器具等で漏水の可能性が

あること。また、漏水や給水器具に不具合が生じた場合は給水装置所有者

の費用で給水装置工事事業者に依頼し対処すること。 

３．将来、配水管の水圧変動により出水不良等の可能性があること。 

また、出水不良等が発生した場合は、給水装置所有者の費用で給水装置の

改良工事をすること。 

４．給水方式の切替えることを住居人等水道水の使用する関係者に対し、周知

すること。 

５．譲渡等で給水装置の所有者に変更があった時は、本内容を継承する義務が

あること。 



様式第１９号 

令和    年    月    日 

 

確確確確    認認認認    書書書書    

（給水装置撤去） 

 

柏原市長  殿 

 

 

給水装置所有者 

住 所                        

 

氏 名                   ㊞ 

 

 

 

 

 

 下記の給水装置は、不要となりますので撤去します。 

後日、同地番内に給水装置が必要となった場合は、新たに給水装置工事申込をします。    

これに必要な加入金及び手数料は工事申込者が負担します。 

 

 

 

記 

 

 

１．給水装置設置場所                                 

 

２．水 栓 番 号                                 

 

                                           

   

３．口径及び栓数      mm      栓                  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式番号

20

21

22

23

24

25

その他届出書類

名　　　　　　　　　　　称 備　　　　　　　　　　考

給水装置工事申込取消届

給水装置所有者変更届

代理人選定届

管理人選定届

給水装置工事申込を中止するとき

給水装置の所有者が変更するとき

給水装置所有者が給水区域内に居住しないとき

給水装置を共有する者、管理者が必要と認めたとき

消防演習に私設消火栓を使用するとき

消防用として私設消火栓を使用したとき

私設消火栓消防演習使用届

私設消火栓使用届





様式第２０号 

 

令和    年    月    日 

 

 

 

給水装置工事申込取消給水装置工事申込取消給水装置工事申込取消給水装置工事申込取消届届届届    

 

 

 

柏原市長  殿 

  

 

 

給水装置工事申込者 

                                  住 所                   

                          

                              氏 名                 ㊞ 

 

            給水装置工事事業者 

 

住 所                   

 

氏 名                 ㊞ 

 

 

下記の給水装置工事を取消します。 

 

 

記 

 

給水装置工事場所                              

 

申 込 年 月 日                              

    

水 栓 番 号                              

 

取 消 理 由                              

 

                                      

 

                                      



様式第２１号 

 

令和    年    月    日 

 

 

 

給水装置所有者変更届給水装置所有者変更届給水装置所有者変更届給水装置所有者変更届    

 

 

 

柏原市長  殿 

 

 

 

給水装置旧所有者 

                                 住 所                        

                         

                                    氏 名                                  ㊞ 

 

給水装置新所有者 

                                 住 所                        

                         

                                    氏 名                                  ㊞ 

 

 

 

  下記の給水装置の所有者変更が有りましたので届出します。 

 水道使用上の権利及び義務は新所有者が継承します。 

 

 

記 

 

 

  

給水装置設置場所                               

 

水 栓 番 号                               

 

所有者変更年月日                               

 



様式第２２号 

 

令和    年    月    日 

 

 

 

給水装置給水装置給水装置給水装置代理人選定届代理人選定届代理人選定届代理人選定届    

 

 

 

柏原市長  殿 

 

 

 

給水装置工事申込者 

                                 住 所                        

                           

                                    氏 名                                 ㊞ 

                               

                                   

 

  柏原市水道事業給水条例第１３条の規定により、給水装置所有者の代理人を選定いた

しましたのでお届けします。 

 

記 

 

給水装置設置場所         

 

用          途  

 

水 栓 番 号        

 

代  理  人  

住   所  

 

氏   名  

 

                                           ㊞ 

電話番号  

 

備          考  

 

＊申込者が給水区域内に居住してない場合は給水区域内に居住する代理人を 

  選定し届けて下さい。 



様式第２３号 

 

令和    年    月    日 

 

 

給水装置給水装置給水装置給水装置管理管理管理管理人選定届人選定届人選定届人選定届    

 

 

柏原市長  殿 

 

 

 

給水装置工事申込者 

                                 住 所                       

                           

                                    氏 名                                 ㊞ 

                               

                                   

 

  柏原市水道事業給水条例第１４条の規定により、給水装置所有者の管理人を選定いた

しましたので届出します。 

 

 

 

管 理 人 

 

住 所                      

 

氏 名                    ㊞ 

 

電 話                      

水 栓 番 号 
 

 第     号 ～ 第     号 

給水装置設置場所  

 

給水装置の所有者 

水 栓 番 号  住         所 氏    名 

            ㊞            

 
 

          ㊞ 

 
 

 
          ㊞ 

 
 

 
          ㊞ 

 



様式第２４号 

 

 

 

令和    年    月    日 

 

 

 

私設消火栓使用届 
 

 

 

柏原市長  殿 

 

 

 

                 届出者 

                                住 所                         

                           

                                  氏 名                                      
         （届出者が自署しない場合又は法人である場合は、記名押印をしてください。） 

 

 

  下記の私設消火栓を消防用に使用しましたのでお届けします。 

 

 

記 

 

 

私 設 消 火 栓 場 所           

水 栓 番 号            第                    号 

消火栓使用開始日時   令和  年  月  日   時   分  

消火栓使用終了日時   令和    年    月    日      時     分 

使 用 水 量                                             ㎥       

備 考           

 



様式第２５号 

 

 

令和    年    月    日 

 

 

 

私設消火栓消防演習使用届 
 

 

 

柏原市長  殿 

  

 

届出者 

                                 住 所                        

                           

                                    氏 名                                    
                        （届出者が自署しない場合又は法人である場合は、記名押印をしてください。） 

 

 

  柏原市水道事業給水条例第１７条第１項第３号の規定により下記の私設消火栓を消防

演習用に使用しますので届出します。 

 

 

 

記 

 

 

私 設 消 火 栓 場 所           

水 栓 番 号          第                  号 

消 火 栓 使 用 日          令和  年  月  日 

備 考           

 



※１　申請書の様式は大阪府ホームページ参照

※２　水道事業が電子申請で行う

（各３部ずつ提出※３）

※３　申請書は１部水道事業用、２部は経由印を押して申請時に返却

※４　申請書の様式は大阪府警察ホームページ参照

※５　道路施工幅員、有効幅員、延長を記載のこと

（各１部提出）

※６　許可条件通りの復旧が確認できる写真

舗装工事写真※6 ○ ○ ○ ○

完了届（表紙） ○ ○ ○ ○

位置図 ○ ○ ○ ○

舗装本復旧完了時の必要書類

市道 法定外 府道 国道

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

府道 国道

○

○

○

○

○ ○ ○

○

交通処理図※５

平面図

位置図

申請書（表紙）※４

道路使用許可申請時の必要書類

市道 法定外

（各３部ずつ提出）

請書 × × ○

国道

×

　×※２申請書（表紙）

○

○

△ ×

○

×

×

○ ○ 　○※１

府道

公図・地積図の写し × ○ ×

○

○

誓約書 × ○

道路占用許可申請時の必要書類

○：必要書類　×：不必要書類　△：場合によって必要となる書類

同意書 ×

３４条協議書 △ △

市道 法定外

現況写真

×

区長説明書

水利組合同意書

○ ×

○

×

○

○ ×

占用員数表

占用料免除申請書

○

× × ○ ○

×

○

○

× ×

○

○

○

×

○

○

× ×

×

△ △

位置図

平面図

横断図

断面図

○ ○

○ ○○ ○





様式第五（第四条の三関係） 

 

道路占用 

許可申請 

協  議 

書 

新 

規 

更 

新 

変 

更 

（番号） 

     年   月   日 

 

柏 原 市 長  殿                   柏 水 工  第    号 

    令和   年   月   日 

                      

                    住所 柏原市安堂町１番５５号 

                    氏名 柏原市 水道事業 

柏原市長 冨宅 正浩      印 

                        担当者 水道工務課 

                          TEL 072-972-1606(      ) 

 道路法 

第32条 

第35条 

の規定により 

許可を申請 

協   議 

します。 

占用の目的 給水引込管埋設工事 

占用の場所 

路線名  車道・歩道・その他 

場 

所 

 

占 用 物 件 

名   称 規   模 数   量 

 

上水道管 

 

 

 

 

 

 

 

占用の期間 

    年  月  日から 

    年  月  日まで 

間 

占用物件 

の 構 造 

 

 

工事の期間 

    年  月  日から 

    年  月  日まで 

間 

工事実施 

の 方 法 

昼間施工・開削施工 

道 路 の 

復 旧 方 法 

貴課指示に従う 添付書類 

位置図・平面図・断面図 

説明書・占用料免除申請書 

備 考 （施工業者） 

       

       
 

記載要領 

  1． 

「許可申請 

 協  議」 

、 

「第32条 

 第35条」 

及び 

「許可を申請 

 協   議」 

については、該当するものを○で囲むこと。 

  2． 

新 

規 

更 

新 

変 

更 

については、該当するものを○で囲み、更新、変更の場合には、従前の許可書

又 
は回答書の番号及び年月日を記載すること。 

  3． 申請者が法人である場合には、「住所」の欄には主たる事務所の所在地、「氏名」の欄には名称

及び代表者の氏名を記載するとともに、「担当者」の欄に所属・氏名を記載すること。 

  4． 申請者（申請者が法人である場合は代表者。以下同じ。）が氏名の記載を自署で行う場合又は申

請者の本人確認のため道路管理者が別に定める方法による場合においては、押印を省略すること

ができる。 

  5． 「場所」の欄には、地番まで記載すること。占用が2以上の地番にわたる場合には、起点と終

点を記載すること。 

「車道・歩道・その他」については、該当するものを○で囲むこと。 

  6． 変更の許可申請にあっては、関係する欄の下部に変更後のものを記載し、上部に変更前のもの

を（ ）書きすること。 

  7． 「添付書類」の欄には、道路占用の場所、物件の構造等を明らかにした図面その他必要な書類

を添付した場合に、その書類名を記載すること。 



様式第2-1号 

 

法定外公共物占用 

許可申請 

協  議 

書 

新 

規 

更 

新 

変 

更 

（番号） 

     年   月   日 

 

柏 原 市 長  殿                   柏 水 工  第    号 

    令和   年   月   日 

                      

                    住所 柏原市安堂町１番５５号 

                    氏名 柏原市 水道事業 

柏原市長 冨宅 正浩      印 

                        担当者 水道工務課 

                          TEL 072-972-1606(      ) 

 柏原市法定外公共物管理条例 

第4条第1項 

第12条 

の規定により 

許可を申請 

協   議 

します。 

占用の目的 給水引込管埋設工事 

占用の場所 

種 別 里道・水路・その他（       ） 

場 

所 

 

占 用 物 件 

名   称 規   模 数   量 

 

上水道管 

 

 

 

 

 

 

 

占用の期間 

    年  月  日から 

    年  月  日まで 

間 

占用物件 

の 構 造 

 

 

工事の期間 

    年  月  日から 

    年  月  日まで 

間 

工事実施 

の 方 法 

昼間施工・開削施工 

法定外公共物 

の復旧方法 

貴課指示に従う 添付書類 

位置図・平面図・断面図・説明書 

同意書・公図写し・境界確定図写し 

誓約書・占用料免除申請書 

備 考 （施工業者） 

       

       
 

記載要領 

  1． 

「許可申請 

 協  議」

、 

「第4条第1項 

 第12条   」

及び 

「許可を申請 

 協   議」

については、該当するものを○で囲むこと。 

  2． 

新 

規 

更 

新 

変 

更 

については、該当するものを○で囲み、更新、変更の場合には、従前の許可書又 

は回答書の番号及び年月日を記載すること。 

  3． 申請者が法人である場合には、「住所」の欄には主たる事務所の所在地、「氏名」の欄には名称

及び代表者の氏名を記載するとともに、「担当者」の欄に所属・氏名を記載すること。 

  4． 申請者（申請者が法人である場合は代表者。以下同じ。）が氏名の記載を自署で行う場合又は

申請者の本人確認のため道路管理者が別に定める方法による場合においては、押印を省略するこ

とができる。 

  5． 「場所」の欄には、地番まで記載すること。占用が2以上の地番にわたる場合には、起点と終

点を記載すること。 

「里道・水路・その他」については、該当するものを○で囲むこと。 

  6． 変更の許可申請にあっては、関係する欄の下部に変更後のものを記載し、上部に変更前のもの

を（ ）書きすること。 

  7． 「添付書類」の欄には、法定外公共物占用の場所、物件の構造等を明らかにした図面その他必

要な書類を添付した場合に、その書類名を記載すること。 



様式第4-2号 

 

誓   約   書 

 

  令和   年   月   日 

 

柏 原 市 長  殿 

 

                申請者 

                    住所 柏原市安堂町１番５５号 

                    氏名 柏原市 水道事業 

柏原市長 冨宅 正浩      印 

施工業者 

                    住所  

                    氏名  

         印 

 

 

 

 今般、別紙申請にあたり、貴市の指示事項及び許可又は承認条件を遵守し、公益上必要

のある場合は、何時でも私費をもって原形に復します。 

 なお、本件に関して、苦情や第三者との紛争等が生じた場合は、申請者において解決し、

貴市に対し何らご迷惑をおかけ致しません。 

 



様式第4-4号 

 

同   意   書 

 

                  申出者 住  所  

                            

                      氏  名  印 

（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名） 

                      担 当 者  

                      電話番号  

 

 

 今般、下記場所において、工事を行いますので、工事施工等に係る同意をお願いします。 

 なお、官民境界が未確定の場合、将来当該地の境界確定時において、今回施工する工作

物、物件又は施設の位置に関し疑義が生じたときは、申出者の方で解決することを確約し

ます。 

 

 

記 

 

   1   工 事 場 所 

 

   2   工 事 内 容 

 

   3   工 事 期 間 

     年   月   日 ～      年   月   日 

 

 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

 

     年   月   日 

 

 上記について、支障がないので同意します。 

 

    同意者（土地所有者又は水利組合長） 住  所  

                            

                      氏  名  印 

                            

 



様式第4-5号 

 

説   明   書 

 

                  申出者 住  所  

                            

                      氏  名  印 

（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名） 

                      担 当 者  

                      電話番号  

 

 

 今般、下記場所において、工事を行いますので説明します。 

 

 

記 

 

   1   工 事 場 所 

 

   2   工 事 内 容 

 

   3   工 事 期 間 

     年   月   日 ～      年   月   日 

   4   工事実施方法（施工時間帯や通行止めの有無等） 

 

 

 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

 

     年   月   日 

 

 上記について、説明を受けました。 

 

                   区長 住  所  

                            

                      氏  名  印 

                            

 



 

完   了   届 

 

  令和   年   月   日 

 

柏 原 市 長  殿 

 

                 指定給水装置工事事業者 

住 所  

                     氏 名                

                     電話番号  
 

 

 下記のとおり、令和    年   月    日に完了しましたので届出ます。 

 

 

記 

 

   1   許可又は承認番号 

 

 

   2   工 事 場 所 

    

 

   3   工 事 内 容 

 

 

   4   工 事 期 間 

       年   月   日 ～     年   月   日 

 

5   申   込   者 

       住  所 

      氏  名 

    申込番号   令和   年  第    号 

    水栓番号   No. 

 

6   添 付 書 類 

位置図・工事写真（着手前、施工中、完了） 


















